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序文

常呂町には竪穴総数2，500軒以上に及ぶ史跡常呂遺跡をはじめとして130箇所の遺跡が発見さ

れています。遺跡は常目川河口周辺、オホーツク海岸に沿う海岸砂丘上、岐阜台地と通称する

台地などにあります。これらの区域に共通するのが川であります。遡上するサケ・マスなどの

捕獲のために人々は生活の場を求めてきたのでしょう。また、海・湖も重要な役割を担ってい

たと考えられ、狩猟・漁労を中心とした先住民にとって最適な地域であったわけで、す。

常呂川河口遺跡は常呂川河口右岸掘削護岸工事に伴い昭和63年から継続して発掘してきまし

た。時代は縄文文化、続縄文文化、擦文・オホーツク文化、アイヌ文化まで複数の時代にまた

がっていることが明らかになりました。出土遺物の総数は約300万点にもおよぶ膨大な数です。

発掘した住居跡や墓などその成果の一部は 5巻の「常呂川河口遺跡発掘調査報告書」としてま

とめられ、今回が 6巻目となります。これまでの報告同様にお墓に埋納された遺物に特色があ

りますが、中でも約1，300年前の墓が多数検出できたことは成果のひとつです。道東部では数

少ない時代のもので東側に頭を向け、傍らに土器を安置する埋葬の方法はこの人々が一定の社

会規範をもっていたことを示しています。また。北海道内でも数少ない数点の鉄製品は交易な

どによって獲得したものと考えられますが、それを可能にしたのは豊富な食糧資源によるもの

と思われます。

今回の報告書でも約1，800年前の墓から出土した暁拍玉の装飾品は注目されます。これまで

の瑛拍玉と異なり量は多くはありませんが様々な形をもっています。人々がどのような思いで

暁拍玉を身につけたのか謎で、すが、貴重な品であったことは事実のようです。その謎を解き明

かすために遺跡の保護が必要となります。地域の歴史、古代の環境を学習する唯一の場所が遺

跡と言っても過言ではありません。遺跡を未来に伝え、残すことが私たちの責務と言えるでし

ょう。

最後に調査当初から北海道教育委員会、北海道埋蔵文化財センタ一、東京大学名誉教授藤本

強氏、東京大学大学院人文社会系研究科教授宇田川洋氏をはじめ関係各位から多大なご協力を

頂きました。衷心より感謝申し上げるしだいです。

平成18年 1月

北海道常日町教育委員会

教育長谷 昭康



例 = 仁1

l.本書は、主に平成10年・ 11年に実施した常目川河口右岸掘削護岸工事に係る常日川河口遺

跡(TK73遺跡)の緊急発掘調査の報告書である。各年度の調査面積は平成10年度2，200凶、

平成11年度2，200mである。

2. 本遺跡は北海道常日町字常日100-1番地先にある。遺跡の登載番号は 1-16-128である。

3. 発掘調査は網走開発建設部から委託を受けて、常呂町教育委員会が主体となって実施した。

4. 本書の執筆は武田修・佐々木覚が行い、武田修が編集した。

5. 写真撮影は遺構を渡部高士、遺物を武田修が行った。

6. 各種遺物の実測図、 トレースは恒常的な整理員である吉田義子、加藤雪江、太西信子、矢

萩友子が行った。

7. 150号竪穴、ピット 1059、1060、1061は欠番とした。

8. 平成10年度の調査体制

調査期間平成10年 5 月 11 日 ~10月 31 日

調査担当者武田修

調査員佐々木覚

調査補助員渡部高士

事 務林尚美

作業員後藤譲、氷室福二、藤田伊玲、工藤清、大野正男、原田聖吾、橋本信義、

深尾若樹、室田恵美、大谷俊子、高木貴美子、清永順子、栗原アサ子、近

江谷光栄、武田美津子、日脇京子、山根利智、後藤チエ子、佐藤成子、佐

藤美代、大沼篤子、杉田弘子、熊谷弘子、諸岡英子、西川明美、阿部喜代

子、井ノ木信子、佐々木清子、新井田智子、中島隆子、田中清子、阿部真

子

整理員 吉田義子、加藤雪江、大西信子、矢萩友子、日脇京子、中島隆子、根本郁

代、加藤幸恵、山田喜美子、西川明美、山根利智、清永順子、高木貴美子、

藤田伊玲、高野義人、高岡康治

9. 平成11年度の調査体制

調査期間平成11年 5 月 11 日 ~10月 31 日

調査担当者武田修

調査員佐々木覚

調査補助員渡部高士

事 務林尚美

II 



作業員後藤譲、氷室福二、藤田伊玲、工藤清、大野正男、原田聖吾、渡辺政彦、

橋本信義、深尾若樹、室田恵美、大谷俊子、高木貴美子、清永順子、栗原

アサ子、近江谷光栄、武田美津子、日脇京子、山根利智、後藤チエ子、佐

藤成子、佐藤美代、大沼篤子、杉田弘子、熊谷弘子、阿部喜代子、井ノ木

信子、佐々木清子、新井田智子、中島隆子、田中清子

整理員 吉田義子、加藤雪江、大西信子、矢萩友子、日脇京子、中島隆子、山田喜

美子、山根利智、清永順子、高木貴美子、阿部真子、藤田伊玲

10. 発掘調査及び報告書作成の整理作業には、下記の方々の指導・助言を得た。記して感謝の

意を表するしだいです。

東京大学名誉教授 藤本強、東京大学大学院人文社会系研究科宇田川洋、同山田哲、

東京大学大学院新領域創成科学研究科佐藤宏之、日本学術振興会研究員 福田正宏、

北海道教育委員会 大沼忠春、同種市幸生、枝幸町教育委員会 高畠孝宗、紋別市立博

物館 佐藤和利、斜里町知床博物館 合地信生、同松田功、文化財サポート惰)豊原照

司北海道埋蔵文化財センター熊谷仁、余市町水産博物館乾芳弘
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床面出土土器、ピット 988a 土石器、ピット 1019、1019床面・埋土

図版37 ピット 988a床面・埋土出土鉄製品・ 出土石器

石器、ピット 990、990床面・遺体上・ 図版46 ピット 1023、1023遺体上・埋士出土土

埋土出土土器・石器、 993遺体上出土 器、 1024埋土出土土器

石器 図版47 ピット 1025・土器出土状況、 1025床面

図版38 ピット 997、997床面・埋士出土土器・ 出土土器・石器

石器、 1001埋土出土石器、 1002床面・ 図版48 ピット 1025c床面出土石器、 1028b埋

埋土出土石器 土出土石器、ピット 1031

図版39 ピット 1006埋土出土土器、 1006a埋土 図版49 ピット 1046a・遺物出土状況、 1046a

出土石器、ピット 1006b、1006b床面 遺体上・埋土出土土器

-埋土出士士器・石器・石製品 図版50 ピット 1046a埋士出土石器、 1053埋土

図版40 ピット 1006b埋土出土石器、ピット 出土石器、 1058埋土出土石器、 1062埋

1007、1007床面・埋土出土石器 土出土石器、 1062a床面・埋土出土石

図版41 ピット 1010埋土出土土器、 1012遺体上 器

出土土器、ピット 1012・遺物出土状況 図版51 ピット 1067埋土出土土器、 1074床面・

図版42 ピット 1012遺体上・遺体内・埋士出土 埋土出土土器・石器、 1079埋土出土土

土器・石器・暁拍玉・管玉 器、 1089a遺体上出土石器

図版43 ピット 1013、1013遺体上出土土器・暁 図版52 ピット 1100埋土出土石器、埋聾 9

王白玉出土状況

XIl 



第 I章調査に至る経過

1 

常白川は十勝、石狩、北見の分水嶺である三国山(標高1，541m) に源を発し、流路延長120

km、流域面積1，930凶に及ぶ一級河川である。

常日川流域の気候は、オホーツク海高気圧の影響を受け雨の少ない地域であるが、明治30年

頃からの開拓による森林伐採の結果、河川の水量調節機能は低下し洪水が起こりやすくなった

と考えられている。明治31年。大正 4、 8、11年。昭和 7、 9、10、14、22、23、28、30、32、

33、37、39、44、46、47、50年と相次いで記録的な洪水が発生している。発掘調査を行ってい

る聞の平成 4年にも集中豪雨があり、強力な水流によるため遺跡の一部が削られることもあっ

た。毎年のように起こる洪水の治水対策は大正10年から始められ現在も営々と続けられている。

常呂川治水の完成は地域住民の悲願でもある。

今回、緊急発掘調査の対象となった地域は昭和50年の台風 6号による出水の影響で堤防が決

壊し、床上浸水等の被害を蒙った区域である。常呂川は河口幅が狭いうえ、本遺跡の付近で最

も大きく蛇行しているため水の疎通が悪く、豪雨時は上流で溢水するなどの問題が指摘されて

いた。このため蛇行部をショートカットして新捷水路を設けるための工事計画が策定された。

昭和52年から用地買収が進められ、昭和56年から工事着手の予定であった。しかし、工事着手

の直前になって遺跡の存在することが明らかとなった。昭和56年11月4日に埋蔵文化財保護の

ための事前協議書が網走開発建設部から提出されたのをうけ、同年11月 11 日 ~12 日に北海道教

育委員会、備)北海道埋蔵文化財センタ一、本町教育委員会の三者で包蔵地範囲確認調査を実施

した。調査の結果、本遺跡の主体は標高 4~5mの砂丘上と低地域にも竪穴の存在することが

判明した。遺跡の総面積は約140，OOOrriに及び39，OOOrriが発掘必要区域である。考古学的には

縄文中期・後期・晩期、続縄文、擦文・オホーツク、アイヌ文化にわたる複合遺跡であり、砂

丘上にある縄文中期の包含層まで深度約1.50mに達することも確認された。これらの調査結果

を踏まえて発掘調査を行うことも協議されたが、調査には莫大な経費と期闘を要しなければな

らず早速の実施には至らなかった。

その後、網走開発建設部では常目川下流域の堤防整備を構じていたが、本遺跡を回避した新

捷水路の計画もありえるため、本来の計画地以外についても埋蔵文化財の有無が必要となった。

昭和57年 9月2日に事前協議書の提出を受け北海道教育委員会と本町教育委員会は昭和60、61、

62年の 3 年間で周辺地域の包蔵地範囲確認調査を実施した。昭和60、 61年調査地域は標高 2~

3mの常呂)11の氾濫原と考えられる地域であり、全域に包含層が認められた。昭和62年の調査

地域は常呂大橋下の中洲であるが、包含層は認められなかった。この様な背景とともに常呂川



常白川河口遺跡

下流域の堤防整備もほぼ完了したため、本来の計画とおり新捷水路工事を進めるために発掘調

査の依頼があった。

しかし、調査にはかなりの歳月を要し、調査体制の問題もあるため本町教育委員会が独自に

対応することは困難であるため北海道教育委員会に調査機関の照会を願ったものの、適した機

闘が無いとの回答があったので本町教育委員会が調査体制の充実を図り受諾することとなった。

新捷水路は護岸工事部分を含めると全幅300m、延長320mあるため調査には約10年聞が予想

された。協議者としてもそれまで事業の実施を延ばすのは困難であり、調査と並行して工事を

着手したいので、新捷水路幅80mのうちセンターから東側の幅40mについて調査を終了してほし

いとの要望があった。その場合、幅20mの護岸部が後回しとなり、検出した遺構も半掘りのま

ま残されてしまう恐れもあるため護岸部を含めて調査することとなった。

調査を進めている過程で縄文中期の包含層よりも下層に縄文前期末葉の包含層があり、さら

に下層には縄文前期中葉の包含層が検出された。また、標高 Omの低湿地にはアイヌ文化期の

木製品が新たに発見され当初の予定を大きく変更さぜ、るを得なかった。

2 

調査グリッドは新捷水路センター杭の IP.No. 1 ~600を基準に 4x4mで設定し、東西を

アルファベット、南北を数字で示した。

参考文献

網走開発建設部 『常呂川治水史j] 1987 

常 呂 町『常日町史j] 1969 

2 



第E章遺跡の地形と基本土層

常呂地域の地形・地質は標高70~75m以上の丘陵・高位段丘、標高20~30mの中位段丘、標

高 5~15mの低位段丘に分けられる。本遺跡は東側の中位段丘側から派生しており、地形的に

は標高 4~5mの低位段丘とさらに下面にある標高 2~3mほどの常日川の氾濫原に存在して

いる。昭和63年と平成 l年はこの氾濫原と思われる区域を調査した。この区域の地盤は層厚30

~40cmの黄褐色粘土で、あり、その下層は粒子の粗い砂と磯混じりの層が堆積している。黄褐色

粘土層は常呂川岸の付近では層厚約 3~4mに及んでいる。川岸に移行するにしたがい黄褐色

粘土層の堆積は厚みを増すようである。昭和63年度に行った包蔵地範囲確認調査では深度約 3

mのところから木杭が出土している。この区域では現在のところ擦文文化期の竪穴しか発見さ

れていないが、木杭の出土から裏付けられるように下層には他の時期の包含層も残されている

可能性がある。氾濫原と考えられるこの区域には大正年間に作られた築堤がある。盛土による

築堤の上部を道路として利用されていたため原地形は捉えにくいが、おそらく中位段丘側から

常呂川に向かつて緩く傾斜していたと思われる。

一方、平成 2 年から調査している標高 4~5mの区域もトコロチャシ跡付近から常日川に向

かつて延びた砂丘で、ある。調査当初は栄浦第二・第一遺跡、常日竪穴群のある新砂丘 I、古砂

丘と同ーの海成砂丘台地と考えていたが、調査を進めるにつれて様々なことが明らかになった。

一つはこの低位段丘面が常日川の氾濫の繰り返しによる土砂の堆積で形成されてきたことであ

る。第 l図の基本層序模式図に示すとおり基本的な土層は砂質土層であるが、この砂層の粒子

は海成層のものよりも極めて粗く、海成層には含まれない大型の角礁を多量に含むことである。

角喋混じりの砂層は特に第皿層において顕著である。この砂礁層・砂層は数枚の薄い文化層と

交互に堆積を繰り返す。平成 8年・ 9年度の調査では縄文中期のトコロ六類・五類の下層に第

Xa層の(古)トコロ六類とxrr層の平底押型文H群、平成10年の調査では第Xa層の下層にあ

る第Xc層からも北筒式系の包含層、平成11年度の調査ではさらに第XVI層から縄文前期綱文

式の包含層を確認した。

第刊層の砂喋層からは層厚約30cmの中から縄文前期中野式、シュブノツナイ式、押型文と中

期のトコロ六類・五類の北筒式が満遍なく出土している。安定した遺物の出土状態をもっ第四

層とは明らかに異なった出方で、ある。第四層は河川の氾濫等による土砂流失の影響で本来は下

層にある土器が上部に押し上げられ、時期が逆転したものと考えられる。平成 2年から調査を

行った低位面はこの様な洪水等による土砂の堆積が繰り返され、現在の地形に形成されたもの

であるが、そこには第 2図の地形模式図に示すとおり少なくとも三次の変化が認められる。

第一次形成地は第E層の縄文前期末の押型文から第四層の縄文中期トコロ六類・五類のある

磯・角礁を含む極めて硬質な黒色土である。層厚は薄い箇所で'10~ 15cm、厚い箇所で'20~30cm

3 



常呂川河口遺跡

である。第xll層の西側部分が削り取られており、縄文前期末葉から中期初頭にかけてかなり激

しい流勢のあったことを示している。

第二次形成地は第一次形成地を覆うもので、第四層から第E層が常目川に向かつてせり出し

ている。せり出し幅は 2~20mあり、常呂川に近い程広くなっている。

第三次形成地には擦文期の竪穴と続縄文後北C2・D式の生活面、オホーツク文化期の包含

層があるだけであり、それ以前の時期の遺構は全く認められない。第二次形成地と第三次形成

地の聞は自然の窪みが細長く延びている。特にオホーツク文化期の15号竪穴の付近では土器、

獣骨等も散布されている。このことから第二次形成地は縄文中期後半から縄文晩期にかけて少

なくとも 6回の河川堆積の後に形成されたものと考えられる。第三次形成地はそれ以後のもの

であり、土質は第二次形成地と比較して粒子の細かい砂質土である。

層位ごとの時期区分は概ね次のとおりである。

第 I層 表土層

第E層 茶褐色砂層 縄文晩期、続縄文、擦文

オホーツク文化

第阻層 褐色砂層 無遺物層

第N層 黒色土層 縄文後期

第V層 褐色砂層 無遺物層

第VI層 黒色砂層 縄文中期後葉

第四層 褐色砂層 遺物包含層(砂・礁混じり)

第四層 黒色土層 縄文中期中葉

第四a層 褐色砂層 無遺物層

第四b層 黒褐色砂層 遺物包含層

第K層 褐色砂層 無遺物層

第X層 明褐色砂層 無遺物層

第Xa層 黒褐色砂層 縄文中期前葉

第Xb層 褐色砂層 無遺物層

第Xc層 黒褐色砂層 縄文中期前葉

第11層 褐色砂層 無遺物層

第xll層 黒色砂層 縄文前期末葉

第XIII層 褐色砂層 無遺物層

第YN層 黒色砂層 無遺物層

第XJ1層 明褐色砂層 無遺物層

第別層 黒色士層 縄文前期
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参考文献

1)遠藤邦彦・上杉陽『常呂』所収東京大学文学部 1972 
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第亜章 周辺の遺跡

本遺跡の後背地にある標高20~30mの中位段丘には学史的にも有名な遺跡が多数存在する

(第 3 図)。トコロチャシ跡遺跡は本遺跡から約100~150mの距離である。昭和35年に擦文文化

期とアイヌ文化期の研究を目的とした調査が東京大学文学部により行われ、オホーツク文化期

l号竪穴内側(藤本 e群)、同外側の 2軒が調査された。また、竪穴埋土中には近世アイヌ文

化の遺構も検出されている。昭和38年にはアイヌ文化期の濠とオホーツク文化期竪穴との時間

関係を解明するためオホーツク文化期 2号竪穴(藤本 e群)と新旧 2本の濠が調査されてい

る。平成 3年から再度、トコロチャシ跡の濠の調査を実施しており、平成 7年度の調査におい

て刀子、中柄、青銅製円盤、矢筒、短刀、長万を副葬するアイヌ墓のほかオホーツク文化期の

屋外の骨塚も発見されている。平成 8年度の調査ではチャシの出入り口と思われる橋状遺構(ノレ

イカ)に類する箇所も検出され、先に認められていた柵列柱穴とあわせチャシ跡の構造解明に

大きな成果が得られた。

さらに東京大学は平成10年からオホーツク文化期の竪穴調査を開始した。トコロチャシ跡遺

跡 0地点としたチャシの濠の南側に位置する 7号竪穴である。この竪穴の調査は平成11年も引

き続き行われた。長軸13.5m、短軸9.7mの7a号竪穴と長軸8.5m、短軸7.5mの7c号竪穴

の2軒重複住居である。いずれも火災を受けているが、特に 7a号では白樺樹皮を巻かれた炭

化材列などが確認され、住居内部の構造を解明する上で貴重な情報をもたらした。各種の出土

遺物も豊富である。骨塚の前面から出土した十字形の青銅製品をはじめ、炭化木製品では大小

の盆・椀・樹皮容器・櫛・杓子・スプーンなどがある。骨塚にははクマ・エゾシカ・タヌキ・

キツネの動物骨が見られる。時期はソーメン状貼付文(藤本 e群)に比定される。平成12・13

年に調査された 8号竪穴は 7号竪穴同様の火災住居である。壁面に樹皮をあてた後に板材を設

置しており内部構造の一端が明らかにされた。骨塚はクマを主体としてキツネ、タヌキがある。

平成13・14年に調査された 9号竪穴も同様の構造をもった竪穴である。また、本遺跡の15号竪

穴でも屋根材と思われる樹皮とそれを留めたと推測できる木釘、炭化木製品が発見されている。

この様にトコロチャシ跡遺跡から南側に続く台地の縁辺部にはオホーツク文化期をはじめとし

た大型竪穴の窪地が遣されている。常白川河口遺跡を含むこの区域は栄浦第二遺跡に匹敵する

オホーツク文化の集落遺跡である。

トコロチャシ跡遺跡と連続したトコロチャシ南尾根遺跡は標高60~80mの台地縁辺部にある。

地表面から32軒の竪穴が観察され、昭和39年に東京大学文学部により縄文中期北筒式の 1号竪

穴が調査されている。昭和50年には「トコロバイパス建設J(国道238号線)工事に伴う緊急発

掘調査が行われ、 18軒の竪穴が発掘されている。この調査では特に縄文後期中葉の船泊上層式

・椛澗式・エリモ B式が出土して注目された。昭和61年には最西端部で住宅建設工事に伴う

-7ー
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第E章周辺の遺跡

緊急発掘調査が行われ、 8軒の竪穴が調査された。擦文文化期の17号竪穴埋土から頚部に「井j

のへラ記号と回転糸切りの底部をもっ五所川原産の須恵器である長頚壷が出土している。縄文

晩期の 5号ピットからは中葉と思われる刺突文の施された鉢形土器とボート形の浅鉢が出土し

ている。

トコロチャシ南尾根遺跡の対岸には TK67遺跡がある。昭和47年に発見されたこの遺跡は昭

和61・62年に北海道営畑総事業の農道改良工事に伴い緊急発掘されている。比較的急斜な北側

斜面に擦文期の竪穴 5軒、時期不明のピット群がありさらに奥まったところには続縄文期を主

体とした竪穴 4軒がある。擦文期の竪穴は宇田川編年後期に比定されるもので、包含層から五

所川原産の大聾の須恵器が出土している。他に須恵器は包蔵地範囲確認調査字岐阜127-6番

地、表面採集により岐阜地区国有林、常呂川河口遺跡で発見されている。 TK67遺跡と連続し

ているのがトコロ貝塚である。昭和33~36年に東京大学文学部による学術調査が実施されてい

る。長さ約200m、幅約70mのカキ貝を主体とした縄文中期北筒式の貝塚である。トコロ六類

と五類土器が層位的に確認されるとともに縄文早期の石刃鎌が類竹管文を 3段めぐらしたトコ

ロ14類土器と共伴することが明確になった。

平成11~13年に東京大学大学院人文社会系研究科教授宇田川洋氏を研究代表として東京大学

常呂研究室と常呂町による地域連携推進研究に伴う詳細分布調査がトコロチャシ跡遺跡とトコ

ロチャ、ン南尾根遺跡で、実施され、ほぽ全域から遺物が出土している。確認された遺構は縄文早

期東釧路系の竪穴、石刃鍛の石器集中域、縄文中期の集石、オホーツク文化期の土壌墓 2基で

ある。特にオホーツク文化期の土墳墓は予想されていたことであるが、竪穴群と土境墓は分離

されており墓域を形成していたことが推測された。オホーツク文化期の社会組織・集落研究に

果たす役割は大きいものがある。この二遺跡は平成14年 9月に史跡常呂遺跡として追加指定を

受けた。現在、常目町ではこの地域の史跡整備に向けた基本構想を策定中であるが、平成15年

から東京大学常呂研究室の協力をいただきオホーツク文化期の竪穴復元のための基礎資料を得

るため10号竪穴を調査した。時期は藤本編年 d群期に比定されるが、重複する内部の藤本編

年 e群期の竪穴は 3期にわたり縮小化が認められる。

この様に本遺跡の後背地の段丘上には大遺跡が多く、時期も縄文早期からアイヌ期まで連続

しており、常日川河口遺跡の性格を解明する上でも重要な地域である。例えばオホーツク文化

期の竪穴をみてもトコロチャシ跡の 4軒と常呂川河口遺跡の15号竪穴はソーメン文状貼付文

(藤本 e群)の時期であり、両者に新旧関係があるのか同時併存するかなどの問題がある。

擦文期の竪穴も常日川河口遺跡と同じで後期のものが多い。続縄文期の竪穴は宇津内系が多い

ようであり、後北 C，・ D式の土墳墓もある。縄文後期では本遺跡からは竪穴の発見はないが

ピット 2基、集石 4基あり、周辺に集落跡が予想される。段丘上の遺跡はごく一部分を調査さ

れたに過ぎず各時期の全容を明らかにすることはできないものの、本遺跡とは比較的類似した

時代構成である。しかし、個々の時代を見ると縄文晩期後葉の弊舞式から続縄文期初頭の興津

-9ー



常昌川河口遺跡

式、宇津内1Ia式。中葉の宇津内lIb式、後北 C，式。後葉の後北 C，・ D式までほぼ全期間

にわたっている。擦文期は宇田川編年後期に比定できる竪穴が多くある。本遺跡は各時代で濃

淡はあるものの生業活動の場として利用されたことは明らかである。特に続縄文期は一時的な

場として利用されたのではなく長期間定住していたで、あろうことが数多くの墓の存在から考え

られる。続縄文期の墓では興津系、宇津内系のものが特徴的である。続縄文期の副葬品の消長

についてすでに論じられているところであるが、斑E白玉をもつが興津系は原石に近い大型、宇

津内1Ia式は平玉を多量に副葬している。前固までに報告したピット 95・254・263a・301・

470・545・872号墓がその例である。宇津内1Ib期になると斑拍を副葬する例もあるが極端に

減少し本報告書の1012号土境墓にみられる管玉が加わるなど変化が現れてくる。後北 C，式で

は鉄製万子を副葬するものもあるが石器が一般的である。後北 C，・ D式は鉄製品の他にガラ

ス玉がある。副葬品の豊富さは生業活動の賜物であり、安定した食料源の獲得が定住をもたら

したのであろう。低地にも大規模遺跡は存在し、隣接する段丘上の遺跡群との相関関係を考え

る 必要がある。(武田 修)

文献

1 )東京大学文学部考古学研究室・常呂研究室「トコロチャシ跡遺跡J1995年度調査略報 1995. 9 

2 )東京大学大学院人文社会系研究科・文学部考古学研究室・常呂実習施設「トコロチャシ跡遺跡。

地点J1999年度調査略報 1999. 9 

3 )東京大学大学院人文社会系研究科・常呂町教育委員会「トコロチャシ跡遺跡群の調査」トコロチ

ャシ跡遺跡・同オホーツク地点及び「常呂遺跡」の史跡整備に関する調査概要報告 2002. 2 
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第W章竪穴住居

第N章 竪穴住居

140号竪穴

遺 構(第 5図，図版 1-1 ) 

本竪穴は A87・88，A' 87・88グリッドにまたがって位置する。表土を剥土すると明褐色砂

層と角瞭層がみられた。角礁は 5~15仰のものを多量に含むもので、近代の住民が土地を平坦

にするため竪穴の窪みを埋めたものと判断できた。竪穴の北壁側にはコンクリートによる家屋

の基礎もみられるので、住宅建設時に埋められたので‘あろう。この礁層を取り除くと層厚約 9

cmの白色の樽前 a火山灰が全面を覆っていた。規模は東西約5.00m、南北は住宅基礎部で破

壊されているため明確ではないが、主柱穴の位置から判断して約4.40mの方形を呈する。壁は

緩く立ち上がり、高さは確認面から約50cmを測る。

カマドは東壁中央部に構築されている。構築材は撞色粘土と黒褐色粘土の混合土と黄褐色粘

土を用いる。芯材に肩平な角礁を両袖部と煙道部に利用しているが、垂直でなく、水平の状態

であった。煙道は緩く傾斜しており、煙道口には第 6図 4に示す小型土器が出土している。

カマド内部の焼土は粘性を有し、微細な骨粉が混入する。煙道部に被さるように黄褐色粘土が

3点の角礁とともに広い範囲にみられた。これらはカマド構築材と思われる。床面からは炭化

材が検出されているが、主にカマドの周辺と西壁側に集中する。特に、酋壁側に並ぶ 2本の主

柱穴の前面にある炭化材は梁材と推測できる。他は垂木材であろう。炉跡は竪穴中央部にあり、

径40cmを測る。主柱穴は 4 本ある。径約12~18叩、深さ約18~30cmである。径約 5 ~10cm、深

さ約 8~13cmの壁柱穴は規則性がなくまばらにみられる。

遺 物(第 6図，第 7図，第 8図一 1~ 8 ，図版 1-2~5)

第 6図 1・2は床面出土。 1は高杯の杯部。 2は紡錘車。半載状施文具による刺突文が放

射状に施される。 70g 0 3はカマド煙道部出土の大型鉢形土器。口唇部は内側に内屈し、交互

に施された斜位の刻線文は横位の沈線文によって 3段に区画される。器面は復段文直下が幅狭

い刷毛、底部にかけて箆により調整される。 4は口径12.5cm、器高14叩の小型無文土器。器面

は箆により調整されている。 5は口径13.5cm、器高11cmの小型無文土器。口縁部は横位の調整

痕がみられる。 6は口径l1cm、器高 9cmの小型無文土器で、口縁部に 2本の太い沈線文をもっ。

7は口径約9.5cm、器高約8.5cmの小型無文土器。底部は丸みをもち不安定である。 8は小型壷

形土器。器面は刷毛により調整される。 9は鋭く矢羽根状の刻線文が施される。 10は鋸歯文、

11は針葉樹状文、 12は横位の沈線文と列点文によって斜位の刻線文が区画される。 13は格子目

文が縦位の沈線文で区画される。 14は無文。
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常昌川河口遺跡

第7図-1は口径約22叩、器高約32cmの大型鉢形土器。格子目状の刻線文は 2本の横走沈線

文で区画される。 2は刺突文が十字形に施された紡錘車。 55g 0 3 ~ 7は擦文土器の底部。 8

・9は続縄文後北 C，・ D式。 10は同 C1式。 11は宇津内lIb式。 12・13は同1Ia式。 14は縄

文晩期中葉であろう。

石器は第 8 図一 l ・ 2 が無茎石銭。 3 は有茎石銭。 4~8 は削器。 8 は玄武岩製であり、他

は黒曜石製である。

小括

本竪穴は東西方向にやや長い方形を呈する。擦文期の焼失住居である。復段文様のカマド出

土の土器から宇田川編年後期、藤本編年h・i期に 比 定 さ れ る 。 ( 武 田 修)
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常昌川河口遺跡
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第 7図 140号竪穴埋土(1~ 14)出土土器・土製品
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常呂川河口遺跡

141号竪穴

遺 構(第 9図，図版 2-1・2)

本竪穴は A85・86，B86・87グリッドにまたがって位置する。表土下の茶褐色砂層を剥土し

た段階で白色の樽前a火山灰をブロック状に混入する黒褐色砂層の堆積が認められ、竪穴で

あることを確認した。土層図に示すとおり黄褐色を呈した摩周 b火山灰が壁上部の一部に認

められたが、明瞭な堆積でなく流れ込んだものと考えられる。竪穴の北東隅にはコンクリート

ブロックが重ねられ破壊を受けているため規模は明確に把握することができなかった。規模は

東西約5.60m、南北約4.60mで、あり、東西がやや長い方形である。壁は緩く立ち上がり、高さ

は確認面から約60叩を測る。

カマドは東壁中央部に構築されているが、袖部は全く認められず燃焼部の焼土と黄褐色粘土

の煙道部が残存する。煙道の傾斜は壁付近で皿状に浅く立ち上がる。炉跡は中央部に位置する。

焼土面は大きく径約70cmで、ある。

本竪穴は焼失住居であり、埋土の茶褐色砂層の下部から多量の炭化材がみられた。炭化材は

竪穴のほぼ全域から検出されているが、床面密着は少なくやや浮いた状態で出土する。平面図

のスクリーントーン区域では 3~ 4 mmの茅材が炭化材の上部にみられた。炭化材は壁上部から

内側に向けた斜めの状態のものが多くこれらは垂木材と思われる。出土状態から中央部に向か

つて放射状に配置されていたと考えられる。

主柱穴は細く径約 8~14叩、深さ約13~35cmである。 3 本単位で東西方向に 2 列並ぶのであ

ろう。壁柱穴は径約 8~15cm、深さ約 9 ~22cmで、あり配置に規則性はない。

遺 物(第10図，第11図，第 8図-9 ~22，図版 2 -3・4)

第10図一 1は口径約20cm、器高22cmの中型鉢形土器。口縁部の隆帯には刻みが施され、斜位

の刻線文は横位の沈線文と「ハ」字状の刻線文で区画される。 2は高杯。 3は数本の刻線文が

三角状に施される。 4は刻線文が重鎮された紡錘車。 55g0 5は縦位、斜位の刻線文が横位の

沈線文で区画される。 6 は続縄文後北 C 2 ・ D 式。 7~9 は宇津内 II b式。 8は口径 8cm、器

高10叩の小型土器。擬縄隆帯が「ハ」字状に垂下する。

第11図一 lは続縄文宇津内 IIb式。 2・6は横位の沈線文、 3は縦位の縄線文が施される。

続縄文初頭であろう。 4・5は縄文晩期中葉。 7は縄文中期トコロ六類。 8は口唇部と口縁部

に押引文が施される。トコロ六類より古手に位置づけられる。 9~11は縄文前期末葉の押型文。

石器は第 8図-9・10が無茎石銭。 11が柳葉形石銭。 12・13が有茎石銭。 14・15は片面加工

ナイフ。 16・17は両面加工ナイフ。 18は削器。 19は両側面の中央部が扶入した削器。 20は掻器。

21はたたき石。先端部は火熱を受けたためか黒色化している。 22は表面に敵打痕があるが、裏

面の下端部は粗く刃部を作出しており打製石斧の未製品と思われる。 11はメノウ製、 13・16は

頁岩製、 21・22は泥岩製であり他は黒曜石製である。
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141号竪穴埋士(l~g) 出土土器・土製品
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第"図 141号竪穴埋土(1~ 11)出土土器

小括

本竪穴は擦文期の焼失住居で、ある。床面出土遺物はないが竪穴の平面形態が東西にやや長い

点、竪穴聞の相互距離から140号竪穴と同時併存とみられるので宇田川編年後期、藤本編年 h.

i期に比定され る と み て よ いであろう。(武田 修)
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常呂川河口遺跡

142号 竪 穴

遺 構(第13国， 図版 3-1 ) 

本竪穴は F82，G82グリッドに位置する。形態は南東壁側がやや張り出した不整方形をもっ

もので、規模は長軸約4.40m、短軸約3.60mで、ある。壁は皿状に浅く立ち上がり、高さは確認

面から約10叩で、ある。床面のほぼ中央部にピット 1333が切り込まれているため炉跡は検出でき

なかった。

主柱穴はみられないが、径約 6~10cm、深さ約 5 ~10叩の壁柱穴は東壁側の一部を除きほぼ

等間隔に配置される。

遺 物(第13図，第14園)

第13図-1・2は床面出土。 2点とも縦走縄文を地文に lは上部に沈線文が施される。 2点

とも続縄文初頭であろう。 3~5 は擦文土器で 3 ・ 4 は前期である。 6は続縄文字津内 Hb式。

7~11は沈線文を主体とし、 12 ・ 13は口縁部が無文となる。続縄文初頭であろう。 14は口唇部

に突起をもち、 口縁部は半載状施文具による波状沈線文と横走沈線文がみられ、胴部は撚糸文、

下部は縦走縄文が施される。丸底の底部は不安定であり、内部は多量の煤が付着する。続縄文

初頭であろう。 15は縄線文を方形に区画する。 16は続縄文土器の底部で、縄端庄痕文が円形に

施される。 17は胎土に繊維を多量に混入する縄文中期トコロ六類。

.a j8 

3 
。
。

暗褐色砂

。 142H 

岱鎚P

o 0 

la' la' 
a・=.

、注目

燐土

2m 苧回母b
pqfE 

第12図 142号竪穴平面図
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常呂川河口遺跡
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第14図 142号竪穴埋土(1~ 11)出土石器

石器は第14図一 lが無茎石銭。 2・3は柄部のある靴形石器。 4は片面加工ナイフ。主要剥

離面の打癌部は調整されている。 5~10は削器。 11は掻器。全て黒曜石製である。

小括

第13図一 1・2の床面出土土器は続縄文初頭である。同図に示した埋土出土の沈線文系の土

器群も同時期とみられる。(武田 修)
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第W章竪穴住居

143号竪穴

遺構(第15図)

本竪穴は E82，F82グリッドに位置する。規模は直径約3，20mの不整円形を呈する。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、高さは約40cmを測る。埋土は褐色砂層間に腐食士層である暗褐色砂、黒

褐色砂が交互に堆積する。 N層暗褐色砂層に達した段階で、竪穴のほぼ中央部に位置するとこ

ろから鯨骨と第16図-3に示す興津式相当土器が出土した。

埋土を掘り下げる段階から炭化材の混入が顕著に認められ、床面とやや上部から検出された

炭化材は細いもので径 4~ 5 cm、太いもので径15叩のものが南北方向に連なる状態で検出され

た。これらは住居の構造材と思われる。中央部にある長さ80側、幅50cmの炉跡上部には l叩あ

.詞
褐色砂 11 

l炭化物を多ぐ含む，

相??

φ 
-f唱 -f-82 

一.a'

a・-

J L 
C' -

b⑨5 止よ

940cP↓ 

2m 

ー一

-ç~町 軍 -9;醐冊 ι 
寸さヲニ色砂~ ~一

b 暗茶褐色砂 -b:醐酬
'-ー-一一こF炭ヒ層

「研「て

と需主ヂL町

旬99P

第15図 143号竪穴、ピット 940、940a、940b、940c、1097、1099平面図
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常品川河口遺跡

まりの小木がまとまってみられた。炉跡の西側にはフレーク主体の集積がみられる。

主柱穴と想定されるのは南壁の中央部に 1本ある。径約22cm、深さ19cmで、ある。

遺 物(第16図，第27図一 1~ 5) 

土器は埋土出土である。第16図 1・2は続縄文字津内nb式。 3は口縁部が無文帯をなし、

強く外反する。続縄文興津式相当であろう。 4は口縁下部に縄線文が施され、横位の隆帯をも

っ。 5は無文土器。 4・5は縄文晩期中葉であろう。

第27図-1 は床面出土。剥片の下端部に刃こぼれ状の加工痕がみられる。 2~5 は埋土出土。

2は有茎石銭。 3は両面加工ナイフの柄部。 4・5は削器。全て黒曜石製である。

小括

本竪穴の床面から土器は出土していないため詳細な時期は不明であるが、続縄文期の竪穴と

思 われる。(武田 修)

臨掛噂離通話穿
む温暖二通画観事畠

「
h
u

m
H
l
M
 

??cm  

第16図 143号竪穴埋土(l~5) 出土土器
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第N章竪穴住居

144号竪穴

遺 構(第17図，図版 3-2) 

本竪穴は C84，D83・84グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約7.00m、短軸約5.30 

mの不整長方形を呈し、南北方向に長軸面をもっ。壁高は確認面から約50cmを測る。

黄褐色土を呈した炉跡は長軸面に 2基ある。

主柱穴は炉跡に近い位置にあり、径約16~30cm、最大のものは径約40cmである。深さ約15~

23cm。壁柱穴は西壁から南壁にかけてみられ径約10~20叩、深さ約 9 ~26cmで、ある。

遺 物(第18図，第四図，第20図，第21図，第22図，第23図，第24図，第25図，第26図，

第27図 6 ~31，第28図，図版 4-1~9)

第18図 1 ~10は床面出土。 1 は続縄文後北 C 2 ・ D 式。 2~7 は宇津内 n b式。 8も宇津

内系の底部であろう。 10は縄文晩期中葉。 11~14は埋土出土。 11は擦文。 12は続縄文後北 C ，

・D式の小型土器。 13は口径 4cm、器高 3cmのミニチュア土器。 14は口縁部の大半が欠失す

る器高21cmの中型土器o 無文であるが、縦方向の沈線文と縄文を部分的に施す。

第19図は埋土出土の後北 C，・ D式。 1は口径31倒、器高39.5cmの大型鉢形土器。口唇部に

4個の小突起をもち、下部の円形微隆起帯聞を弧線状の徴隆起帯で連結する。 2は口径 8倒、

器高5.5仰の小型土器。 l個の吊り耳をもち、徴隆起帯を弧状に配する。 3は口径13叩、器高14

cmの注口土器。胴下部に 4個の吊り耳をもち、円形徴隆起帯を配する。注口部は径 4酬の 3個

の貫通口をもっ。 4は口径14cm、器高8.5cmの注口土器。帯縄文を三角形状に施す。

第20図は埋土出土。 1は口径22αn、器高30cmの中型土器。口縁部と胴下部の帯縄文聞に山形

状の帯縄文を配する。 2は大部分が欠失するが口径約 7cm、器高 8仰の小型土器。 3本単位の

櫛状施文具により直線、弧線状の沈線文が施される。 3は大半が欠失するが残存部から判断し

て上部は19cmx 16cmの楕円形を呈した注目土器。注口まで、の器高は17cm。注口下部は同心円文

を帯状に施し、部分的に赤色顔料が付着する。 1~ 3は続縄文後北 C2・D式。 4は口径17cm、

器高24cmの中型土器。 4個の同心円文を起点に徴隆起帯を菱形に施した、続縄文後北 Cl式。

第21図は埋土出土。 1は微隆起帯を円形、 2は鋸歯状に施した続縄文後北 C，・ D式の大型

土器。

第22図は埋士出土。 1~6 は続縄文後北 C 2 ・ D 式。 5 は横・縦位に帯縄文を施す。

第23図は埋土出土。全て続縄文後北 C2・D式。 9は細沈線文と短刻線文を直線的に施す。

10は口径3.5cmほどの無文土器。

第24図は埋土出土。 1~ 7は続縄文後北 C2・D式。 8は同 C1式。 9は宇津内nb式。

第25図は埋土出土。 1~3 は続縄文字津内 n b式。 4は下回ノ沢H式。 5は底部に木葉痕が

残る。宇津内系であろう。 6~9 は続縄文字津内 n a式。 10は小波状の口縁下部に小孔をもっ。

続縄文初頭であろう。 11は揚げ底の底部。
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常呂川河口遺跡
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144号竪穴埋士(l ~4) 出土土器
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第N章 竪 穴 住 居

3 

長短;J
潟 -n

議ず Us

?7cm  

第26図一 lは続縄文字津内IIa式。 2も内側からの突癌文をもつが、器面は絡縄体圧痕文が

縦横に施される。宇津内 IIa式にはこの様な文様はみられず、古手の型式と考えられる。 3は

縄線文、 4は縄端圧痕文が施される。 5・6は横走沈線文、 7は半載状施文具で横長の菱形文

を施す。 1~ 7は続縄文初頭。 8は無文。縄文晩期中葉。 9は同前葉と思われる。 10は縄文中

期トコロ五類。 11は有孔土製品。貫通した円形刺突文が内縁部をめぐる。

石器は第27図 6~9 が床面出土。 6 は柄部を作出した削器。 7~9 も削器。 10~15は無茎

石銭。 16 ・ 17は有茎石銭。 18~26は両面加工ナイフ。 27 ・ 28は片面加工ナイフ。 29~31は削器。

25はメノウ製であり、他は黒曜石製である。

第四図一 1~10は原石面を遺す削器。 11~15は掻器。 16は青色泥岩製の片刃磨製石斧。 17は

表裏面に複数の溝をもっ有溝石器。 18はたたき石。 19 ・ 20はくぼみ石。 17~20は砂岩製であり、

他は黒曜石製である。

小括

第18図に示すとおり本竪穴の床面からは続縄文後北 C2・D式、宇津内 IIb式が出土してい

る。後北 C2・D式は埋土内に廃棄された状態で、満遍なくみられるものの竪穴の時期は後北 C2

・D式か宇津内 llb式と思われる。(武田 修)
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常呂川河口遺跡

145号竪穴

遺 構(第29，図版 4-10図)

本竪穴は A' 83， B' 82・83グリッドに位置する。規模は長軸約5.06m、短軸約2.48mの長

方形を呈する。第E層茶褐色砂層の上面で掘り込み面は認められず、同層を約10cm下げた段階

で確認したため壁の立ち上がりは低く高さは10~15cmで、ある。竪穴の中央部に直径約80~90cm

の石囲み炉がある。角喋主体の石囲み炉は、北側が僅かに隙聞をみられるものの全周し、内部

の赤化も著しい。

主柱穴は石囲み炉に近接した径10~ 18cm、深さ 12~20cmのものが相当するようである。壁柱

穴はまばらに配置され、径 6~ 8 cm、深さ 6~10cmで、ある。

遺物(第30図 1~ 3) 

第30図 3点とも埋土から出土した黒曜石製の無茎石銭。
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第29図 145号竪穴、ピット 913、935、936、937平面図
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第W章竪穴住居

小括

竪穴の規模の割に石囲み炉は大型である。遺物は出土していないため詳細な時期は不明であ

るが続縄文期であろう 。( 武田 修)
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第30図 145号竪穴埋土(1~3) 、 146号竪穴埋土 (4~11) 、 147号竪穴埋土(12 ・ 13) 出土石器
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常邑川河口遺跡

146号竪穴

遺 構(第31図，国版 5-1・2) 

本竪穴は C86・87グリッドにまたがって位置する。規模は東西4，OOm、南北3，90mの方形を

呈する。壁高は確認面から約50cm測る。

カマドは東壁中央部に構築されている。構築材は黄褐色粘土を主体とし、芯材に用いると思

われる長さ約40cm、幅約20cmの角礁はカマドの南側に並べられている。径約50cmの炉跡は竪穴

の中央部にある。

主柱穴は径約17~28cm、深さ約24~40cmのものが 4 本ある。壁柱穴は西壁側を除く各壁側に

ある。径約 8~12cm、深さ約 8 ~20cmで、ある。
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第N章 竪 穴 住 居

遺 物(第32図，第33図 1~ 4，第30図 4~11，図版 5 -3) 

第32図一 lはカマド出土の擦文土器の底部。 2は続縄文初頭。 3はカマド上部出土の擦文土

器。無文の中型土器。 4~6 も擦文土器で 4 は高杯、 5 は口縁部。 6 は無文。 7 ・ 8 は続縄文

後北 C2・D式。 9・10は宇津内 IIb式。 11は縄線文が 3本単位に施される。 12は撚糸文を地

文として口縁直下に円形刺突文が連続する。 11・12は続縄文初頭と思われる。

第33図 1・2の口縁部は無文帯となる。 1は縦走縄文を地文とした壷形土器。 2は無文帯

の下部に刺突文が施される。 3 は刺突文が短い間隔で連続する。 1~3 は続縄文初頭、 4 は縄

線文が施された縄文晩期中葉であろう。

第30図-4は無茎石鎌。 5は柳葉形石銭。 6は有茎石銭。 7・8は下端部が尖る削器。 9・

10は掻器。 11は幅約 2cmの溝をもっ軽石製の有溝石器、 5は硬質頁岩製であり他は全て黒曜石

製である。

小括

本竪穴は擦文期である。カマド上部から無文土器が出土するものの詳細な時期は不明である。

(武田 修)

屋外炉

遺構(第17図)

屋外炉は C83グリッドに位置する。第E層の暗茶褐色砂の上面にある。規模は長軸約0.64m、

短軸約0.50mの円形を呈する。 10個の角礁を用い構築されている。掘り込みは約10αnと浅く、

焼土と炭化層の 2層に分層される。

続 縄文 期と思われるが詳細な時期は不明である。(武田 修)
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第W章竪穴住居
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F持長通~.

o 5cm 
L.tームーL...L....J 5 

第33図 146号竪穴埋土(l~4) 、 147号竪穴カマド上部 (5) 出土土器
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常白川河口遺跡

147号竪穴

遺構(第34図)

本竪穴は B'88・89，c' 88・89グリッドにまたがって位置する。形態は扇形に近く、長軸約

5. 20m、短軸約4.10mである。掘り込みは浅く、壁は確認面から約40cmで、ある。

炉跡は検出できず、柱穴も径約 6~12cm、深さ約 8 ~12αnのものがまばらに認められる程度

である。

遺 物(第33図 5，第35図，第36図，第30図一12・13，図版 5-4) 

第33図-5は口径33cm、器高41佃の無文大型鉢形土器。器面は箆により調整されている。

第35図一 lは口径31cm、器高39叩の大型鉢形土器。 1・2は続縄文後北 C，・ D式。 3は口

縁直下に inJ字状の縄線文がみられる。 4は撚糸文を地文に口縁直下に 2条の縄線文が施さ

れる。 3~5 は続縄文初頭。 6~8 は縄文晩期中葉であろう。

第36図 1は縄文晩期弊舞式。 2は円形刺突文、 3は縄端圧痕文が施される。縄文晩期中葉

であろう。

石器は第30図-12は基部が二又となる無茎石銭。 13も無茎石鍍。 2点とも黒曜石製。

小括

埋土内に続縄文後北 C，・ D式のピットがあるのでこれ以前のものであるが、詳細な時期は

不 明である。(武田 修)
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第W章竪穴住居
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常呂川河口遺跡
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第W章竪穴住居

五~éiミミ弓ム6

o 5cm 

第36図 147号竪穴埋土(l~3) 出土土器

148号竪穴

遺 構(第37図，図版 6) 

本竪穴は F84・85，G84・85グリッドにまたがって位置する。表土を剥土すると G84・85グ

リッド側に黒色砂が堆積し、竪穴はこの黒色砂を切り込んで構築されている。通常、擦文期の

竪穴埋士は表土直下に黒色土や黒褐色砂が堆積し、樽前 a火山灰がその下層にみられる。本

竪穴は表土直下に暗茶褐色砂が厚く堆積し、次に樽前a火山灰を粒状に混入する黒褐色砂層

がみられる。暗茶褐色砂は140号竪穴にみられた後世の住民による窪地を埋めるための二次堆

積土ではない。隣接する擦文竪穴の排土とも考えられるが、層内には板状の炭化材も出土して

おりアイヌ期の可能性もある。

規模は東西4.80m、南北5.00mの方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面

から約40cmで、ある。床面は焼失住居であるため床面を覆う茶褐色砂層や F84グリッド側では壁

上部からも炭化材が認められる。炭化材で最も大きいのは長さ1.50m、最大幅15cmで‘あり、西

壁側に並ぶ主柱の梁材と思われる。北東壁隅には壁上から内部にかけて径 8~10叩の垂木材が

みられる。これら以外は径 2~ 8 cmの小枝状の炭化材である。特に西壁側から顕著に出土して

し、る。

カマドは黄褐色粘土を用い東壁中央部に構築されている。遺存は悪い。炉跡は検出できなか

った。床面はやや起伏がある。

主柱穴は 4 本ある。径20~22cm、深さ 30~40cm。主柱穴内側の床面が外側よりやや盛り上が

りをみせる。壁柱穴は径 6~13cm、深さ 7 ~35cmのものが等間隔に配置されている。
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常呂川河口遺跡

遺物(第38図，第39図，第40図)

遺物は全て埋土出土である。第38図一 1は刷毛により調整された無文大型鉢形土器。 2も無

文と思われる。 3・5は高杯。 4は格子目文、 6は横位・縦位の沈線文が施された鉢形土器。

7・8は擦文土器の底部。 9は続縄文後北 C，・ D式。 10は宇津内 IIb式。 11・12は同 IIa式。

第39図 1は宇津内 IIa式。 2は下回ノ沢E式。 3は内側からの突癌文があり、貫通箇所も

ある。半載状施文具による弧線文が施される。 4 は横走沈線文。 5~7 は縄端圧痕文、 8 ・ 9

は縄線文をもち、 8は有段化する。 10・11は横走沈線文が施され、 10は刺突文が連続する。 3

~11は続縄文初頭であろう。
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常呂川河口遺跡

石器は第40図一 1~ 8 は無茎石銭。 9 ・ 10は有茎石銭。1l~14は両面加工ナイフ。 15~20は

削器。 21~26は掻器。 27は自然礁を利用した有孔石製品。 28は砥石。 29は擦石。 27 ・ 29は泥岩

製。 28は砂岩製。他は全て黒曜石製。

小括

本竪穴は擦文期の焼失住居である。床面出土の遺物がないため詳細は不明であるが、宇田川

編年後期と思われる。 (武田 修)
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第39図 148号竪穴埋士(l~11) 出土土器
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常呂川河口遺跡

148a号竪穴

遺 構(第41図，図版 7一1) 

本竪穴は E85・86，F85・86・87グリッドにまたがって位置する。表土を剥土すると F86グ

リッド杭の周辺で黄褐色を呈した摩周 b火山灰の堆積が認められたため、セクションベルト

に沿ってサブトレンチを設定し深掘りしたところ続縄文後北 C，・ D式土器を含む暗茶褐色砂

層がみられた。この層がこの時期の生活面と考えられるが床面に炉跡等の痕跡は認められず、

さらに下層からも同型式の土器が出土しており、大部分は本竪穴の炉跡の直上や床面からやや

浮いて出土している。

規模は長軸約9.36m、短軸約6.20mの長方形を呈する。丸みをもって立ち上がる壁は深く確

認面から約80叩を測る。

炉跡は長軸面の中央部に長さ約3.60m、幅約0.80mと長さ約2.30m、幅約O.80cmの2つの炉

跡がある。炉跡のセクション図に示すとおり、 2つの炉は徴細な骨粉を含む黄褐色土であり、

両方の床面には径約40叩の焼土がみられる。黄褐色土とした炉跡は焼土の上部に細長く被さる

状態であった。竪穴の床面からは第42図に示す後北 C，・ D式、後北 C1式が出土しておりい

ずれかの時期と判断される。焼土としたのは後北 Cl式の炉跡、黄褐色土とした炉跡上部から

は第43図-5とやや上部からは第44図-2に示す後北 C，・ D式が出土しており、この時期と

考えられるが明確にすることはできなかった。いずれにしても後北 C，・ D式の生活面は竪穴

廃絶直後に利用されたものと考えられる。

主柱穴と思われる径約18~30cm、深さ約19~36cmのものは壁側に位置し、壁柱穴と思われる

径約1O~15倒、深さ約 7 ~20αnのものはその周囲に認められるが、規則性はない。炉跡の近く

に黒曜石を主体としたフレーク・チップ集積が 3箇所みられる。

遺物(第42図，第43図，第44図，第45図，第46図，第47図，第48図，第49図，第50図，

第51図，第52図，第53図，図版 7-2~9)

第42図は床面出土。 1 は続縄文後北 C，・ D 式。 3 は後北 C 1 式。 2 ・ 4~6 は宇津内 n b 

式。 7~9 も宇津内系であろう。 10は底部がややまるみをもっ。続縄文初頭であろう。

11は縄文中期トコロ五類。

第43図一 1~ 4は炉内出土の後北 C1式。 5は炉上部出土、 6は埋土出土の後北 C，・ D式。

第44図は埋土出土の後北 C，・ D式。 2は口径26叩、器高推定38cmの大型土器。小波頂部を

起点に徴隆起帯を菱形に施す。 3は口径16側、器高21叩を測る。上部観にみられるとおり側面

が張り出しており注口土器と思われる。直線、弧線の徴隆起帯が施される。

第45図は埋土出土の後北 C，・ D式。 lは口径30仰の大型土器。 iMJ字状と弧線状に徴隆

起帯を施す。 2は口縁部の大半が欠失するものの一端が内側に入り込むため注口土器と思われ

る。口径は推定18cm、器高17価。 3は口径約25cm。
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常呂川河口遺跡

第46図は埋土出土の後北 C，・ D式。 4は口縁部の擬縄隆帯下部は無文となる。 5は口径約

12cm、器高7.5cmの注口土器。帯縄文と垂下した徴隆起帯が施される。 6は口径15cm、器高9.5 

cmの注口土器。

第47図は埋土出土。 l は口径10cm、器高7.5cmの注口土器。帯縄文が施される。 2~6 は後

北 C1式。 3は口径28cm、器高約35cmの大型土器。微隆起帯を iVJ宇状、菱形、弧線状に配

置し、胴部を帯縄文、胴下部を縦走縄文が施される。

第48図は埋土出土。 1は口径20cmo 2個 1対の小突起を 4箇所にもち、直線と波状の徴隆起

帯を交互に施した続縄文後北 C1式。 2は口径22.5crnの宇津内 IIb 式。 3~6 も宇津内 II b式。

第49図は埋土出土。 1• 2は宇津内 IIb 式。 3~6 は同 II a式。 5は縄線文の下部に円形文

が刺突される。 7・8は下回ノ沢E式。 9~10は続縄文初頭フシココタン下層式相当であろう。

第50図は埋土出土。 1は口縁部がやや外反し、 2条の縄線文が施される。 2は緩い波状口縁

の下部に円形貼付文、縄端圧痕文を施す。 1• 2は興津式相当であろう。 3は半載状施文具に

よる沈線文を菱形に描く。フシココタン下層式相当であろう。 4 は縦走縄文が施される。 5~

7は続縄文の底部であり、 6は幅約 1cmの隆帯を円形に貼付け、木葉痕を沈線文で描いている。

8 ~10はミニチュア土器。 10は縮約した口縁部に「ハ」字状の沈線文が施される。 11は口縁下

部に円形刺突文をもっ。 12は横走する隆帯をもち、無文部に 2条の縄線文が施される。 13は緩

く外反した口縁部に横・縦位の縄線文、 14~19は横走沈線文、 20は縄端圧痕文が施される。 21

は縄線文が多用される。縄文晩期後葉の緑ヶ岡式であろう。 22は細沈線文聞に刺突文が加わる。

文様、胎土の状況からみてオホーツク文化沈線文系の土器である。

石器は第51図 1~7 が床面出土。 l は両面加工ナイフ。 2 は片面加工ナイフ。裏面の柄部

が調整される。 3~5 は削器。 6 は掻器。 7 は自然礁の端部を片面だけ粗く打割して、刃部と

した石斧。 8~44は埋土出土。 8 ~26は無茎石銭。 27 ・ 28は有茎石銭。 29 ・ 30は石槍。 31~39

は両面加工ナイフ。 40は片面加工ナイフ。 41~44は削器。 1 ・ 29は頁岩製、 7 は泥岩製、 41は

玄武岩製であり他は黒曜石製。

第52図は埋土出土。 1• 2は両面加工ナイフ。 3はつまみ付きナイフ。 4・5は片面加工ナ

イフ。 6~17は削器。 18~22は掻器。 1 は玄武岩製であり、他は黒曜石製である。

第53図は埋土出土。 1~ 6は急斜な刃部をもっ掻器で、 4は分銅状である。 7は大型の削器。

8は片面のみ加工を加え刃部とし、側面は表裏面とも調整された石斧。 9は表裏面とも調整し

た石斧。 10は両刃磨製石斧。 11は擦石。 12はくぼみ石。 13は石皿。 7は玄武岩製、 8・9・11

は泥岩製、 10は結色泥岩製、 12・13は砂岩製であり、他は黒曜石製である。

小括

床面出土土器から本竪穴は続縄文後北 C，・ D式か C1式と思われる。 (武田 修)
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o 5cm 

第45関 148a 号竪穴埋土(l~3) 出土土器
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第47図 148a 号竪穴埋士(l ~6) 出土土器
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第W章竪穴住居

148b号竪穴

遺構(第54図)

本竪穴は148a号竪穴下聞に位置する。規模は長軸約5.00m、短軸約4.00mの楕円形を呈し、

北側に長さ約50cm、幅約70cmの舌状部をもっ。壁高は148a号竪穴の床面から約15cmで、ある。

埋土掘り下げ直後に 2基の石囲み炉が現れたが、南側の石囲み炉をみるとさらに下方に石囲

み炉があり、重複した石囲み炉であることが確認できた。北側の石囲み炉はレベル的にみて下

方の石囲み炉に相対すると判断できた。したがって本竪穴に伴う石囲み炉は 1基とみられる。

石の配置は雑であるが、炉の長さは約100側、幅約80cmで、ある。

明確に主柱穴と思われるものはないが径約10~15cm、深さ約 6 ~15cmの壁柱穴が南壁、酉壁

側にみられる。

遺 物(第55図，第56図，第57図，図版 8-1~4)

第55図は埋土から出土した続縄文字津内nb式である。 1~ 4は同心円文がみられるもので

Iは口径約22cm、器高約28cmの大型土器である。 5・6は擬縄隆帯が垂下するもので、 5は口

径約13cm、器高14.5cmo 6は器高約9.5cmで、ある。

第56図も埋土出土。 1は宇津内nb式。 2・3は同na式。 4は口径約7.5cm、器高約 6cm 

の無文土器。小波状の口縁部に小孔をもち、底部は揚げ底となる続縄文土器。 5・6は宇津内

系の底部であろう。 7・8は無文であるが胎土や焼成の状況から宇津内系と思われる。 9の胎

土は後北 C，・ D式に類似するが、同式にみられない縄線文が施され、口縁下部は無文帯とな

り、 10は横走沈線文が施される。続縄文初頭と思われる。

石器は第57図は埋土出土。 1~ 7は無茎石銭。 8は両面加工ナイフ。 9~18は削器。 19は楕

円形を呈した土製玉。 20・21はくぼみ石。 6は頁岩製、 20・21は砂岩製であり、他は黒曜石製

である。

小括

詳細な時期は不明であるが、続縄文字津内nb式の148c号竪穴より新しいことは層位的に

確実であるが、極めて近接した時期と思われる。(武田 修)
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148b 号竪穴埋土(l~10) 出土土器第56図

穴竪148c号

4昔(第54図)遺

本竪穴は148b号竪穴の下面に位置する。規模は直径約6.30mの不整円形を呈する。壁高は148

2基とも角礁を方形に配置するが2基の石囲み炉をもっ。b号竪穴の床面から約10cmで、ある。

全周しない。

主柱穴は壁柱穴、補助柱よりも石囲み炉近くにある。径16~20叩前後、深さ 15~18cmである。

壁柱穴は径 8~20cm、深さ約 4 ~13cmで、あり、西壁側がほぼ等間隔に配列する。

図版 8-5) 物(第58図一 1~ 8，第四図一 1・2，遺

2個 1対の小突起をもち、器口径約13cm、器高約13仰の小型土器。第58図一 1は床面出土。

7は同 E1 ~ 6は続縄文字津内 IIb式。面は縦走縄文が施される。底部は高い揚げ底となる。

8は裏面に横方向からの刺突文を 2段施す。続縄文初頭であろう。a式。

修)

2点とも黒曜石製。

(武田

2は削器。

本竪穴は床面出土土器から続縄文字津内 IIb式とみられる。
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第59図 148c 号竪穴床面(l・ 2) 、 148d 号竪穴埋土 (3~11)出土石器

148d号竪穴

遺構(第60図)

本竪穴は148a号竪穴によって大半が削られるものの、中央部の石囲み炉から北壁側が検出

できた。長軸は明確でないが、短軸は約2.84mを測る。楕円形を呈すると思われる。掘り込み

は浅く、壁高は確認面から約14cmで、ある。

炉は 3点の角擦が用いられた石囲み炉で、あり、焼土の赤化は著しい。主柱穴は北壁側の径約

16cm、深さ約13cmのものが相当する。壁柱穴は径約10叩前後、深さ約 9~12cmの 3 本である。

遺 物(第58図-9 ~19，第四図- 3 ~1 1) 

全て埋土出土である。第58図-9は続縄文後北 C，・ D式。 10・11は宇津内系であろう。 12

は無文の外反する口縁部で、口唇部に縄端圧痕文が施される。 13・14は胴上部が有段化するも

ので13は横走沈線文、 14は縄線文が施される。 15・16は横走沈線文と緩い弧線状の沈線文が施

され、 16には短刻線が加わる。 17の口唇部は縄端圧痕文が施される。 13~17は続縄文初頭であ
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ろう。 18は口縁直下と胴上部に浅い横走沈線文がみられる。 19は無文。 18・19は縄文晩期中葉

であろう。

石器は第四図-3~5 が無茎石銭。 6 は小型の片面加工ナイフ。 7 は両側縁部が鋸歯状の刃

部である。 8は両面加工ナイフ。 9・10は掻器。 11は片刃磨製石斧。裏面に敵打痕がみられる。

11は斑栃岩製であり他は全て黒曜石製である。

小括

本竪穴の詳細な時期は不明であるが切り合い関係から148a号竪穴より古いことは確実で、あ

る 。(武田 修)

148e号竪穴

遺構(第60図)

本竪穴は長軸約5.80m、短軸約4.40mを測る。形態的には長軸面の南側がやや広がり、北側

がすぼまる卵形を呈する。各壁とも緩く立ち上がり、高さは確認、面から東壁から南壁にかけて

やや高い38cm前後、西壁から北壁が25cm前後と浅い。

床面は各壁から中央部に向かつて緩い凹状を呈し、北壁側の床面では層厚約 1~3αnのベン

ガラ混じりの赤褐色土が散布されて、特に厚い箇所は層厚約 3αnにおよぶ。炉跡は検出できな

かった。このことはほぼ中央部にある埋聾 9によって破壊された可能性もあるが、床面の埋聾

9の掘り込みは径約30cmほどであり残存してもよさそうである。結果として、検出できなかっ

たわけであるが、あるいはもともと炉はなかったのかもしれない。

床面直上に炭化物層があり、その上部に焼土層も堆積もすることから焼失住居と判断され、

埋聾 9は焼失直後に構築されたことはセクションから明らかである。

土器ブロックは床面中央部で丸く取り固まれ、フレーク・チップ集積は土器ブロックの外側

に配置される傾向をもっ。

明確な主柱穴は認められず径約 8~12cm、深さ約 9 ~19cmの壁柱穴が認められる。

遺 物(第61図，第62図，第63図，第64図，第65図，図版 8-6) 

第61図は床面出土である。全て続縄文初頭であろう。 lは口径約26cm。斜縄文を地文に口唇

部に縄端圧痕文が施される。 2は縦走縄文を地文とする。 3は斜縄文を地文とし口唇部が平縁

となる。内部は煤が付着する。 4は縦走縄文を地文に 2条の縄線文が横走し、口唇部に縄端圧

痕文が施される。 5は大型土器の胴部片。下端部では縄文の向きを換えている。 6は無文のミ

ニチュア土器。 7は底部。

第62図一 1~ 3は床面ベンガラ内出土。 lは菱形沈線文を基本に多条の横走沈線文が施され

る。 2 は底部。 3 は 4 条の横走沈線文がみられる。 4~6 は床面上の暗赤褐色土内出土。 4 は

口縁部がやや外反し、小突起に刻みがみられる。 5は胴部片、 6は底部。 7~17は埋土出土。
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第N章 竪穴住居

7は口唇部に縄端による刻み、 8は縄文、 9は細い円形刺突文が施される。 10は2個の小突起、

11は丸みをもった小突起をもちそれぞれ横走沈線文が施される。 12は横走沈線文上に縄線文が

縦位、 13は沈線文が施される。 14~17は底部。 14は丸みをもっ。 15 ・ 16は揚げ底気味となる。

第63図-1は口唇部が平縁。 口縁部は無文帯をなし、胴部は縦走縄文が施される。 2は内側

から突癌文が施され、 口唇部と内湾屈部に縄端圧痕文が連続する。

石器は第64図-1~6 は床面出土。 1 • 2は有茎石銭。 3は両面加工ナイフ。 4は削器。 5 

• 6は棒状原石。 7は石錐。 8・9は両面加工ナイフ。 10・12は削器。 11・13は掻器。 14は刃

部が作出されていないものの側縁部に磨面がみられる。磨製石斧の未製品であろう。 15は両面
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常呂川河口遺跡
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第N章竪穴住居

加工ナイフ。 16は片面加工ナイフの未製品と思われる。 17~21は削器。特に18~21は大型の縦

長剥片を素材とする。 7はメノウ製。 8・11は頁岩製。 14は青色泥岩製であり、他は黒曜石製

である。

第65図-1~3 は床面の暗赤褐色土内から出土の大型の縦長剥片を素材とした削器。埋土か

らは 4~6 が無茎石銭。 7 が有茎石銭。 8 は両面加工ナイフが縦に折れている。 9 は石錐。 10

~12は削器。 13は掻器。 14 ・ 15は棒状原石。 10はメノウ製であり、他は全て黒曜石製である。

小括

本竪穴は床面出土、ベンガラ層出土の土器からみて続縄文初頭と思われる。(武田 修)

149号竪穴

遺 構(第66図，図版 9-1 ) 

本竪穴は D87・88・89，E87・88・89グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約7.80m。

北壁が約5.60mと広く、南壁が約4.20mのやや短い不整長方形である。壁高は確認面から約44

叩を測る。床面の中央部に位置する炉跡は長さ280cm、幅80cmで、黄褐色土を呈し、徴細な骨片

を含む。

主柱穴は径約1O~22cm、深さ約14~33cmを測る。配置に規則性はないが、各壁側にあり、西

壁と北壁では緩く傾斜した壁面にある特徴をもっ。壁柱穴は径約 6~12cm、深さ約 8 ~20cm。

壁柱穴もまた西壁と北壁で緩い傾斜面にみられる。

遺 物(第67図，第68図，第69図，第70図，第71図，第72図，第73図，第74図，図版 9-2 

~ 6) 

第67図は床面出土土器である。 1~ 5は後北 C，・ D式。 1は口径9.5仰、器高 7叩の小型

土器。 3は器面に半載状施文具による刺突文が垂下する。 6は後北 C1式。 7~12は宇津内 E

b式。 13は同na式。

第68図 1 ~ 6は床面出土。 1は続縄文字津内na式。 2は同nb 式。 3~5 は続縄文初頭

であろう。 5は撚糸文を地文にやや凹化した無文帯の下部に円形刺突文が加わる。 6は続縄文

後北 C2・D式の底部。 7~10は埋土出土。 7 は擦文土器。宇田川編年後期、藤本編年 g 期に

比定される。 8は口径26側、器高35cmの大型鉢形土器で、ある。口縁下部に 2条の擬縄隆帯をも

ち、胴部は縦位・横位の帯縄文で構成される。 8~10は続縄文後北 C 2 ・ D 式。

第69図は埋土出土。 1~10は続縄文後北 C 2 ・ D 式であり、 1・2は注口土器。 11は同 C，式。

第70図は埋土出土。 1 は続縄文後北 C 1 式。 2~5 は宇津内 n b式である。

第71図は埋土出土。 1~ 3は続縄文字津内nb 式。 4~11は同 n a式。 12は宇津内系の底部

であろう。 13 ・ 14は口縁下部に縄端圧痕文が押捺される。 15 ・ 16は無文。 17~20は縄線文を主

体とし、 18・19は縄端圧痕文が押捺される。 21は太目の縦位隆帯と沈線文が垂下する。 22も縦
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常呂川河口遺跡
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常昌川河口遺跡
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常呂川河口遺跡
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第N章竪穴住居

位隆帯をもち、半載状施文具による沈線文と刺突文が施される。 23は縄線文、 24は沈線文をも

ち円形文が刺突される。 25は直線・曲線的沈線文、 26は横走沈線文である。 27は無文帯に突癌

文と半載状施文具による沈線文が施される。 13~27は続縄文初頭であろう。

石器は第72図 1 ~ 7 が床面出土であり、他は埋土出土。 1 ・ 2 は無茎石銭。 3~7 は削器。

8 ~16は無茎石銭。 17 ・ 18は有茎石鎌。 19~21は両面加工ナイフ。 22は片面加工ナイフ。 23~

33は削器。 34~36は掻器。 7 は玄武岩製、他は全て黒曜石製である。

第73図は埋土出土。 1 は片面加工ナイフ。 2~4 は削器。 5 ~16は掻器。 17は両刃、 18は片

刃磨製石斧。 19~21は円磯端部の片面を粗く打割した刃部を作出した石斧。 1 は玄武岩製、 17

は青色泥岩製、 18~21は泥岩製であり、他は黒曜石製である。

第74図は埋土出土。 1は側面、 2は下端部を粗く打割する。 3は両刃磨製石斧。 4は表裏面、

側面に幅約 5~ 8 mmの溝をもっ有溝石器。 5~8 はたたき石。 6 は表裏面とも火熱を受け赤化

している。 1• 2・5・7・8は泥岩製、 3は斑栃岩製、 4は砂岩製、 6は安山岩製である。

小括

本竪穴からも続縄文後北 C，・ D式、同c式、宇津内1Ib式が床面から出土しているが、出

土状況からみると第67図一 1の土器は床面密着であり、竪穴は C2・D式と考えられる。

(武田 修)

149a号竪穴

遺 構(第75図，図版10-1 ) 

本竪穴は149号竪穴の下面に位置する。規模は長軸約. 5.00m、短軸約3.70mの長方形を呈

する。壁高は149号竪穴の床面から約28cmである。角礁を用いた 2基の石囲み炉をもつが、南

側と北側の石囲み炉とも礁は全周せず、一端が欠けている。北側の石囲み炉では 3個のくぼみ

石がみられる。

径約20~28cm、深さ約16~30cmの主柱穴は149号同様で、壁側にある。径約 6 ~10cm、深さ約

7 ~12cmの壁柱穴もしくは補助柱はまばらにみられる。北壁隅に黒曜石を主体としたフレーク

.チップ集積がある。

遺 物(第76図，第77図 1~12，第78図一 1 ~ 9) 

第76図 1~7 は床面出土。 1 ・ 2 は続縄文字津内1I b式。 3は同1Ia式。 4は口唇部に刻

みをもち、口縁下部は下方から刺突文が施される。 5~7 は続縄文土器の胴部片。 8 ~15は埋

土出土。 8 は続縄文後北 C 1 式。 9~11は宇津内1I b 式。 12~15は同1I a式。

第77図一 1~12は埋土出土。 1 は外反した頚部に縄端圧痕文、 2 は縄線文と沈線文、円形貼

付文が施される。 3は縮約した頚部に擬縄隆帯が横走する。 4は縄端圧痕文、 5• 6は縄線文、

7は沈線文、 8は円形貼付文と円形刺突文がみられる。 9は縄線文聞に縄端圧痕文をもち、 10
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常呂川河口遺跡

は櫛歯状の細い沈線文下部に刺突文がみられる。 11は無文。 12は底部。 3、12は続縄文宇津内

系であり、他はそれより以前の続縄文初頭と思われる。

石器は埋土出土である。第78図-1は無茎石録。 2は両面加工ナイフ。 3・4は片面加工ナ

イフ。 5は削器。 6・7は掻器。 8は両刃の磨製石斧。刃部のやや上部の両側縁部が凹状に敵

打調整されている。固定用の凹状部と思われる。 9は有溝石器。平坦面に 4溝、上部に l溝、

側縁部に l溝ある。 8は緑色泥岩製、 9は頁岩製であり他は黒曜石製である。

小括

本竪穴は床面出土土器からみて宇津内 IIb式と思われる。 (武田 修)

14gb号竪穴

遺 構(第75図，図版10-2) 

本竪穴は D88グリッドに位置する。 149a号竪穴に西壁側を切られているため正確な規模、

形態は不明であるが、残存部から判断して短軸推定2.50mの不整方形を呈すると思われる。壁

高は確認、面から約20cmを測る。

床面のほぼ中央部に角礁を用いた石囲み炉がある。このうち 5点はくぼみ石を利用している。

内部はあまり焼けていない。

明確な主柱穴はみられず径約 8~10cm、深さ約 6 ~12cmの壁柱穴が北壁から東壁にかけてま

ばらに認められる。

遺 物(第77図 13~27，第78図一1O~13)

第77図 13~19は床面出土。 13は続縄文字津内 II a 式。 14~18は縄文を地文とし、 19は底部。

14~19は縄文晩期中葉であろう。埋土出土は20~22が続縄文字津内 IIb 式。 23は iVJ 字状の

沈線文が施される。宇津内系であろう。 24は宇津内 IIa式。 25は縦走縄文が施される。 26は口

縁下部に刺突文、 27は胴部に横走沈線文が施される。 25~27は続縄文初頭であろう。

石器は第78図 -10が床面出土のたたき石であり、 11~13は埋土出土。 11は無茎石銭。 12は両

面加工ナイフ。 13は掻器。 10は泥岩製であり、他は黒曜石製である。

小括

本竪穴は続縄文字津内 IIb式の149a号竪穴に切られているためそれ以前の時期である。床

面からは続縄文字津内 IIa式、縄文晩期中葉の土器が出土しているのでいずれかの時期であろ

う 。(武田 修)
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第W章竪穴住居

151号竪穴

遺 構(第79図，図版11，図版12-1 ) 

本竪穴はG92グリッドに位置し、一辺約3.80mの方形を呈する。各壁の長さは東壁が約3.90 

m、南壁が約3.40m、西壁が約3.60m、北壁が約3.80mを測る。埋土中の表土と黒色土層の聞

には樽前a火山灰と思われる火山灰が検出されている。壁高は確認面から約50cmを測り、壁は

斜めに立ち上がる。床面を覆っている黒色砂中にはカヤ材も検出された。

多くの炭化材は竪穴の中央に向かつて倒れた状態で、認められた。竪穴中央には約60x 50cmの

範囲で炉跡の焼土が検出され、焼土の中からは少量であるが骨片が検出されている。

カマドは東壁中央に構築され、構築材は粘土であるが、北側の袖部に擦が 6点検出されてい

ることから袖部には礁が用いられていたものと考えられる。煙道の長さは約80cmで、あり、斜め

に立ち上がる。

柱穴は主柱穴が16~20cm 深さ 18~27仰のものが 4 本、壁柱穴は西壁際に径 8 ~21叩のもの

が 4 本、東壁際に径10~12cm、深さ 9 ~20cmのものが20本確認されている。床面からは遺物は

出土していないが、埋土中から第80図 1 ~ 3の土器が一括出土している。

遺 物(第80図，第81図，第82図，第83図一 1~ 4 ，図版12-2~5)

遺物はすべて埋土出土。第80図一 1は口縁部に 2列の短刻文を施し、鋸歯状文と縦位の短刻

線を巡らす。口径27.5cm、器高は底部が欠失しているため不明である。 2は口径16.2cm、器高

15. 5cmの無文の土器。底部に板目状圧痕文がみられる。 3は口径19.2cm、器高10.6cmの高杯。

矢羽根状文を巡らし、 3~4 本 l 組の縦位の刻線を 7 箇所に施す。 1 ~10はすべて擦文土器。

第81図一 1~5 は擦文土器。 3 は杯の底部。 4 は高杯の底部。 6 ・ 7 は続縄文後北 C 2 ・ D

式。 7は注口土器。 8・9は続縄文後北 Cl式。 10・11は宇津内 IIb式。 10は口径17cm、器高23

cm。口唇部に一対の大突起と 2個一対の小突起をもち、胴部に同心円文を配す。それぞれの同

心円文は擬状隆帯で連結し、同心円文の下には隆帯を垂下させる。

第四図一 1~ 5は突癒をもっ宇津内 IIa式。 6• 7は続縄文初頭。 6は吊り耳状の突起をも

ち、 4~5 条の縄線文を巡らす。 8 は下回ノ沢 E 式。 9 は宇津内系の底部。 10 ・ 11 は縄文晩期。

石器はすべて埋土出土。第83図 lは無茎石録。 2・3は削器。 4は掻器。いずれも黒曜石

製。

小括

本竪穴は擦文期の竪穴で床面直上に多くの炭化材が検出されているところから火災住居と考

えられる。

時期は埋土出土の土器から宇田川編年後期に比定されるが床面からの出土土器がないことか

ら断定はできない。(佐々木覚)
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第N章竪穴住居

151a号竪穴

遺 構(第84図，図版-13-1)

本竪穴は151号竪穴の西側に検出された。表土と黒褐色砂層の聞に樽前 a火山灰と思われる

火山灰が検出され、黒褐色砂下層部からは摩周 b火山灰と思われる火山灰が検出された。埋土

の黒色砂層と床面直上の褐色砂層の聞のほぼ中央付近から径40cmの範囲で焼土が検出され、そ

の西側に接して130x 50cmの範囲にも焼土が検出された。どちらの焼土中からも骨片が多量に

検出されている。西側の焼土からは粘土が検出されている。また、第86図-4、第87図-1の

土器が中央の焼土の北側と東側から一括出土している。

規模は長軸約5.20m、短軸は東壁が151号竪穴に切られているため不明であるが約4.50mの

楕円形を呈するものと思われる。南西側の壁の一部は検出できなかった。壁高は確認面から約

40cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴のほぼ中央には大小の疎 5{屈に閉まれた約70x 50cm 

の範囲で炉の焼土が検出され、焼土の中から骨片と暁王自製の玉が 1点出土した。

柱穴は径14~16叩、深さ 16~18cmの主柱穴と思われるものが 3本とその他に径 8~16cm、深

さ8~18cmのものが13本検出された。炉跡の東側の床面には黒曜石のフレークチップの集積が

確認された。

遺 物(第85図，第86図，第87図，第83図 5~25，第88図，図版13- 2・3) 

床面からは第85図 1の同心円をもっ続縄文字津内 Hb式が出土している。埋土からは 2が

高杯の底部。 3~8 は続縄文後北 C ，・ D 式。

第86図一 1も後北 C，・ D式。 2・3は後北 C，式。 4は一対の吊り耳と 2個一対の小突起

をもち、吊り耳と小突起の下に同心円文を配す。それぞれの同心円文は擬状隆帯で連結する。

口径22.3cm、器高は底部が欠失しているため不明。宇津内 Hb式。

第87図 1は一対の大突起と 2個一対の小突起をもち、下に擬縄隆帯を垂下させる。口縁部

に6条の縄線文を巡らす。口径31cm、器高は底部が欠失しているため不明である。宇津内 Hb 

式。 2~4 も宇津内 H b式。 5・6は宇津内 Ha 式。 7~9 は宇津内式の底部。 10 ・ 11は縄文

晩期。 12は縄文中期。

第83図-5は床面炉跡の焼土中から検出された琉拍玉。石器はすべて埋土出土。 6~10が無

茎石銭。 11は石槍。 12~17はナイフ。 17は玄武岩製。 18~25は削器。 17以外は黒曜石製。

第88図 -1~11は削器。 12~15は掻器。 1 ~15は黒曜石製。 16は泥岩製の撃。 17は泥岩製の

たたき石。 18は砂岩製のくぼみ石。

小括

本竪穴は床面からの出土土器から続縄文字津内 Hb式期と考えられるが、 I 点のみであるこ

とから断定はできない。(佐々木覚)
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竪穴住居第w章

穴竪151b号

図版13-4) 構(第89図，遺

本竪穴は151号竪穴の北側に検出された。規模・形態は不明であるが、壁高は確認面から約40

叩を測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴の南側を151号竪穴に、西側を151a号竪穴に、東壁の

一部を155号竪穴に切られており、北壁の一部も撹乱を受けている。

柱穴は径10~14叩、深さ 7 ~16叩のものが 6 本確認された。炉跡は多少撹乱を受けているが

大部分が残されており、撹乱を受けた東側を除いて 9個の礁に固まれている炉の焼土中には骨

片が多量に含まれている。炉の北西側の床面には粘性をもっ焼土と多少骨片を含んだ茶褐色砂

が検出された。床面精査中に竪穴西側の床面からピット 1027が検出されている。
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第W章竪穴住居

遺物(第90図，第91図 1~ 3) 

床面からの出土遺物はない。埋土から第90図一 1~3 は続縄文字津内 II b式。 4I主宇津内 E

a 式。 5~1lは続縄文初頭。 12は縄文晩期中葉。

石器は埋土出土で第91図一 1・2が黒曜石製の削器。 3が硬質頁岩製の装飾品。

小括

本竪穴は床面出土の遺物がないため時期は不明である。
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常呂川河口遺跡

152号竪穴

遺 構(第92図，図版14-1) 

本竪穴は B92・93，C92・93グリッドにかけて検出された。各壁の長さは東壁が約3.90m、

南壁が約4.00m、西壁が約3.90m、北壁が約4.00mを測る。埋土中の表土と黒褐色砂層の聞の

窪んだ部分には樽前 a火山灰の堆積がみられる。竪穴の南壁の一部は撹乱を受けている。壁高

は確認面から約45cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴の中央には約60x 50cmの範囲に炉跡

の焼土が確認され、焼土中からは骨片が検出された。

カマドは東壁中央よりやや北側に構築され、構築材は粘土である。煙道の長さは約80叩で、緩

やかに立ち上がる。カマドの焼土の中からも骨片が少量ではあるが検出されている。
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常呂;Ir河口遺跡

柱穴は径14~20cm、深さ 14~17cmの主柱穴が 4 本、その他に径 6 ~24叩、深さ 6 ~24αnのも

のが19本検出された。

遺物(第93図，第91図 4~13) 

第93図 1は無文の擦文土器。口径10.1cm、器高8.9cmo 2 ~ 11は擦文土器。 4は高杯の底

部。 12は宇津内 Ha 式。 13 ・ 14は続縄文初頭。 15~18は縄文晩期。 19は縄文晩期幣舞式。 20は

縄文中期。

石器はすべて埋土出土。第91図 4~8 が無茎石銭。 9 ・ 10はナイフ。 11 ・ 12は削器。 13は

掻器。全て黒曜石製。

小括

本竪穴は擦文期のものと考えられるが、詳細な時期は不明である。 (佐々木覚)

153号竪穴

遺 構(第94図，図版14-2) 

本竪穴は M'97・98グリッドに位置し、規模は長軸約4.40m、短軸約3.40mの楕円形を呈し、

壁高は確認面から約20cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴の中央部が東から西へ撹乱を受

けているため炉跡は検出されなかった。西壁上にはピット 897が構築されている。

柱穴は径20~22cm、深さ 17~18cmの主柱穴と思われるものが 2 本、壁柱穴は径14~18cm、深

さ 11~23cmが南壁で 2 本検出され、その他に径10~12倒、深さ1O~12cmが 2 本検出された。

遺 物(第95図，第91図一 14~19，図版14- 3・4) 

第95図 Iは小型の続縄文後北 C，・ D式の片口土器。胴部に縦位の刻線を配し、片口部に

2 個の小孔をもっ。 2 も後北 C，・ D 式。 3~5 は同心円文をもっ続縄文字津内 Hb 式。 3 は

口径11.6cm、器高10.1cmo 6は宇津内 Ha式。 7は続縄文初頭。 8~10は縄文晩期幣舞式。 11

~17 ・ 19は縄文晩期中葉。 18は縄文晩期の底部。 20は爪形文をもっ縄文晩期前葉。全て埋土出

士。

石器は埋土出土。第91図一 14 ・ 15が有茎石銀。 16~18は削器。 19は玄武岩製の掻器。 19以外

は黒曜石製。

小括

本竪穴の時期は床面の出土遺物がないため不明である。 (佐々木覚)
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154号 竪 穴

構(第96図， 図版15-1 ) 

本竪穴は151a号竪穴の西側に検出された。竪穴の西南側が川岸の崩落により失われている

ため正確な規模・形態は不明であるが、径約6.50mの不整円形を呈するものと考えられる。壁

高は確認面から約60仰を測り、壁は緩やかに立ち上がる。竪穴埋土の上面には第97図一 1・2

の土器が一括出土している。

柱穴は径 8~20cm、深さ 7 ~16cmの壁柱穴が 8 本、その他に径 8 ~20cm、深さ 8 ~16cmが16

本確認された。

炉跡は竪穴の中央近くに約40x 25cmの範囲と南東壁近くに約70x 50cmの範囲の 2箇所に検出

された。竪穴中央近くの炉跡の西側に径約60x 50cm、深さ約15cmのピットと北側に径約140x 60 

cm、深さ約10cmのピットとその中に径40cm、深さ30cmのピットが検出された。

遺 物(第97図，第98図，第99図，第100図，第101図，第102図， 図版15-2~4)

第97図-1・2は徴隆起線文と帯縄文をもっ続縄文後北 C，・ D式。 1 I主口f呈28.1cm、 2は
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第W章竪穴住居

口径29.2cm、器高はどちらも底部が欠失しているため不明である。

第98図一 1~ 3も後北 C，・ D式。

第99図一 lは徴隆起線文と帯縄文、列点文をもっ後北 C，・ D式の注口土器。 2は後北 C，

式。 3~6 は宇津内 n b式。 7~10は宇津内 n a 式。 11~13は続縄文初頭。

第100図 1 ~ 5 は続縄文初頭。 6~11は縄文晩期中葉。 12は爪形文をもっ縄文晩期前葉。 13

は縄文晩期。全て埋土出土。

石器はすべて埋土出土。第101図 1 ~ 4 が無茎石銭。 5 が有茎石銭。 6~9 はナイフ。 10

~18は削器。 19~26は掻器。すべて黒曜石製。

第102図 1は磨製石斧。 2は打製石斧。 3はたたき石。いずれも泥岩製。

小括

本竪穴の時期は床面出土の土器がないため不明である。 (佐々木覚)
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第W章竪穴住居
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第98図 154号竪穴埋土(l~3) 出土土器
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第w章竪穴住居
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常白川河口遺跡

o
A織
V

O

川
棋
倒
閣

。
合
側
開

。
議
問
幽

く二二〉

ζご〉

〈二こ〉

どこ二コ 13 
くここフ ζご込

ζ二三

o 3cm 
LJ.ー斗J

お2192l q 
第101図 154号竪穴埋土(1~26) 出土石器

-124 



第w章竪穴住居
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第102図 154号竪穴埋土(l~3) 出土石器

155号竪穴

遺 構(第103図，図版16-1 ) 

本竪穴はG90・91グリッドにかけて検出された。各壁の長さは東壁が約4.40m、南壁が約3.70 

m、西壁が約3.80m、北壁が約3.90mを測る。埋土中の表土と黒色土層の聞にはわずかに樽前

a火山灰と思われる火山灰が認められた。竪穴の壁高は確認面から約40cmを測り、壁は斜めに

立ち上がる。

竪穴の床面から炉跡は検出されなかった。カマドは東壁のほぼ中央に構築され構築材は粘土

である。袖部には擦が使用され、燃焼部の礁は立った状態で、検出されている。煙道の長さは約

60cmで、あり、緩やかに立ち上がる。カマドの焼土から骨片が検出されている。カマド袖部の南

側に約60x 50cmの範囲で、粘土が検出されているが、カマドの粘土が流れたものと思われる。
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常呂川河口遺跡

柱穴は径16~22cm、深さ 18~24cmの主柱穴が 4 本、壁柱穴が径 8 ~10cm、深さ 9 ~llcmのも

のが 5本、その他に径 8~24cm、深さ 7 ~25cmのものが21本確認されている。

カマドの北側の床面から第104図-1の土器が出土し、カマド南西側の粘土の上から第104図

2の土器が出土している。

遺 物(第104図，第105図，第106図 1~ 8 ，第107図，図版16-2~5)

床面からは第104図一 Iの擦文土器が出土している。口径11.4cm、器高8.6cmの小型鉢形土器。

胴部は無文であるが底部に板目状圧痕文が残る。 2はカマド南西側の床面直上から出土してお

り、口径19.2cm、器高10仰の高杯で、矢羽根状の刻線文が施されている。埋士から 3は口径14.8

cm、器高8.4仰の高杯。矢羽根状の刻線文を巡らす。 4は口径15.4cm、頚部10.3cm、胴部13.4 

cm、器高15.6cmの壷形土器。口縁部は 3段の隆帯をもち外反し、口唇部は垂直に立ち上がる。
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第N章竪穴住居

短刻文を口唇部直下に 1条、口縁部の 3段の隆帯の上に l条、頭部上端に 1条施す。頚部に格

子白文と矢羽根状文を配し、下に 2 本単位の斜め方向の短刻線文を巡らす。 5~11は擦文土器。

5・6は高杯。

第105図一 1~10は擦文土器。 11は続縄文後北 C，・ D 式。 12~14は宇津内 IIb 、 15~18は

宇津内 IIa式。

第106図-1は胴部全体に縄線文を施す続縄文初頭。口径10.7cm、器高11.4cmo 2・3は宇

津内 IIa式。 4は宇津内 IIb式。 5は宇津内式の底部。 6• 7は続縄文初頭。 8は縄文晩期。

石器はすべて埋土出土。第107図 1 ~ 7は無茎石銭。 8は有茎石銭。 9~13は両面加工の

ナイフ。 14~18は片面加工のナイフ。 19は小型のナイフ。 20~27は削器。 28 ・ 29は掻器。 30は

打製石斧の未製品。 19は頁岩製、 30は泥岩製、それ以外は黒曜石製。

小括

本竪穴は擦文期のものであり、時期は床面直上の土器から宇田川編年後期に比定されると考

え られる。(佐々木覚)

155a号竪穴

遺 構(第108図，図版17-1 ) 

本竪穴は擦文期の155号竪穴と南壁側で重複するため正確な規模は不明であるが、長軸推定

10.00m、短軸約4.00mの長方形を呈する。壁の掘り込みは皿状の浅い立ち上がりをもち、高

さは確認面から約15cmで、ある。中央部からやや北寄りに径80cmほどの地床炉をもっ。

大小の柱穴が床面の全域にみられる。主柱穴と思われる大きなものは径約20~25cm、深さ約

21 ~36cmで、あり、壁近くに配置される傾向をもっo 小柱穴は径約 8 ~15cm、深さ約 8 ~25cm で、

あり、壁近くに配置される傾向をもっ。小柱穴は径約 8~15cm、深さ約 8 ~25cmで、あり、不規

則に配置される。

遺物(第106図 9~13，第109図，第110図，第111 図)

第106図 9は床面出土の続縄文字津内 IIb式。埋土から10は口縁部に爪形文と頚下部に刺

突文が施されたオホーツク文化刻文土器。 11~13は続縄文後北 C ，・ D 式。

第109図は埋土出土である。 1~4 は続縄文字津内 II b 式。 5~9 は同 II a式と思われるが、

突癌文をもっ 3 点はより古手であろう。 10~12は壷形土器で10 ・ 11 は縄線文、 12は縄端圧痕文

が施される。興津式相当であろう。 13~15は沈線文が施される。フシココタン下層式相当であ

ろう。

石器は第110図1~ 6 が床面出土である。 l は柄部をもっ削器。 2 は両面加工ナイフ。 3~

6は削器。 7~12は無茎石鍍。 13~22は両国加工ナイフ。 23~28は削器。 29~31 は掻器。 13 ・

16は頁岩製であり、他は黒曜石製である。
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常呂川河口遺跡

第111図は埋土出土である。 1~ 5は掻器。 6は両刃磨製石斧。 7は砥石片。 8はたたき石。

6は青色片岩製、 7は砂岩製、 8は泥岩製であり、他は黒曜石製である。

小括

本竪穴の床面から続縄文字津内 nb式の破片が出土しているが l点だけであり、時期の断定

はできない。本遺跡における同様の竪穴の形態は148a号・ 149号竪穴があり、これらは後北 C，

・D式、同c式に比定されるもので本竪穴もその時期の可能性が高い。(武田 修)
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第W章竪穴住居

t→←3cm 

第111図 155a 号竪穴埋土(l~8) 出土石器
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常呂川河口遺跡

155b号竪穴

遺構(第112図)

本竪穴は155a号竪穴の下面に位置する。北壁側が検出できなかったものの規模は推定8.00 

m、短軸5.80mの楕円形を呈すると思われる。壁高は155a号竪穴の床面から約20cmである。

床面に 2基の石囲み炉をもつが、南側の石囲み炉は楕円形、北側の石囲み炉は方形でありタ

イプが異なる。炉石は全て角礁を用いている。

径約20~25cm、深さ約16~26cmの主柱穴は配置に規則性はないが、石囲み炉の近くに見受け

られる。壁柱穴は径約 6~20cm、深さ約 6 ~21叩で、あり、南壁側では壁上部にもみられる。

遺 物(第113図，第114図，第115図，図版17-2・3) 

第113図一 1は床面出土である。口径約25cmの続縄文字津内 IIb 式。 2~5 は埋土出土で全

て宇津内 IIb式で、 2は口径21cm。

第114図は埋土出土である。 1~ 6は突癌文が施される宇津内 IIa式。 7・8も同式の底部

であろう。 9 は無文部に縄端圧痕文が施される。 10は壷形土器。 11~14は縄線文、 15は撚糸文

を地文とし、部分的に赤色顔料が塗布されている。 9~15は興津式相当であろう。 16は半載状

施文具による菱形状の沈線文、 20は沈線聞に縦・横位の刺突文が施される。 16~22はフシココ

タン下層式相当であろう。 23は縄線文聞に縄端圧痕文が施される。続縄文初頭であろう。

石器は第115図 1・2は炉跡出土の無茎石嫉。 2は焼けて発泡スチロール化している。他

は埋土出土である。 3・4は無茎石飯、 5・6は有茎石銭。 7は片面加工ナイフ。 8~13は両

面加工ナイフ。 14~16は削器。 17~21は掻器。 22は片刃磨製石斧。 11は硬質頁岩製、 16は玄武

岩製、 22は青色泥岩製であり、他は黒曜石製。

小括

本竪穴の時期は床面出土土器から続縄文字津内宜 b式と考えられる。 (武田 修)

155c号竪穴

遺構(第116図)

本竪穴は長軸約7.50m、短軸約7.20mの隅丸方形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは確

認面から約32cmで、ある。径約70cmの地床炉は中央よりやや東寄りにある。径約20~30cm、深さ

約18~26cmの主柱穴は炉跡とピット 1350の周辺にある。径約 5 ~15cm、深さ約 6 ~20cmの壁柱

穴は各壁際でそれぞれ等間隔に配置されている。

遺物(第117図，第118図)

全て埋土出土である。第117図一 1は続縄文字津内 IIb式。 2は同 IIa式。 3・4も突癌文

をもつが、 3は横位の細沈線文があり、 4の口縁部は無文帯となるので宇津内 IIa式より古手
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常呂川河口遺跡
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常呂川河口遺跡
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常呂川河口遺跡
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口 5cm

に位置づけられる。 5は縄端圧痕文、 6は円形刺突文が施される。宇津内系であろう。 7~10 

は続縄文初頭、1l~13はフシココタン下層式相当、 14は無文のミニチュア土器の底部。太い刺

突文が加えられている。 15は縄文晩期幣舞式。

石器は全て埋土出土である。第118図 1 ~ 6は無茎石銭。 7は片面加工ナイフ。 8は両面

加工ナイフ。 9~16は削器。 17は棒状原石。 18は擦石。 18は泥岩製であり、他は黒曜石製であ

る。

小括

本竪穴の時期は続縄文後北 C1式のピット 1350に切られているためそれより以前であるが、

詳細は不明である。
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常呂川河口遺跡

155d号竪穴

遺構(第116図)

本竪穴は H89グリッド杭の下部に位置する。東壁は一部検出できなかったが規模は長軸約

2.90m、短軸推定2.50mの不整方形を呈すると思われる。壁高は確認、面から約40叩で、ある。床

面に 2基の石囲み炉をもっO 南側の石囲み炉は 1点だけ円礁を用いるが、大半は角礁であるも

のの全周しない。赤化は明瞭に認められない。

主柱穴は径約25側、深さ約13cmのものが西壁隅にある。壁柱穴は径約15cm、深さ約 9cmのも

のが 2本ある。

遺 物(第120図，第122図一 1~ 9) 

第120図一 1は炉跡内出土の続縄文字津内 IIb式であり、他は埋土出土である。 2は宇津内

II b 式。 3~6 は同 II a式。 3は斜位の太い隆起帯上に縄線文と上下端に縄端圧痕文が施され

る。 7は突癌文をもつが無文帯に縄線文が施されるもので、宇津内 IIa式より古手であろう。

8は幅広の無文帯下部に縄端圧痕文、 9は縦位に縄端圧痕文をもっ。興津式相当であろう。

石器は全て埋土出土である。第122図 1は無茎石銭。 2は石槍。 3は両面加工ナイフ。 4

は削器。 5~7 は掻器。 8 は片刃磨製石斧。 9 は刃部が欠失するが石斧である。 8 は青色泥岩

製、 9は泥岩製であり、他は黒曜石製である。

小括

炉跡から出土した続縄文字津内 IIb式が本竪穴の時期と考えられる。 (武田 修)

155e号竪穴

遺 構(第119図)

本竪穴は155b号・ 155d号竪穴の下面に位置し、北壁側の一部で155c号竪穴とも重複する。

東壁側は検出できなかったものの規模は径約5.50mの方形を呈するのであろう。壁高は155b 

号竪穴の床面から約12仰を測る。床面のほぼ中央部に地床炉があり、縁にくぼみ石が刺さった

状態で出土している。

径約20~28cm、深さ約23~33cmの主柱穴は不規則に配置される。径約10~25cm、深さ約 7~

23cmの壁柱穴は特に西壁と北壁隅で等間隔に配置されている。

北壁側に黒曜石を主体とした 2箇所のフレーク・チップ集積がある。

遺物(第121図，第122図1O~20)

全て埋土出土である。第121図 1 は続縄文後北 C 2 ・ D 式の注口部。 2~4 は宇津内 II b 

式。 5・6は同 IIa式。 7は宇津内系の底部であろう。 8・9は縄線文。 10はボタン状貼付文

に刺突文が施される。 11は横位の縄文上に斜位の縄線文が施されたものであるが、焼成は宇津
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常百川河口遺跡

内系と類似する。 12は口唇部の内側に縄端圧痕文をもっo 13~15は興津式相当であろう。 16 ・

17は続縄文初頭であろう。

石器は第122図 10が床面出土であり、他は埋土出土。 10は片面加工ナイフ。1l~17は無茎

石銭。 18は有茎石鎌。 19は両面加工ナイフ。 20は削器。全て黒曜石製である。

小括

本竪穴の詳細な時期は不明であるが、 155f号竪穴よりは新しい。

翠謹譲識
調鞍撃櫛翼醇

匂拘号室切迫誕鱗掛寝静V

8 

日
領事量

第120図 155d 号竪穴炉(1)・埋土 (2~9) 出土土器
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第N章竪穴住居

155f号竪穴

遺構(第119図)

本竪穴は155c号竪穴の下面に位置する。規模は長軸約4.80m、短軸約2.70mの楕円形を呈

する。壁高は155c号竪穴の床面から約20cmを測る。床面中央部からやや南寄りに良く焼けた

径約90cmの地床炉をもっ。

主柱穴は北壁に径約25cm、深さ約34cmのものが 1本だけみられる。壁柱穴は径約 8~15cm、

深さ約1O~16叩のものを 5 本検出したが規則性はない。

炉跡に近接して黒曜石主体のフレーク・チップ集積が認められる。

遺 物(第123図，第122図 -21~34，図版17- 4) 

全て埋土出土である。第123図一 1~5 は続縄文字津内 II b式。 6も宇津内系の底部と思わ

れるもので、 l条の浅い刻線文がみられる。 7は無文帯、 8は突癌文下に縄線文をもっ。 9は

横走沈線文が施される。 7~9 は続縄文初頭であろう。

石器は全て埋士出土である。第122図 21~25は無茎石銭。 26 ・ 27は片面加工ナイフ。 28~30

は掻器。 31・32は削器。 33は棒状原石。 34はたたき石。表裏面とも煤が付着する。 34は泥岩製

であり、他は黒曜石製である。

小括

本竪穴の詳細な時期は不明である。 (武田 修)

155g号竪穴

遺構(第124図)

本竪穴は155e号・ 155f号竪穴の下面に位置する。規模は南壁約6.20m、やや丸みをもった

北壁は約5.30m、西壁4.00m、東壁3.50mの不整方形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは、

155f 号竪穴の床面から約30~40cmである。明瞭な炉跡は検出できなかった。

南壁側に 2箇所の炭化材集中域と炭化材配列ピットが認められた。南東端部の炭化材集中域

は焼砂や焼砂を含む暗黄褐色砂にみられるもので、竪穴の内側に傾斜する状態で検出された。

炭化材は 3段に分かれており、上部の l段と 2段の聞は 5倒ほどの粗い砂質土があり、 2段と

3段の聞は 7~ 8 cmほどの炭化層である。各段とも大型の炭化材は少なく、最大でも長さ約45

cm、幅約10cmで、ある。多くは長さ約 5cm、幅約 3~ 5 cmの小型のもので構成されている。この

炭化材集中域は床面のベンガラ散布域を覆っている。一方、南西端部の炭化材はこれほど明瞭

でなく複数本がみられる程度である。床面には 2箇所の焼土もあり、火災住居と想定される。

柱穴は径約 5~20cm、深さ約 6 ~21cmで、あり、西壁側の 4 本がほぼ等間隔に配置されるもの

の他は不規則である。
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第N章竪穴住居

遺 物(第125図，第126図一 1~ 8，第127図，第128図，第129図，図版17-5) 

第125図 -1~4 は床面出土の続縄文初頭の土器であり、他は埋土出土である。 1 は胴下部

から底部にかけて極端に窄まる傾向である。 2は口径14cm、器高12.5仰の小型土器。 3・4は

底部。部分的に赤色顔料が付着する。 5~7 は比較的太い隆帯をもっ。 8 は短縄文が押捺され

る。 9~12は沈線文を主体としたもので、 10はフシココタン下層式相当であろう。

第126図 -1~8 は埋土出土である。 1 • 2は太い縄線文、 4は細い縄線文が口縁直下に施

される。 5は口唇部内側、 6は口縁下部、 8は底部に縄端圧痕文が押捺される。 7は円形刺突

文が連続する。 1~ 7は続縄文初頭、 8は縄文晩期中葉であろう。
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第N章竪穴住居

石器は第127図一 1~10が床面出土である。 1 は無茎石銭。 2 は肉厚の片面加工ナイフ。 3

は両面加工ナイフ。 4 • 5 は削器。 6~8 は掻器。 9 は両面加工ナイフ。 10は有溝石製品。 2

・3は硬質頁岩製、 9は玄武岩製、 10は流紋岩質溶頁凝灰岩製である。 11は焼土から出土した

琉拍製の平玉。埋土から 12~16は無茎石銀、 17 ・ 18は有茎石鍍。 19は両先端部が石鍍状に鋭い

両面加工ナイフ。 20 ・ 22~25は両面加工ナイフ、 21は片面加工ナイフ。 19 ・ 22は頁岩製、 25は

玄武岩製であり、他は黒曜石製である。

第128図は埋士出土である。 1 ・ 2 は両面加工ナイフ。 3~9 は削器。 10~15は掻器。 16は

表裏面とも粗く剥離された楕円形状の削器。 9・14・15は頁岩製、 13はメノウ製他は黒曜石製

である。

第129図は埋土出土である。 lは残核。 2は表面に鋭い iVJ字状の溝がある有溝石製品で、

裏面は研磨された凹帯となり細い使用痕が斜位にみられる。 3は擦石。 4は中央部の両側が凹

状に調整された両頭石斧。 1は頁岩製、 2は軽石製、 3は泥岩製、 4は蛇紋岩製である。

小括

本竪穴は続縄文初頭の時期である。 (武田 修)
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常呂川河口遺跡

156号竪穴

遺 構(第130図，図版18-1) 

本竪穴は K91グリッドに位置し、摩周 b火山灰を切り込んで構築されている。そのため竪穴

の壁際の埋土中に摩周 b火山灰の流れ込みがみられる。また、竪穴全体を樽前a火山灰が覆っ

ている。

竪穴の規模・形態は東壁が約4.50m、南壁が約3.80m、西壁が約4.40m、北壁が約4.00mの

方形を呈する。壁高は確認面から約50cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴の中央には約100

x 60cmの範囲で、炉跡の焼土が検出された。

カマドは東壁中央に構築され、構築材は粘土である。カマドの焼土の上に 1点と南側に l点

の平らな礁が検出されていることから、袖部には礁が用いられていたものと考えられる。煙道

の長さは約50cmあり、緩やかに立ち上がる。カマドの焼土には骨片を含んでいる。カマドの北

側の床面からは第126図-9の高杯が出土している。

柱穴は主柱穴が径18~22cm、深さ 24~29cmのものが 2 本、壁柱穴は径10~16cm、深さ 8 ~21 

仰のものが南壁で4本、北壁で 4本、西壁と東壁でそれぞれ 1本確認され、その他に径 8~12 

αn、深さ1O~16cmの柱穴が 5 本確認された。

遺 物(第126図-9 ~21，第131図，図版18- 2) 

床面からは第126図-9の高杯が出土している。口径18.7cm、器高10.4cmで、矢羽根状の刻線

文を施す。埋土からは1O~14が擦文土器。 15は続縄文後北 C，・ D 式。 16は宇津内 IIb 式。 17

~20は続縄文初頭。 21は縄文晩期中葉の底部。

石器は埋土出土。第131図 1 ~ 3 が無茎石銭。 4 は有茎石銭。 5 は片面加工ナイフ。 6~

8は両面加工ナイフ。 8はメノウ製。 9~12は削器。 12は硬質頁岩製。 13は掻器。 14は異形石

器、上部の中央には孔を穿ち、下部は半円形を呈する。 15は泥岩製の石撃。 16は軽石製で表面

に刻線状の使用痕が見られる。 8・12・15・16以外は黒曜石製。

小括

本竪穴は擦文期の竪穴であり、カマドの北側の床面から高杯が出土していることから宇田川

編年後期 に 比 定 さ れる。(佐々木覚)
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第W章竪穴住居

157号竪穴

遺 構(第132図，図版18-4) 

本竪穴は 191グリッドに位置し、一辺約3.60mの方形を呈する。各壁の長さは東壁と南壁が

約3.60m、西壁が約3.30m、北壁が3.40mを測る。壁高は確認面から約30cmを測り、壁は斜め

に立ち上がる。竪穴の埋土には樽前 a火山灰が認められた。

竪穴の中央に約80x 60cmの範囲で炉跡の焼土があり、焼土の中から骨片が検出された。カマ

ドは東壁中央に構築されており、構築材は粘土である。煙道の長さは先端部が撹乱を受けてい

るが約60cmと思われ、緩やかに立ち上がる。カマド燃焼部の上には第133図 1の高杯が出土

しており、燃焼部に近い煙道の粘土ブロックを含んだ黒褐色砂中からは第133図-2の土器の

底部が出土している。燃焼部と煙道との境の上面には礁が認められたが、袖部に用いられてい

たものと思われる。煙道部が屋外に出た部分の上面を覆って 6点の礁が検出されているが、煙

道の補強のために用いられたものと考えられる。カマドの焼土中からも骨片が検出されている。

炉跡とカマドの聞の床面の一部は撹乱を受けている。
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第w章竪穴住居

柱穴は径14~22cm、深さ 16~23αnの主柱穴が 4 本検出され、壁柱穴は径 8 ~14cm、深さ 7~

18仰のものが北壁と東壁で 2本、南壁と西壁で各 4本検出されており、その他に径 8~16cm、

深さ 8~16cmのものが 6 本検出されている。

南壁際の埋土中から粘土塊が 2点出土している。

遺 物(第133図，第134図，図版18-3) 

床面からは遺物は出土していないが、カマドから第133図一 1の高杯が出土している。口径

18. 5cm、器高14.8cmで、口縁部に沈線文と短刻文を巡らし、その下に矢羽根状の刻線文を施す。

2 は煙道から出土した擦文土器の底部。 3~6 は擦文土器。 7 ・ 8 は擦文土器の底部。 9 は宇

津内lIb式。 10は宇津内1Ia 式。 11~16は続縄文初頭。 17は縄文晩期後葉緑ヶ岡式。 18は縄文

晩期中葉。

石器は埋土出土。第134図-1・2は無茎石鍍。 3は有茎石録。 4・5はナイフ片。 6・7

は片面加工のナイフ。 8・9は削器。 10・11は掻器。 12は棒状原石。 5・9は玄武岩製それ以

外は黒曜石製。

小括

本竪穴は擦文期の竪穴で、カマド出土の高杯から宇田川編年後期と考えられる。

(佐々木覚)
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常呂川河口遺跡

157a号竪穴

遺 構(第135図，図版19一 1) 

本竪穴は157号竪穴北西側に検出された。規模は長軸約7.80m、短軸約7.20mの不整六角形

を呈する。壁高は確認面から約70叩を測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴埋土中の北東壁際に

5個の礁に固まれた炉跡が認められた。また、北東壁際から竪穴中央部床面にかけてベンガラ

を含む赤褐色砂が検出された。

竪穴の中央部には径約40cmの範囲に焼土が認められ、周りに 3個の礁が認められた。埋土中

の炉跡は157a号竪穴に伴うものではなく、後から構築されたものと考えられる。床面炉跡、

埋土中炉跡ともに焼土中に骨片が含まれていない。

柱穴は径 8~16叩、深さ 7 ~18αnのものが13本確認されている。炉の東側床面の 2 箇所から

黒曜石のフレーク・チップの集積が検出され、ベンガラを含む赤褐色砂の上面からも l箇所黒

曜石のフレーク・チップ集積が検出された。竪穴外の西側には玄武岩のフレーク・チップ集積

が認められた。

遺物(第136図，第137図，第138図，第139図，第140図，第141図，第412図，第413図，

図版19-2~5)

床面から第136図一 1~ 4が出土している。 1~ 3は縄線文をもっ縄文晩期から続縄文初頭。

4は続縄文初頭。埋土から 5・6は宇津内1Ia式。

第137図一 1も宇津内1Ia 式。 2~4 は続縄文初頭。 5 は口唇部に刻みをいれ、口唇部直下

に突癌文をもっ。突癌文の下には細い 2 条の沈線文を巡らし、下に 2~3 条の細い沈線文を iUJ

状に配し、その中に丸い縄線文を施す。口径31cm、器高41cmの続縄文初頭。

第138図 1~3 は続縄文初頭。 1 は突癌文と縄端圧痕文をもっ。 2 は 2 個一対の突起をも

ち、口縁部の l箇所に 2本の弧状の沈線文を配し、片側の突起の内側にのみ 4個の突癌文をも

っ。 3は口縁部に縄端庄痕文を巡らし、下に 2本の沈線文の間に縄端圧痕文を配したものを 2

段巡らす。 2は口径12.8倒、 3は口径37.5cm、どちらも底部が欠失しているため器高は不明で

ある。

第139図一 1~3 も続縄文初頭。 1 は口縁部に横位の縄文を施す。口径14倒、器高16.3cmo

2は無文、補修孔が見られる。口径14.2cm、器高は胴部が欠失しているため不明。 3は口径約

35cmの大型土器。

第140図-1~9 は続縄文初頭。

第141図 1 ~ 8は続縄文初頭。 9~13は縄文晩期から続縄文初頭。

石器は第142図-1が床面から出土した両面加工ナイフの未製品。埋土からは 2~10が無茎

石銭。 11 ・ 12は有茎石鍍。 13は石槍。 14~18は両面加工のナイフ。 20~22は削器。 23 ・ 24は棒

状原石。 25はくぼみ石、両面に窪みが見られる。 14・15は頁岩製、 18は玄武岩製、 25は砂岩製、

-164ー
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常呂川河口遺跡
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第N章竪穴住居

それ以外は黒曜石製。

第143図一 1・2は無茎石銭。 3・4は有茎石銭。 5は両面加工のナイフ。 6・7は削器。

8は掻器。 9は砂岩製のたたき石。 9以外は黒曜石製。

小括

本竪穴の時期は床面出土の土器から縄文晩期から続縄文初頭と考えられる。(佐々木 覚)

偽設
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常呂川河口遺跡

157b号竪穴

遺 構(第144図，図版20-1) 

本竪穴は157a号竪穴の床面精査中に検出された。 157a号竪穴に重複しており、規模は長軸

約9.00m、短軸約6.60mの楕円形を呈する。壁高は157a号竪穴床面から約30cmを測り、斜め

に立ち上がる。

竪穴床面は炭化粒と骨片を含んだ黒褐色砂層に覆われている。床面には 3箇所に焼土が認め

られており、それぞれは竪穴中央より多少西側に160x 200仰の範囲、中央より南側に110x判

明の範囲、中央より東側に径約40cmの範囲で、ある。西側と南側の焼土中からは骨片が検出され

ているが、東側の焼土中からは骨片は検出されなかった。南側の焼土中からは炭化したクルミ

が検出されている。

柱穴は径14~16cm、深さ 18~20仰の主柱穴と思われるものが 4 本、径 8 ~18cm、深さ 7 ~17 

cmの壁柱穴が 9本検出されている。その他に径 8~16側、深さ 9 ~16cmの柱穴が17本検出され

ている。

遺物(第145図，第146図，第147図)

第145図一 1~ 5は床面出土。 1I土地文の縄文のみ。口径17.2cm、器高22cm。縄文晩期から

続縄文初頭。 2~4 も縄文晩期から続縄文初頭。 5 は縄文晩期。埋土からの 6 ・ 7 は宇津内 H

a 式。 8 は続縄文、内部は著しく斜め方向に擦痕が残っている。 9 は続縄文初頭。1O~13は縄

文晩期から続縄文初頭。

第146図-1 は続縄文初頭。 2 は縄文晩期。 3~8 は縄文晩期から続縄文初頭。 9 は縄文晩

期の底部。

石器は第147図-1~8 は床面出土。 1 ~ 6は両面加工のナイフ。 7は削器。 8は砂岩製の

くぼみ石。埋土からは 9~11 ・ 14が石銭。 12 ・ 13は両面加工ナイフ。 15は削器。 6 ・ 10 ・ 11 は

メノウ製、それ以外は黒曜石製。

小括

本竪穴の時期は床面の出土土器から157a号竪穴より若干古い縄文晩期から続縄文初頭のも

のと考えられる。(佐々木覚)
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第N章竪穴住居

158号竪穴

遺 構(第148図，図版20-2) 

本竪穴は157号竪穴の西側に位置し、竪穴の西側が川岸の崩落によって失われているため正

確な規模・形態は不明である。竪穴埋土の黒褐色砂層中からは第149図一 1の土器が一括出土

している。壁高は確認面から約40cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。竪穴東側には長さ・幅と

もに約1.20mの張り出しをもっ。竪穴のほぼ中央に礁9点に固まれた石囲み炉が検出された。

柱穴は径18~20αn、深さ 20~26cmの主柱穴と思われるものが 2 本、壁柱穴は径 8 ~16cm、深

さ7~12叩のものが 8 本確認されて、その他に径 8 ~28cm、深さ 8 ~25cmの柱穴が22本検出さ

れている。
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第W章竪穴住居

遺 物(第149図，第150図一 1~11，第図151，図版20- 3) 

床面から遺物は検出されていない。埋土から第149図-1・2は続縄文後北 C2・D式。 l

は口径25cm、器高29.4cm。口唇部に刻みをいれ、口縁部に徴隆起線文を巡らす。胴部は縞縄文

と列点文を配す。 3~7 は宇津内 llb 式。 8 ~10は宇津内証 a式。 11は続縄文初頭。

第150図一 1~ 4は続縄文初頭。 5• 6 は宇津内式の底部。 7~11は縄文晩期。 11は緑ヶ岡

式の底部。

石器はすべて埋士出士。第151図一 1・2は無茎石鎖。 3・4は有茎石鎌。 4は未製品。 5

~7 は両面加工のナイフ。 8 は片面加工のナイフ。 9~11は削器。 12は頁岩製の石錐。 13は泥

岩製の石撃。 14は泥岩製の磨製石斧、先端部は欠失している。 12~14以外は黒曜石製。

小括

本竪穴の時期は床面から遺物が出土していないため不明である。 (佐々木覚)
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第N章察穴住居

車1A騒乱
c> ~二三〉

o 3cm 
LーL.Jー」

くご二二コ

正〉

合1
ζ二二二二〉 12 

第151図 158号竪穴埋土(l~ 14)出土石器

158a号竪穴

遺 構(第152図，図版21-1 ) 

本竪穴は158号竪穴の床面精査中に検出された。 158号竪穴同様西側が川岸の崩落によって失

われているため正確な規模は不明であるが、楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認面か

ら約20cmを測り、緩やかに立ち上がる。

竪穴中央よりやや北西側に約80x 30cmの範囲に炉跡の焼土があり、焼土中からクルミの炭化

物が多数検出されている。

柱穴は径 8~18叩、深さ 8 ~21叩のものが18本確認された。北壁際の床面に黒曜石のフレー

ク・チップの集積が認められた。

遺物(第150図 12~19，第153図)

床面からは第150図 12~15の縄文晩期の土器が出土している。 16~19は埋士出士。いずれ

183 



常呂川河口遺跡

も縄文晩期。

石器は第153図-1~4 は床面出土。 lは無茎石鍍。 2は両面加工のナイフ。 3は泥岩製の

たたき石。 4 は軽石製で側面と裏面に刻線状の使用痕が見られる。埋士からは 5~7 は無茎石

鍍。 8は両面加工ナイフ。 9 も頁岩製の両面加工ナイフ片。 10~12はナイフ片。 13~15は削器。

3・4・9以外は黒曜石製。

括

本竪穴は床面出土の土器から縄文晩期と考えられる。 (佐々 木

4 ↑c 

.. ~ 

悟色砂

黒色砂
1炭化物を多く含む1

褐色砂

合

158H 

一時茶褐色砂

占'
S町

第152図

↑b 

4円:7-5¥¥H

。

。¥ 
叫~

号 ー~]∞m
鳳色砂液化物会多〈含む) E音茶偽色砂

1581 

褐色砂
~、黒色砂一

158a号竪穴平面図

-184ー

覚)

a' 一・

211 



ζコ

〈二二二二二〉

<::> 

= 

金6

一題-

く〉

臨語圏7 、頃--

てこ二フ 8 

13 

くここ〉
ζご二二二コ

第N章竪穴住居

雪山一魁-

心;5 o 3cm 
ζ二二二二コ Lー」ーム」

第153図 158a 号竪穴床面(l ~4) ・埋土 (5~15) 出土石器



第V章ピット

第V章 ピ ツ ト

ピット 900

遺 構(第34図，図版22-1) 

本ピットは B'89グリッドに位置する。第E層の茶褐色砂を約十数佃掘り下げ、た段階で掘り

込み面を確認した。規模は長軸約1.50m、短軸約1.28mの不整楕円形を呈する。床面中央部か

ら北側にかけて遺存体である暗赤褐色土が認められた。壁高はほぼ垂直に立ち上がり確認面か

ら約40cmを測る。東壁隅に密着して直径18叩、深さ 4叩のピットがあり、上部から第154図-

lの注目土器が注口部を内側に向け、正立の状態で出土した。

遺 物(第154図 1，第157図 1，図版22-2・3) 

第154図 lに示す床面出土の注口土器は口径17倒、器高17cmの注目土器。口唇部の外側に

刻みが施され、注口部を起点、に縞縄文が三角形状に施される。内部は多量の煤が付着する。後

北 C，・ D式である。

石器は第157図一 Iは上下端が欠失した石槍かナイフと思われる。黒曜石製。

小括

時期は後北 C，・ D式の土墳墓である。正確な埋葬頭位は不明であるが、この時期は頭部側

に土器を副葬するので、東頭位と思われる。(武田 修)

ピ ット 901

遺構(第34図)

本ピットは B'89グリッドに位置する。第E層の茶褐色砂上部から147号竪穴の床面にかけて

切り込まれ、埋土は暗茶褐色砂が堆積している。規模は長軸約1.40m、短軸約1.05mの楕円形

を呈する。壁高は浅く、確認、面から約20仰を測る。東壁際から遺存体の一部が検出された。

遺 物(第154図← 2，第157図 2，図版22-4) 

第154図-2は口径14.5cm、器高13.5仰の片口土器。

石器は第157図-2は茎部が短く、鍍身が長い有茎石銭。鈍い光沢をもった黒曜石製。

小括

時期は後北 C，・ D式の土壌墓である。 (武田 修)
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第V章ピット

ビット 902

遺構(第34図)

本ピットは B'89， C' 89グリッドにまたがって位置する。規模は長軸1.16m、短軸0.65mの

楕円形を呈する。壁は皿状に浅く立ち上がり、北壁でピット 902aと重複する。壁高は確認面

から10cm程度である。

遺 物(第154図-3，図版22-5) 

第154図-3は埋士出土の口径 8cm、器高 6cmの注口土器。注口部は緩くカーブを描き上を

向く。注口下部は楕円状に区画された微隆起線、縞縄文があり、背面は 2条の縞縄文が施され

る。

小括

形態や長軸の方向、完形品の注口土器の出土から、後北 C2・D式の可能性が高い。

(武田 修)

ピット 902a 

遺構(第34図)

本ピットは B'89グリッドに位置する。ピット 902に南壁上部を切られ、 147号竪穴の西壁を

切り込んでいる。確認面の上部に長さ約50cm、幅約30cm、層厚 6~ 8 cmの炭化物が認められた。

規模は長軸約1.60m、短軸約1.15mの楕円形を呈する。各壁は緩く立ち上がり高さは確認面か

ら29αnで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第154図-4 ~6 ，第157図 3 ・ 4 ，図版22- 6・7) 

全て埋士出土。第154図 4・5は続縄文字津内1Ib式。 6は口唇部の外側に縄が押捺され、

内側からの突癌文下部に 4条の浅い沈線文が施される。縄文後期堂林式。

石器は第157図-3は石鍛の先端部。 4は掻器。 2点とも黒曜石製。 (武田 修)

ビット 903

遺構(第34図)

本ピットは A'90グリッドの杭直下に位置する。表士を剥士した段階で、落ち込みを確認した。

規模は直径約1.25mの不整円形を呈する。壁高は確認面から約37cmを測る。

遺 物(第154図一 7~10，第155図一 1 ) 

第154図一 7~10は 4 点とも埋土出土。 7 は続縄文後北 C，・ D 式。 8 は縦走縄文を地文に、
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常呂川河口遺跡

口縁部直下に 1条の縄線文が施される。 9は平縁で、細い斜縄文が施される。 8・9は続縄文

初頭であろう。 10は小波状の口縁部直下に 5条の縄線文が施される。縄文晩期中葉であろう。

第155図 1は口縁部の口径34cmを測る大型土器である。緩い縄を原体とし、内側は縄端部

を上から下に引きずっている。縄文晩期中葉であろう。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 904

遺構(第9図)

本ピットは A87グリッドに位置する。擦文期の141号竪穴によって長軸面の半分を削られて

いる。規模は長軸約1.50mを測り、楕円形を呈すると思われる。壁高は確認、面から約12叩であ

る。

遺物(第155図 2) 

第155図 2はピット上部から出土した口径35cmの特大土器で、ある。口縁部直下の擬縄隆帯

と胴下部の縞縄文聞に隆起線文・縞縄文・三角列点文を鋸歯状に施した後北 C，・ D式。

(武田 修)

ピッ ト 905

遺構(第165図)

本ピットは E'89グリッドに位置する。規模は直径約1.12mの円形を呈する。壁は皿状に浅

く立ち上がり、高さは確認面から約20cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第156図一 1~ 4) 

第156図 1 ~ 4は埋土出土。 1は後北 C，・ D式。 2は上部に半載状施文具による爪形文

がみられる。 3は口唇部外側に深い刻みが施される。 2・3は縄文晩期中葉であろう。 4は縄

文 後期航 澗 式。(武田 修)

ピット 906

遺構(第165図)

本ピットは E'89グリッドに位置する。規模は長軸約0.87m、短軸約0.65mの楕円形である。

床面のほぼ全面に層厚 2~3 仰で‘暗赤褐色土を呈した遺存体がみられる。壁は緩く立ち上がり、

高さは確認面から約18cmで、ある。
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o 5cm 

第155図 ピット 903埋土(1)、 904埋土(2)出土土器
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常呂川河口遺跡

詳細な時期は不明である。

遺物(第156図 5) 

第156図 5は埋土出土。角形の施文具による 6条の沈線文がみられる。縄文晩期中葉であ

ろ う。(武田 修)

ビット 907

遺構(第165図)

本ピットは E'89グリッドに位置する。規模は直径約0.80mの不整円形を呈し、ピット 907a 

の東壁を切り込んでいる。床面に粘性をもった暗赤褐色土の遺存体が広がり、上部に長さ18側、

幅10cmにベンガラが散布されている。壁は垂直に立ち上がり、高さは確認面から約30cmで、ある。

各種の石器、装身具は南壁側からまとまって出土している。

続縄文期と思われるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第156図 6，第157図 5~13，図版22-8~15)

第156図-6は埋土出土で縄文晩期中葉と思われる。

石器は遺体上から第157図 5~9 は無茎石銭。 10は石槍。 11は両側から穿孔された丸玉。

粘板岩製。 12は軽石を素材とした磨石。表面に淡いベンガラが付着する。埋土から13は片面加

工ナイフ。 11・12以外は黒曜石製。

(武田 修)

ピット 907a 

遺構(第165図)

本ピットは E'89グリッドに位置する。ピット 907に東壁側を切られるものの規模は直径約

1. 15mの不整円形を呈する。壁高は確認、面から約18cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第156図一 7 ・ 8 ，第157図一 14~16，図版22-16 ・ 17)

第156図-7・8は縄文後期。 7は椛澗式である。

石器は第157図一14は無茎石銭。 15は比較的急斜な刃部をもった削器。黒曜石製。 16はたた

き 石。砂岩製。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 908

遺構(第158図)

本ピットは F'87に位置する。規模は長軸約2.10m、短軸約1.80mの楕円形を呈する。壁は

床面から境口部にかけて緩く立ち上がり、壁高は確認面から約20cmを測る。

遺 物(第156図-9，図版23一 1) 

第156図-9は床面出土。口径 8cm、器高 7αnの小型土器。口唇部に 4個の小突起をもち、口

縁部に 2条の擬縄隆帯が横走する。続縄文字津内系の土器。

小括

遺存体の痕跡は認められなかったが形態的に土壌墓とみられる。時期は宇津内であろう。

(武田 修)

ピット 908a

遺構(第158図)

本ピットはピット 908の東側に検出された。規模は長軸約1.32m、短軸はピット 908に切られ

ているが約1.10mの楕円形と思われる。壁高は確認面から32仰を測り、壁は斜めに立ち上がる。

床面からは遺存体と思われる粘性をもった暗茶褐色砂が認められている。南側の床面からは第

156図 10の土器が出土している。

遺 物(第156図 10~12，図版23- 2) 

第156図 10は床面から出土した土器。口径16.3cm、器高18.7cmで、口唇部に刻みをもち、口

縁部に横方向の擬縄隆帯を巡らす。胴部は縞縄文と三角形列点文が施された続縄文後北 C，・

D式である。埋土から11は続縄文字津内式。 12は縄文晩期。

小括

本ピットは楕円形を呈する土墳墓である。長軸は北 南方向にあるが、頭位は不明である。

時期は床面出土の土器から続縄文後北 C2・D式期と考えられる。 (佐々 木 覚)

ピット 908b

遺 構(第158図)

本ピットはピット 908の北西側に検出された。規模は長軸をピット 908に切られているが約

1. OOm、短軸約0.76mの楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から16cmを測り、壁は

斜めに立ち上がる。床面から遺存体と考えられる粘性をもった暗茶褐色砂が認められる。
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常呂川河口遺跡

遺物(第156図 13・14)

第156図 13・14は埋土出土の縄文晩期。

小括

本ピットは土墳墓と考えられる。長軸は北西一南東方向にあるが、遺存体の形態から頭位は

南方向と考えられる。

時期は不明である。 (佐々木覚)

ピット 909

遺構(第158図)

本ピットは F'86グリッドに位置する。規模は直径約1.80mの円形を呈する。壁は斜めに立

ち上がり、高さは確認面から約40cmで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第156図 15~18，第157図 -17~21，図版23- 3 ~ 5) 

第156図 15~18は埋土出土である。 15 ・ 16は口縁部直下に縄線文が多様化するもので、 16

は3段加わる。 17も縄端圧痕文が施される。 18は丸底の底部。 4点とも縄文晩期中葉と思われ

る。

石器は第157図一17は無茎石銭。 18は石銭の先端部。 19は有茎石鍛。 20は削器。 21は円形掻

器。全て黒曜石製。(武田 修)

ピット 910

遺構(第159図)

本ピットは G'85， F' 85グリッドに位置する。規模は長軸約1.80m、短軸約1.44mの楕円形

を呈する。壁は斜めに立ち上がり、高さは確認、面から約30cmで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺物(第156図 19~21)

第156図 19~21は埋士出土である。 19は内側からの突癒文をもっ。縄文晩期前葉であろう。

20は円形刺突文、 21は無文。 2点とも縄文晩期。(武田 修)

ピット 911

遺構(第158図)

本ピットは E'87グリッド杭下に位置する。規模は長軸約1.75m、短軸約1.52mの不整楕円
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第V章ピット

形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり高さは確認面から約40cmで、ある。墳上部からやや下げ

た段階で直径約40cmほどの角礁がみられる。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 912

遺構(第159図)

本ピットは F'85グリッドに位置する。規模は直径約1.40mの円形を呈する。壌上部から中

位にかけて直径約 3~15cmの角礁が多量に混入する。壁は斜めに立ち上がり、高さは確認面か

ら約28cmである。

詳細な時期は不明である。

遺物(第156図-23・24)

第156図 23・24は埋土出土である。 23は縄文晩期の胴部片であろう。 24も円形刺突文の施

され た縄文晩期。(武田 修)

ピ ット 912a 

遺構(第159図)

本ピットはピット 912の東側にあり、長軸はピット 912に切られているが約1.10m、短軸約O.94 

mの楕円形を呈し、壁高は確認面から10cmを測る。

遺 物(第157図-22，図版23-6) 

第157図-22は裏側基部と先端部が調整された片面加工ナイフ。黒曜石製。(佐々木 覚)

ピット 913

遺構(第29図)

本ピットは145号竪穴の調査中に検出した。規模は直径約0.50mの円形を呈し、内部に25叩

程の大角礁が 3点と 10αn程の小角礁が含まれる。壁高は145号の床面から約16cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 914

遺構(第75図)

本ピットは D88グリッドに位置する。規模は直径約0.66mの円形を呈する。壁高は確認面
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常目川河口遺跡

から約32仰を測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 915

遺構(第75図)

本竪穴は149号竪穴の南壁と 149b号竪穴の西壁を切り込んで構築されている。規模は直径約

0.70mの円形を呈する。壁高は確認面から約12cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ビット 916

遺構(第75図)

本ピットは149b号竪穴の床面を切って構築されている。規模は直径約0.50mの円形を呈し、

壁高は149b号竪穴の床面から約16cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 917

遺構(第75図)

本ピットは149b号竪穴の床面を切って構築されている。規模は長軸約0.60m、短軸約O.50 

mの楕円形を呈し、壁高は149b号竪穴の床面から約20cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 918

遺構(第34図)

本ピットは B'90， C' 90グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.75m、短軸1.20m 

の楕円形を呈する。壁は聞き気味に立ち上がり、高さは確認面から40cmで、ある。床面に暗赤褐

色土の遺存体が薄く残存している。

土壌墓であることは確実であるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第160図一 1) 

第160図一 1は口唇部に撚糸文を押捺した刻みが施され、器面は無文となる。縄文晩期中葉

で あろう。(武田 修)
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ピット 919

遺 構(第34図，図版23-9) 

本ピットはA'89， B' 89グリッドにまたがって位置する。第 E 層を 6~7cm下げ、た段階で、落

ち込みを確認した。規模は長軸0.47m、短軸0.45mの楕円形である。掘り込みは浅く確認面か

ら約10cmであり、南側から小型土器が出土している。

遺 物(第160図-2，図版23一7)

第160図-2は床面出士。口径は長軸llcm、短軸9.5cmの楕円形で器高 9cmの小型土器。長軸

面に小突起をもっ。図に示すとおり、沈線文・帯縄文・列点文により小突起下部が円形文、側

面は弧線文が施される。続縄文後北 C，・ D式。(武田 修)

ピット 920

遺構(第9図)

本ピットはB86グリッドに位置する。擦文期の141号竪穴によって長軸面の半分が削られて

いるため正確な規模、形態は不明である。残存部の最大径は約0.96mで、ある。壁高は確認面か

ら約18cmを測る。北壁側の床面に径14cm、深さ 9cmの柱穴をもっ。

遺 物(第160図-3，図版23-8) 

第160図-3に示す土器は埋土で約20m以上離れた A92，C92グリッド出土の破片が接合し

た。口径33.5cm、器高44cmの大型土器で、ある。口唇部に刻みが施され、胴上部は横位の縞縄文

上に楕円状の徴隆起帯・帯縄文が施される。続縄文後北 C，・ D式。

小括

遺存体は検出されていないが形態的にみて土墳墓と思われる。長軸方向や埋土出土の土器か

ら続縄文後北 C2・D式と思われる。 (武田 修)

ビット 921

遺 構(第158図，図版24-1 ) 

本ピットは E'86グリッドに位置する。規模は長軸1.10m、短軸0.85mの楕円形を呈する。

壁高は確認面から約25叩を測る。床面のほぼ全面に粘性をもち暗赤褐色土を呈した遺存体があ

り、上部にベンガラが広い範囲に散布され、周囲にもブロック状にみられる。

遺存体は南壁側が丸みをおびるので頭部の可能性がある。遺物は石器が主体である。第158

図に示すとおり、遺存体上から石鍍23本が集中しており、両面加工ナイフが近接して出土した。

他の石器は北東壁隅からの出土である。
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第V章ピット

遺 物(第164図一 1，第161図，第162図，図版24-2 ~45，図版25)

第164図 lは縄文晩期の口縁部。

石器は第161図・第162図一 1~23は有茎石銭。 24は細長い柄部を作出した両面加工ナイフ。

25・26は削器。 26は玄武岩製であり、他は黒曜石製。

小括

時期は続縄文期と思われるが詳細は不明である。特徴的なナイフをみると宇津内 na式など

続縄文初頭であろう。(武田 修)

ビット 922

遺構(第158図)

本ピットは E'86グリッドに位置する。ピット 922aに北壁を削られるものの規模は長軸約

O.80mの楕円形を呈すると思われる。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 922a

遺 構(第158図，図版26-1) 

本ピットは E'86グリッドに位置する。規模は長軸約1.20m、短軸約O.63mの惰円形を呈す

る。床面全面に層厚 3cmの暗赤褐色土を呈した遺存体がみられ、中央部からやや東寄りに長さ

18cm、幅12cmの範囲にベンガラが散布されている。

遺 物(第164図-2・3，第163図 1~ 3 ，図版26-2~ 4)

第164図-2・3は無文土器。 2は皿状を呈するのであろう。 2点とも縄文晩期中葉であろ

う。

石器は第163図一 lは床面出土の片刃磨製石斧。珪質泥岩製。 2は表裏面とも大きな剥離痕

をもち、縁辺部を調整した黒曜石製。 3は柄部を作出した両面加工ナイフ。頁岩製。

(武田 修)
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第V章ピット

ピット 923

遺構(第158図)

本ピットは E'86グリッドに位置する。規模は長軸約1.21m、短軸約O.93mの楕円形を呈す

る。高さは確認面から14仰を測る。

遺物(第164図-4) 

第164図-4は縄文晩期の胴部片。 (武田 修)

ピット 924

遺構(第165図)

本ピットは E'88グリッドに位置する。規模は直径約1.20mの不整円形を呈する。壁はほぼ

垂直に立ち上がる。高さは確認面から約50cmである。

詳細な時期は不明である。

遺物(第164図-5・6，第163図 4・5) 

第164図-5は続縄文の胴部片。 6は縄文後期。

石器は第163図 4は無茎石銭。火熱を受け、発泡スチロール化している。 5は削器。 2点

と も黒曜石製。(武田 修)

ピット 925

遺構(第165図)

本ピットは E'88グリッドに位置する。規模は長軸約1.50m、短軸約1.30mの不整楕円形を

呈する。壁高は確認面から約10cmを測る。北東壁側に暗茶褐色土の遺存体の痕跡が認められる

ので土壌墓であろう。

遺 物(第164図-7・8，第163図-6，図版26-5・6) 

第164図 7は続縄文土器の胴部片。 8は口径11.5cm、器高llcmの小型土器。同心円文を施

した続縄文字津内 11b式。

第163図-6は表裏面とも縁辺部に加工を施した三角形銭。 (武田 修)
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第165図 ピット 905、906、907、907a、924、925平面図

ビット 926

遺 構(第166図，図版27-1) 

本ピットは E'88グリッドに位置する。規模は長軸約1.35m、短軸は東西で異なり東側が1.20 

m、西側が0.95mを測る。床面には暗赤褐色土の遺存体が 2箇所あり、二体合葬墓と思われる。

各壁際には直径 6~ 8 cm、深さ 7~12cmの柱穴が 6 本が配置される。

各種の石器群は南壁側に集中しており、ピット 907同様の出土傾向である。

遺 物(第164図 9，第163図 7~13，図版27- 2 ~ 8) 

第164図 9は縄文晩期の胴部片。

石器は第163図 7は床面出土の両面加工ナイフの先端部。 8~10は両国加工ナイフで 8 は

柄部。 11は削器。 12は掻器。全て黒曜石製である。 13は剥落が著しいが、かろうじて刃部が残

る丸みをもった両刃磨製石斧。青色片岩製。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 927

遺構(第158図)

本ピットは D'86・87グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.90m、短軸約1.20m 

の楕円形を呈する。壁は垂直に立ち上がり、高さは確認面から30仰を測る。(武田 修)

ピット 928

遺構(第158図)

本ピットは D'86グリッドに位置する。規模は直径約1.40mの不整円形を呈する。

高さは確認面から18cmを測る。 ( 武 田 修)

ピット 928a

遺構(第158図)

ピット 928に北西側部を切られている。形態は残存部から判断して楕円形と思われる。推定

長軸1.50m、短軸約1.10mを測る。床面に遺存体と思われる暗赤褐色土が見られる。高さは確

認面から20cmを測る。(武田 修)

ピット 929

遺構(第159図)

本ピットは F'25， E' 85に位置するo 規模は長軸1.30m、短軸1.OOmの楕円形を呈する。高

さは確認面から28cmを測る。

遺 物(第164図一10，第163図一14，図版27-9) 

第164図一10は続縄文の胴部片。

石器は第163図一14は掻器。黒曜石製。 (武田 修)



常昌川河口遺跡

ピット 930

遺構(第159図)

本ピットは E'84に位置する。規模は長軸1.30m、短軸O.90mの楕円形を呈する。高さは確

認面から26cmを測る。(武田 修)

ピット 930a

遺構(第159図)

本ピットはピット 930の南東側にあり、長軸約1.36m、短軸はピット 930に切られているため

不明である。壁高は確認面から20cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。埋土は 4層あり、床面に

は遺存体と考えられる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の上にはベンガラを含む赤褐

色砂が検出されている。遺存体から歯骨が検出されなかったため頭位は不明である。ピットの

東側の床面から第164図一11の土器が出土している。

遺 物(第164図 11~13，図版27-10)

第164図 11は床面出土。口径21cm、器高22.7cmで、口唇部に刻みをもち、口縁部に横方向の

擬状隆帯を巡らす。胴部は縞縄文と三角形列点文が施された、続縄文後北 C，・ D式の土器で

ある。 12・13は埋土出土の縄文晩期。

小括

本ピットは長軸北東 南西方向の楕円形を呈する土墳墓である。時期は出土した土器から続

縄文後北 C，・ D式期と考えられる。(佐々木覚)

ピット 930b

遺構(第159図)

本ピットはピット 930aの南西側にあるが、規模・形態は不明である。壁高は確認面から17

cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。埋土の一部にはベンガラを含んでいることから土壌墓の可

能性が考えられる。(佐々木覚)

ピット 931

遺構(第9図)

本ピットは A'86グリッドに位置する。規模は直径約1.OOmの不整円形を呈する。壁はほぼ

垂直に立ち上がり、高さは確認面から約32cmを測る。
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第V章ピット

詳細な時期は不明である。

遺物(第169図 1・2) 

第169図一 1は縄文晩期。 2は続縄文の底部。 (武田 修)

ピット 932

遺構(第9図)

本ピットは A'86グリッドに位置する。規模は直径約0.60mの不整円形を呈する。壁は丸み

をもって立ち上がり、高さは確認面から約20叩を測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 933

遺構(第9図)

本ピットは A85・86グリッドにまたがって位置する。規模は直径約0.60mの不整円形を呈す

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面から約40cmを測る。

詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 934

遺構(第167図)

本ピットは A88グリッドに位置する。擦文期の140号竪穴の壁面検出中に発見したものであ

る。 140号竪穴によって東壁側が削られているが床面には達していない。規模は長軸約1.42m、

短軸約1.15mの楕円形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面から約65cmを測る。

床面のほぼ全面に暗褐色土の遺存体がみられる。頭部の膨らみも確認でき歯骨も検出された。

頭部と歯骨の位置から四体の合葬墓であることが判明したが、三体は東頭位、一体は西頭位で

ある。東頭位である三体の頭部の近くから玉類、西頭位の一体近くから注口土器が出土した。

遺 物(第169図 3~ 6，第168図 1~97，図版27-11) 

第169図 3 は遺体上、 4~6 は埋土出土である。 3 は口径約 8cm、器高約 5 cmの小型注口

土器。弧線状の徴隆起帯と帯縄文、 4は帯縄文が施された続縄文後北 C，・ D式。 5は続縄文

字津内系、 6は縄文晩期であろう。

石器は第168図 lは埋土出土。横長剥片を素材とした削器。黒曜石製。 2~79は蛇紋岩製

の平玉。 80~97は炭化状の黒色を呈した練り玉。
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常昌川河口遺跡

小括

本ピットは四体合葬の続縄文後北 C，・ D式の土壌墓である。 (武田 修)

ピット 935

遺構(第29図)

本ピットは B'84， C' 84グリッドにまたがって位置する。表土下に白色の樽前 a火山灰が堆

積しており、層厚15cmほどの黒色砂を切り込んで構築されている。規模は長軸約1.70m、短軸

約1.32mの楕円形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約60cmである。

図示していないが黒色砂の下層から続縄文後北 C，・ D式の土器が出土するものの、詳細な

時期は不明である。(武田 修)

ピット 936

遺 構(第四図)

本ピットは B'84グリッドに位置する。規模は直径約0.90mの円形を呈する。壁は緩く立ち

上がり、高さは確認面から約30仰を測る。

詳細な時期は不明で、ある。(武田 修)

ピット 937

遺構 ( 第29図)

本ピットは A'84・85に位置する。規模は直径0.70mの円形を呈する。壁は iVJ字状に立

ち上がり、高さは確認面から44cmを測る。

詳細な時期は不明であ る 。 ( 武 田 修)

ピット 938

遺構(第173図)

本ピットは B88グリッドに位置する。規模は長軸約1.30m、短軸約1.10mの不整楕円形を呈

する。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約31叩を測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第169図一 7・8，第168図-98)

第169図一 7・8は続縄文後北 C，・ D式。埋土出土。
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第V章ピット

第168図 98は掻器。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 939

遺構(第172図)

本ピットは B90グリッドに位置する。規模は直径約l.OOmの円形を呈する。壁は緩く立ち上

がり、高さは確認面から約30cmを測る。埋土内にベンガラの散布がみられる。

詳細な時期は不明である。

遺物(第169図-9) 

第169図 9は埋土から出土した続縄文後北 C，・ D式。 (武田 修)

ピット 940

遺構(第15図)

本ピットは D82グリッドに位置し、ピット 940bの東壁上部を切り込んでいる。規模は長軸

約0.78m、短軸約0.62mの小楕円形を呈する。壁高は確認面から約20cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第169図一10，第168図-99)

第169図一10は埋土出土の続縄文字津内系。

第168図-99は埋土出土の無茎石銭。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 940a

遺構(第15図)

本ピットは長軸約l.70m、短軸約l.50mの楕円形を呈する。続縄文初頭のピット 940bの西

壁上部を切り込み、後北 C，・ D式のピット 940cと僅かに重複する。壁は聞き気味に立ち上

がり、高さは確認面から約40cmで、ある。埋土の中位に黒曜石のフレーク・チップ集積が流れ込

む状態で認められる。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第169図一11)

第169図一11は埋土出土の続縄文土器。 (武田 修)
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ピッ ト 940b

遺 構(第15図，図版28-1) 

本ピットは D82・83グリッドにまたがって位置する。東西方向に長軸面をもつもので、規

模は長軸約1.25m、短軸約0.80mの楕円形を呈する。壁は垂直に立ち上がり、高さは確認面か

ら約30cmを測る。南壁際に 3 本、北壁際に 2 本の柱穴をもっ。径約 6~8cm、深さ約 5 ~10cm 

である。

床面には第169図 12の土器を伏せた状態で出土している。

遺 物(第169図 12・13、図版28-2) 

第169図-12は口径約13倒、器高約19叩の壷型土器。口縁下部は無文であるが、頚下部は 5

条の横走沈線文があり、胴部の縦走縄文とは刺突文で区画される。続縄文初頭輿津式相当であ

ろう。 13は埋士出土である。縄線文が施されており、縄文晩期中葉と思われる。

小括

本ピットから遺存体は検出できなかったが、柱穴をもっ形態から土壌墓と思われる。時期は

続 縄文初頭の興津式相当で あ ろ う 。 ( 武 田 修)

ピット 940c 

遺 構(第15図，図版28-4) 

本ピットは D82，E82グリッドにまたがって位置する。表土を剥土した段階で落ち込みを確

認したもので、規模は長軸約1.53m、短軸約0.90mの楕円形を呈する。壁は垂直に立ち上がり、

高さは確認面から約50仰を測る。床面には黒褐色を呈した粘性のある遺存体が見られる。頭部

は膨らみをもち、近接して第169図一14に示す土器が正立の状態で出土した。

遺 物(第169図一14，図版28-3) 

第169図 14は床面出土である。口径約25cm、器高約30cmの大型土器。口唇部の 4個の小波

状突起は短刻線、他は刺突文をもっ。小波状突起の 1つは打ち欠きさられている。胴上部は二

つの i*J状の帯縄文間に弧線状の帯縄文、胴下部は縦走する。続縄文後北 C，・ D式。

小括

本ピットは東頭位の続縄文後北 C，・ D式の土墳墓である。 (武田 修)



常呂川河口遺跡

ピット 941

遺 構(第170図，図版29)

本ピットは 891グリッドに位置する。表土を剥土し、第E層の茶褐色砂層を若干掘り下げた

段階で落ち込みを確認した。北壁側が撹乱を受けるものの規模は長軸約0.75m、短軸約0.60m

で、壁高は確認面から約30cmを測る。形態は不整長方形である。遺存体の痕跡は認められなか

ったが、ベンガラ散布や土器・暁拍玉の副葬から土墳墓とみられる。総数40点に及ぶ琉拍玉は

連結せず、床面の近くで広く散在する状態である。

遺 物(第171図一 1~ 4 ，第168図一 100~110，図版30)

第171図 1 ~ 4は埋士出土である。 1は北壁上部隅から出土した口径 6cm、器高6.5叩の小

型無文土器。器面は煤が多量に付着する。 2は口径約7.5cm、器高約 9cmの小型土器。突癌文

と縄線文が胴下部まで施される。 3は口径7.5倒、器高17.5仰の細長く、膨らみを胴下部にも

つ、中型土器。縮約した口縁部は無文となり 4個の小突起をもち、胴部の縦走縄文とは刺突文
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第170図 ピット 941、941a平面図
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第V章ピット

で区画される。口縁部の一部にベンガラが付着する。 2• 3は床面からやや浮いて、並んだ状

態で出土した。明らかに共伴している。 2は続縄文字津内1Ia式、 3は興津式相当である。 4

は上部から出土した。 3同様の細長い器形であり、縮約した口縁部に縄線文と吊り耳をもっ。

興津式相当である。

第168図 100~ 1l 0に代表的な瑳拍玉を図示した。 100は異形の暁泊玉であり、表面は研磨さ

れている。 101~ 109は雫形の琉王白玉、 110は平玉である。平玉を除いた琉泊玉の孔は上部にも

Jコ。

小括

本ピットからは突癌文をもっ宇津内1Ia式と興津式相当の土器が共伴している。琉E白玉の形

態はこれまでの調査では宇津内1Ia式で平玉を多用するが、興津式相当では異形の暁拍玉が含

まれることが確認されている。

時期は興津式相当の土墳墓と判断できる。 (武田 修)

ビット 941a

遺構(第170図)

本ピットはピット 941に南東壁端部と撹乱により切られているが、残存部から判断して楕円

形と思われる。短軸約O.77mである。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約20cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明であるが、ピット 941の興津式相当より古いことは

確 実である。(武田 修)

ピット 942

遺 構(第159図)

本ピットは B'91グリッドに位置する。規模は直径約1.50m不整円形を呈する。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、高さは確認面から約38cmで、ある。床面に遺存体である層厚約 2~12叩の暗赤

褐色土がみられる。

土墳墓であることは確実だか詳細な時期は不明である。

遺 物(第171図 5~9 ，第176図一 1 ) 

第171図 5 ・ 6 は続縄文初頭。 7~9 は縄文晩期中葉。

第176図 1は両面加工ナイフ。黒曜石製。
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第V章ピット

ピット 943

遺構(第159図)

本ピットは A'91グリッドに位置する。規模は直径約0.94mの円形を呈する。壁はほぼ垂直

に立ち上がり、高さは確認面から約38cmである。

詳細な時期は不明である。

遺物(第171図 -10~12)

第171図-10は続縄文後北 C，・ D式。 11は縄線文、 12は刺突文の施された縄文晩期。

(武田 修)

ピット 944

遺構(第172図)

本ピットは A91グリッドに位置する。規模は直径約0.60mを測り、東西が若干長い不整円

形を呈する。壁は皿状に立ち上がり、高さは確認面から約16cmで、ある。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 945

遺構(第172図)

本ピットは A91グリッドに位置する。規模は直径約0.58mの円形を呈する。壁高は確認面

から約33cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 946

遺構(第172図)

本ピットは A91グリッドに位置する。規模は直径約0.35mの小円形を呈する。壁高は確認

面から約13仰を測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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常白川河口遺跡

ビット 947

遺構(第172図)

本ピットは A91グリッドに位置する。規模は直径約O.50mの小円形を呈する。壁高は確認

面から約20cmを測る。

詳細な時期は不明である。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 948

遺構(第172図)

本ピットは A92グリッドに位置する。規模は直径約O.60mの円形を呈する。壁高は確認面

から約24cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 949

遺構(第172図)

本ピットは B91グリッドに位置する。規模は直径約1.83mの円形を呈する。壁は緩く立ち

上がり、高さは確認、面から約30cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第171図 13)

第171図一13は埋土出土である。縄線文と縄端圧痕文が施される。縄文晩期中葉であろう。

(武田 修)

ピット 950

遺構(第172図)

本ピットは B91グリッドに位置する。規模は直径約O.50mの小円形を呈する。壁高は確認、面

から約22cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 951

遺構(第172図)

本ピットは B89グリッドに位置する。規模は直径約O.50mの小円形を呈する。壁は浅く立ち

上がり、高さは確認面から約15仰を測る。

詳細な時期は不明である。(武田 修)
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常呂川河口遺跡

ピ ッ ト 952

遺構(第172図)

本ピットは C89グリッドに位置する。規模は直径約0.95mの円形を呈する。壁はほぼ垂直に

立ち上がり、高さは確認面から約50cmを測る。埋土には 4~5 叩の小角礁が顕著に混入する。

床面に粘性をもった茶褐色砂の遺存体がみられる。

土墳墓であるが、詳細な時期は不明である。

遺物(第176図-2) 

第176図 2は両面加工ナイフ。黒曜石製。 (武田 修)

ピ ット 953

遺構(第172図)

本ピットは B89・90グリッドにまたがって位置する。規模は南北方向が1.80m、東西方向が

1. 60mを測る。壁高は確認面から約60αnを測る。形態は僅かに南北方向が長い不整方形を呈す

る。床面のほぼ全面には薄い暗黒褐色土の遺存体がみられる。

遺物(第171図 -14~16，第176図- 3) 

第171図一14は床面、他は埋土出土である。 14は口唇部に細い刻みが施される。 3点とも縄

文晩期中葉であろう。

石器は第176図 3は無茎石銭。黒曜石製。

小括

床面からの出土土器が小破片であるため断定できないが、縄文晩期中葉の土壌墓と思われる。

(武田 修)

ピット 954

遺構(第173図)

本ピットは C88グリッドに位置する。このピットを含め 5基のピットが東側に連なり僅かに

重複する。これらのピットは表土下の黒色土を剥土した段階で落ち込みを確認した。規模は長

軸約1.68m、短軸約1.20mの楕円形を呈する。最上部には焚火とみられる焼土が広い範囲に認

められた。壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面から約72cmを測る。

埋土を掘り下げる段階で後北 C，・ D式の破片が顕著にみられ、床面近くでは大型の破片も

散見された。床面には暗茶褐色士を呈した遺存体がある。遺存体は粘性をもち頭部の輪郭も明

瞭で、北頭位の三体の遺存体が確認された。

-226ー



第V章ピット

遺 物(第174図，図版31-1) 

第174図は埋土から出土。 1は三角列点文と帯縄文で構成される。 2・3は埋葬時に破壊さ

れたものと考えられるもので器面に円弧文が施される。 2は口径約22cm、器高約25cmの注口土

器。 4は無文小型土器。 1~ 4は続縄文後北 C，・ D式。 5・6は宇津内nb式。

小括

本遺跡における続縄文後北 C，・ D式の墓は東頭位を基本として、頭部に土器などの副葬品

を正立の状態で配置するが、本ピットは北頭位の三体合葬墓であり、土器は破壊されている。

死亡原因の結果により葬法が相違 するのであろう。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 955

遺 構(第173図)

本ピットはピット 954と僅かに接する。規模は長軸約0.95m、短軸約0.60mの楕円形を呈す

る。西壁上部から第175図一 1に示す小型土器が伏せた状態で、出土しているが、本ピットに伴

うか不明である。

遺 物(第175図一 1，図版31-2) 

第175図一 1は口径約 8cm、器高約4.5cmの小型土器。口唇部に 4個の小突起をもち、 1個は

吊り耳状の大突起である。この部分では貫通しないが内側からの刺突がみられ注目土器を意図

したようにも見受けられる。帯縄文を弧線状に施しており、赤色顔料が内外面に塗布される。

続縄文後北 C2・D式。 (武田 修)

ビット 955a・955b

遺構(第173図)

ピット 955aは南壁側をピット 955、北壁側をピット 955b ~こ切られている。規模は南北にや

や長い長軸約0.60m、短軸約0.48mの小楕円形であるが、床面は丸みをもっ。壁高は確認面か

ら約20仰を測る。

ピット 955bはピット 955cの西壁端部で重複する。規模は直径約0.70mの円形を呈する。壁

は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から約30cmを測る。

両ピットとも詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 955c

遺構(第173図)

本ピットは長軸約1.50m、短軸約1.20mの楕円形を呈するが、長軸側は細く尖る形態である。

壁高は確認面から10叩ほどと浅い。

床面に黒曜石を主体としたフレーク・チップ集積がみられるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第175図一 2・3，第176図-4) 

第175図は全て埋土出土である。 2は緩く外反した無文の口縁部に縄端圧痕文が施される。

続縄文字津内系であろう。 3は後北 C，・ D式。

石器は第176図 4は両面加工ナイフの柄部。黒曜石製。 (武田 修)
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ピット956

遺構(第173図)

本ピットは B88・89グリッドの石組調査中に検出した。規模は直径約0.55mの小円形を呈す

る。壁高は浅く、確認面から約12仰で、ある。南壁側では大型角喋が僅かに被さるものの、石組

との関連、詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 957

遺構(第177図)

本ピットは D90グリッドに位置する。上部に長さ 28~33αnの大型角礁 2 点が垂平の状態で

出土している。床面には暗赤褐色土を呈した遺存体がみられ、南壁側から小角礁を多量に含む

茶褐色砂が中央付近まで覆っている。規模は長軸約1.14m、短軸約0.80mの長方形を呈する。

壁はほぼ垂直に立ち上がり高さは確認面から約44倒である。

遺 物(第175図-4・5，第176図-5 ~10，図版31- 3 ~ 7) 

第175図 4・5は埋土出土で、縄文晩期の胴部片である。

第176図 5・6は遺存体上部から出土。 5は両面加工ナイフの柄部。 6は実測図正面と先

端部側面が研磨され、複数の有溝部をもっ研磨器。軽石製。 7は両面加工ナイフ。 8・9は掻

器。 10は打製石斧。緑色片岩製。 5• 7 ~ 9は黒曜石製。

小括

ナイフの形態から続縄文初頭と思われるが、詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 958

遺構(第177図)

本ピットは D90グリッドに位置する。埋土は暗茶褐色砂の l層だけ堆積し、掘り下げ直後

に長さ 25~38cmの角瞭 2 点が出土した。規模は長軸約0.98m、短軸約0.60mの楕円形を呈する。

西壁は比較的緩く立ち上がるものの、他の壁はほぼ垂直であり、高さは確認面から約30叩であ

る。暗赤褐色土の遺存体は中央部よりやや西側にある。南壁側からベンガラ散布され、上部か

ら第176図 14に示す赤色顔料塗布の有溝研磨器がみられた。

遺 物(第175図 -6 ・ 7 ，第176図一 11~27，図版31- 8 ~24) 

第175図 6・7は続縄文字津内系であろう。 6は撚糸文が施される底部。

石器は第176図 11は無茎石銭。 12・13・27は先頭部が最大幅をもち、柄部が細まる有茎石

鍍。 14はピット 957にもみられた有溝研磨器であるが、表面全域に赤色顔料が塗布されている。
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第V章ピット

軽石製。 15は泥岩製の管玉。上部有孔面は研磨される。 16~26は各種形態の瑛拍玉。 12はメノ

ウ製、 11・13・27は黒曜石製。

小括

瑛E白玉に管玉を伴う例はピット 1012にも見られる。続縄文初頭と思われるが、詳細な時期は

不 明である。(武田 修)
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常呂川河口遺跡

ピット 959・959a・959b

遺構(第177図)

ピット 959はD90グリッドに位置する。規模は長軸約1.05m、短軸約0.78mの楕円形を呈す

る。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約22叩を測る。

ピット 959aはピット 959に南壁を切られる。規模は直径約0.70mの円形を呈し、高さは確認

面から約22cmを測る。

ピット 959bはピット 959に西壁を切られる。規模は直径約0.60mの円形を呈し、高さは確認

面から約20仰を測る。

ピット 959aと959b~こ接して径50cmの黒躍石のフレーク・チップ集積が認められた。両ピッ

トの確認面とほぼ同ーのレベルから検出された。

これらのピットの時期は不明である。

遺物(第175図-8 ~10) 

第175図-8 ~10はピット 959a 埋土出土である。 3 点とも続縄文であるが、 8 は口唇部の外

側に斜位の刻目が施される。続縄文初頭であろう。(武田 修)

ピット 960

遺構(第173図)

本ピットは C88グリッドに位置する。規模は直径約0.70mの円形を呈するが、床面は楕円形。

壁高は確認面から約40叩を測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。(武田 修)

屋外炉

遺構(第177図)

屋外炉は E90グリッドに位置する。第E層の暗茶褐色砂の上面にある。規模は長軸約0.94m、

短軸約0.59mの楕円形を呈する。 10個の角礁は楕円形の掘り込み内部に配置されている。掘り

込みは約 8cmと浅く、粘性をもった暗赤褐色土には骨粉を含む。

続縄文期と思われるが詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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第V章ピット

ピット 961・961a

遺構(第173図)

ピット 961は直径約1.18mの円形を呈する。南側から中央部にかけてみられる長さ100cm、幅

45叩のフレーク・チップ集積を取り除き、約15cm下げた段階で、墳上部の中央に長さ20cmほどの

角喋 1点が出土した。主たる埋土層である暗茶褐色砂層にも 4~ 5 cmの円礁と角礁が混入する。

床面には遺存体と思われる層厚 4叩の暗黒褐色士が僅かにみられる。壁は丸みをもって緩く

立ち上がり、高さは確認面から約44叩で、ある。

土墳墓と思われるが詳細な時期は不明である。

ピット 961aはピット 961の東壁上部を切り込んでいる。規模は直径約O.54mの円形を呈し、

深さは確認面から約36cmである。

遺物(第175図 11)

第175図 11はピット 961から出土した。張り出した胴部に縄端圧痕文が施される。続縄文初

頭 であろう。(武田 修)

ピット 962

遺構(第173図)

本ピットは B87グリッドに位置する。規模は長軸約1.40m、短軸約O.90mの楕円形を呈する。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面から約40cmを測る。南壁上部に径約15cm程の角礁一

点がみられる。セクション図に示すとおり南壁側の褐色砂は上部の暗褐色砂に切り込まれるよ

うな不自然な堆積であるが、他のピットとの重複は確認できなかった。床面には粘性をもった

暗赤褐色土の遺存体があり、南側から歯骨、北側に骨片が残存していた。骨片は 1~ 2 cm程の

ものであるが比較的硬化した状態であった。

遺 物(第175図 12~15，図版32- 1) 

全て埋土出土である。第175図一12は口径約6.5cm、器高約 6cmの小型土器。隆帯を垂下させ、

縄線文を施す。小型土器の割に器壁は厚く 6mmで、ある。続縄文字津内系。 13も宇津内系。 14は

無文部に突癌文が施される。興津式相当であろう。 15は縄文晩期の無文土器。

小括

第175図 12に示す宇津内系の土墳墓と思われるが、これまでの調査で宇津内lIa'lIb期

の墓は西頭 位 で あ り 、 違いがある。(武田 修)
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ピット 963

遺構(第186図)

本ピットは D87グリッドに位置する。規模は長軸約1.40m、短軸約1.10mの楕円形を呈す

る。上面確認の段階で複数のピットと重複すると思われたが、ピット 963aとは僅かに接する

程度である。高さは確認面から34cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第175図-16)

第175図 16は埋土出土である。無文の口縁部に補修口をもっ。縄文晩期であろう。

(武田 修)

ピット 963a・963b

遺構(第186図)

ピット 963aはC87，D87グリッドにまたがって位置する。規模は直径約O.90mの円形を呈

する。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約20cmで、ある。上部の円礁はピット 963bの礁

が混入したものと判断できる。

ピット 963bはピット 963aに南壁の一部を削られるものの長軸約1.50m、短軸約1.30mの楕

円形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約20cmで、ある。径 4~20cmの円礁が東

壁から中央部にかけて出土した。平面図、士層図に示すとおり各礁は密着し、疎下部の茶褐色

砂層には 4~5 叩の小枝状炭化材、 5~6rnmの炭化粒を多量に含む。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 964

遺構(第177図)

本ピットは E90グリッドに位置する。規模は直径約O.80mの不整方形を呈する。壁は皿状に

浅く立ち上がり、高さは確認面から約20cmを測る。

遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 965

遺構(第177図)

本ピットは E90グリッドに位置する。規模は直径約1.OOmの円形を呈する。西壁から北壁に

かけて緩く立ち上がる。壁高は確認面から約30crnを測る。床面からやや浮いて径10crnの小角喋

6点と径18crnの中角喋 2点出土している。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第175図一17)

第175図 17は続縄文字津内系の胴部片である。 (武田 修)

ピット 966

遺構(第182図)

本ピットは E90，F90グリッドにまたがって位置する。規模は直径約0.60mの小円形を呈す

る。壁は iVJ字状の断面をもち、高さは確認面から約30crnを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第175図 18)

第175図-18は埋士出土である。大き目の縄端圧痕文が施される。続縄文字津内系であろう。

(武田 修)

ピット 967

遺構(第182図)

本ピットは E90，F90グリッドにまたがって位置する。ピット 967aに西壁側を切られるもの

の形態は楕円形を呈する。短軸約0.90mを測る。上部に配置されていた角礁はピット 967aに

入り込む状態でみられ、下面に遺存体である粘性をもった暗茶褐色砂がみられた。壁の立ち上

がりは浅く約15crn程で、ある。

土墳墓であるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第175図一 19~22)

全て埋土出土である。第175図 19は無文の口縁部に突癌文と縄線文が施される。続縄文初

頭の興津式相当であろう。 20・21は続縄文、 22は縄文晩期の胴部片。(武田 修)
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ピット 967a・967b

遺構(第182図)

ピット 967aは長軸約2.00m、短軸約1.30mの楕円形を呈する。北壁上部がピット 967bに切

られる。北壁側がやや開くが、他の壁はほぼ垂直に立ち上がる。高さは確認面から約50cmを測

る。床面に暗赤褐色土の遺存体がみられ、ベンガラが散布されている。

ピット 967bは長軸約1.44m、短軸約O.90mの楕円形を呈する。壁は聞き気味に立ち上がり、

高さは確認面から約32仰を測る。床面に暗赤褐色土の遺存体がみられる。

両ピットとも詳細な時期は不明である。

(武田 修)

ピット 967c

遺構(第182図)

本ピットの大半をピット 967aに切られるが、残存部から判断して直径約O.55mの小円形を

呈する。高さは確認面から約18cmを測る。

詳細 な時期は不明である。(武田 修)

ピット 968・968a

遺構(第177図)

ピット 968はE89グリッドに位置する。ピット 968aの内部にあり、西側の床面を僅かに切り

込んで構築されている。規模は直径約O.60mの円形を呈し、壁高は確認面から約20cmを測る。

ピット 968aは長軸約1.10m、短軸約1.OOmの不整円形を呈し、壁高は確認面から約20cmで

ある。

両ピットとも詳細な時期は不明である。

遺物(第175図 23)

ピット 968から第175図 23は埋土出土である。横位の縄線文と縄端圧痕文が多用された続縄

文字津内系の土 器。(武田 修)
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ピット 969

遺構(第177図)

本ピットは E89グリッドに位置する。規模は直径約0.60mの円形を呈する。壁は iVJ字状

に立ち上がり、高さは確認面から約40叩を測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第178図-1・2) 

第178図一 1は内側からの突癌文をもち口縁部と口唇部に縄線文を施す。 2は横走沈線文上

に山形沈線文がみられる。 1・2は続縄文初頭であろう。(武田 修)

ピット 970

遺構(第182図)

本ピットは E89，F89グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.10m、短軸約0.82m

の楕円形を呈する。壁高は確認面から約20cmを測る。埋土中位から黄褐色を呈した長さ18叩程

の骨片がみられ、その直下から暗赤褐色土の遺存体を検出した。遺存体を取り除くと中央部に

径約20cm、深さ約10cmの小ピットと西壁側に径約15cm、深さ約 8cmの小ピットがみられた。

士墳墓であるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第178図 3・4，第179図 1~ 3 ，図版32-2~4)

第178図-3・4は2点とも続縄文土器の胴部片と思われる。

石器は第179図 1は有茎石銭。 2・3は両面加工ナイフ。 3点とも黒曜石製。

(武田 修)

ピット 970a

遺構(第182図)

本ピットは970ピットに南壁側を切られるものの、直径約48cmの小円形を呈する。皿状に浅

く立ち上がり、高さは確認面から約10cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第179図-4図版32-5) 

第179図 4は両面加工ナイフ。黒曜石製。 (武田 修)
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常昌川河口遺跡

ピット 971

遺 構(第182図，図版32-6) 

本ピットは G90グリッド杭の下部に位置する。セクション図に示すとおり明黒褐色砂の堆

積があり、この区域ではさらに表土下には黒褐色土がみられる。ピットはこの黒色士系の堆積

土を剥土した段階で、落ち込みを確認した。壁はほぼ垂直に立ち上がり高さは確認面から約35cm

を測る。

規模は長軸約1.40m、短軸約0.90mの楕円形を呈する。床面に暗黒褐色土の遺存体があり、

東壁端部に第178図-5に示す注目土器がやや内側に傾斜した状態で副葬されていた。

西壁側に径約20叩、深さ約17cmの小ピットがあり、それを囲むように 5点の白色粘土が出土

している。

遺 物(第178図 5・6，図版32一7) 

第178図 5は床面の上部から出土したもので本ピットに伴うものである。口径・器高とも

約15cmの注口土器である。帯縄文による円弧文が施された続縄文後北 C，・ D式。 6は宇津内

系の胴部片である。

小括

本ピットは続縄文後北 C，・ D式の土墳墓である。土器の位置から東頭位と推測できる。

(武田 修)

ピ ット 972

遺構(第182図)

本ピットは G90グリッドに位置する。規模は直径0.64mの円形を呈する。壁は丸く立ち上

がり、壁高は確認面から28cmを測る。

遺 物(第178図一 7，図版32-8) 

第178図 7は口径約11.5cm、器高約12.5cmの注口土器。徴隆起帯と帯縄文で円弧文、弧線

文が施された続縄文後北 C，・ D式。床面 出土。(武田 修)

ピ ット972a

遺構(第182図)

本ピットは南側をピット 972に切られるが、長軸0.52mの不整円形を呈する。壁は緩く立ち

上がり、高さは確認面から16cmを測る。

-242ー



第V章ピット

遺物(第178図 8~10) 

第178図 8・9は続縄文字津内系である。 9は口縁部が縮約する。 10は無文の口縁部であ

り、続縄文初頭と思われる。(武田 修)

ピット 973

遺 構(第182図，図版33-1 ) 

本ピットは F90・91グリッドに位置する。第E層の茶褐色砂を剥土した段階で落ち込みを確

認した。上部には部分的であるがベンガラが散布されており、南壁側では長さ16cm、幅10叩、

層厚 7cmの塊状となっている。この面より 4~ 5 cm下げた段階で、第178図一11に示す土器が倒

れた状態で出土した。規模は長軸1.45m、短軸1.20mの楕円形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、高さは確認面から約40αnである。床面には暗褐色砂の遺存体が長軸方向にみられ、ベ

ンガラが散布されている。南壁中央部では直径13cm、厚さ 1cmほどの円形炭化材がみられた。

遺 物(第178図1l~14，第179図 5 ・ 6 ，図版33- 2 ~ 4) 

第178図 11~14は全て埋土出土である。 11は胴部が「く」字状に強く張り出した長頚壷で

ある。口径10cm。頚部は無文帯となり、口縁直下に内側から突癌文がみられる。肩部は 4条の

縄線文と底部にかけて縦走縄文が施される。底部は欠損するが残存部の器高は29cmである。 12

は口縁部に 2個縦列の突癌文が施された続縄文字津内na式。 13は緩く外反した無文の口縁部

である。 14は半載状の沈線文と縄端圧痕文がみられる。 13・14は続縄文初頭であろう。

石器は第179図-5は片面加工ナイフ、 6は両面加工ナイフ。 2点とも黒曜石製。

小括

第178図一11の土器は出土状況から本土境墓に伴うとみてよい。長頚壷に突癌文を施す資料

は例がないが、張り出した胴部と縄線文などから興津式と宇津内na式の特徴をもっ。

時期は続縄文初頭に位置づけられる。(武田 修)

ピット 973a

遺構(第182図)

本ピットはピット 973の北壁と重複する。規模は長軸1.OOm、短軸約0.60mの楕円形を呈す

る。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約12cmを測る。

切り合い関係からピット 973より古いことは確実であるが、詳細な時期は不明である。

遺 物(第180図一 1・2) 

第180図-1は口縁部が無文となり僅かに外反する。続縄文初頭興津式相当であろう。 2の

突癌文は貫通する。続縄文字津内na式である。(武田 修)
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ピット 973b

遺構(第182図)

本ピットはピット 973に南壁側が削られている。正確な規模は不明であるが短軸約0.60mの

楕円形を呈すると思われる。壁は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から約16cmを測る。

切り合い関係からピット 973より古いことは確実であるが、詳細な時期は不明である。

(武田 修)

ピット 974

遺構(第182図)

本ピットは F90グリッドに位置する。規模は長軸約0.90m、短軸約0.50mの楕円形を呈する。

掘り込みは浅く確認面から約13cmを測る。床面に径22cm、深さ 14叩の小ピットをもっ。

詳細な時期は不明である。

遺物(第180図-3) 

第180図 3は続縄文の胴部片。 (武田 修)

ピット 975

遺構(第182図)

本ピットは F88グリッドに位置する。規模は長軸約0.80m、短軸約0.50mの楕円形を呈する。

壁高は浅く、確認面から約10cmを測る。床面に明確な遺存体は検出できなかったが、周辺の土

壌墓と同じ東壁中央部から第180図-4に示す土器が出土している。

遺 物(第180図-4，図版33-5) 

第180図-4は口径 8cm、器高 9cmの注口土器。円弧文を徴隆起帯と帯縄文で施した続縄文

後北 C，.D式。

小括

形態と長軸方向、土器出土位置から土墳墓と思われる。続縄文後北 C2・D式である。

(武田 修)
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常日川河口遺跡

ピット 976

遺構(第177図)

本ピットは C90グリッドに位置する。ピット 976aの北壁上部を切り込んで構築されている。

上部中央と北壁寄りに図示していないがくぼみ石が配置されている。南壁側の円礁を含め本ピ

ットに伴うと判断される。規模は直径約0.75mの円形を呈する。壁は iVJ字状の立ち上がり

をもち、高さは確認面から約38crnを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第180図 5) 

第180図 5は続縄文土器の胴部片。 (武田 修)

ピット 976a

遺構(第177図)

ピット 976と重複するが規模は長軸約l.10m、短軸約0.68mの楕円形を呈する。壁は垂直に

立ち上がり、高さは確認面から約26crnを測る。床面中央部に直径約40crnの赤褐色を呈した遺存

体が認められるので土墳墓であることに間違いない。

遺物は出土していないため時期は不明である。 (武田 修)

ピッ ト 977

遺構(第182図)

本ピットは F89・90グリッドにまたがって位置する。規模は直径約0.82mの円形を呈する。

壁は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から約40仰を測る。

遺 物 は 出 土していないため詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 978

遺構(第182図)

本ピットは E88グリッドに位置する。規模は長軸約0.90m、短軸約0.78mの楕円形を呈する。

壁高は確認面から約22cmを測る。南壁側に径約 8~10倒、深さ約 6~7 仰の柱穴をもっ。

詳細な時期は不明である。

遺物(第180図-6) 

第180図-6は貫通した突癌文をもち、口唇部は縄 2本で押圧した刻みが施される。続縄文
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第V章ピット

宇津内na式である。 (武田 修)

ビット 979

遺構(第182図)

本ピットは F89グリッドに位置し、大小のピットが複雑に重複している。ピット 979aの上

部を切って構築している本ピットの規模は長軸約1.60m、短軸約1.25mの楕円形を呈する。壁

高は確認面から約20cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第180図一 7・8) 

第180図-7は縦走縄文を地文に 4条の縄線文が施され、 2個の補修口がみられる。 8は縄

線文と縄端圧痕文が施される。 7・8は続縄文初頭であろう。(武田 修)

ピット 979a

遺構(第181図)

本ピットは長軸約1.30m、短軸約1.05mの不整方形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは

確認面から約50cmを測る。埋土を掘り下げた段階から各種の層内にベンガラが散布されており、

暗赤褐色土の遺存体上にも 2~3cmほど特に厚くみられ、内部から暁王自製の平玉が出土してい

る。また、北壁から東壁中央部にかけて炭化材と腐食化して黒色土となった痕跡を確認した。

壁材もしくは木郭状のものと想定されるが、長さは10cm程の短いものである。

遺 物(第180図-9・10，第179図一 7~12，図版33- 6 ~ 8) 

第180図-9は続縄文初頭。 10は縄線文の下部に半載状施文具による下方からの刺突文が施

される。続縄文字津内系であろう。

第179図 7~9 は遺存体の上部から出土した斑拍製の平玉。 10 ・ 11 は無茎石銭。 12は両面

加工ナイフ。 10はメノウ製、 11・12は黒曜石製。(武田 修)
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第V章ピット

ピット 979b・979c

遺構(第182図)

ピット 979bはピット 979と大半が重なり、北東側をピット 979aに切られるため遺存は悪い。

南西側の残存部から判断して方形の形態をもっと思われる。壁は緩く立ち上がり、高さは確認、

面から約36仰を測る。

ピット 979cはピット 979aに大半を切られるものの、残存部から判断して直径0.80mの円形

である。壁高は確認、面から約20仰を測る。

両ピットとも詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 979d・97ge

遺 構(第182図)

ピット 979dもピット 979aに大半を切られる。形態は残存部から判断して直径約0.60mの円

形と思われる。壁高は確認面から約12cmを測る。

ピット 97geはピット 979の南壁上部で僅かに重複するようである。規模は直径約0.50mの小

円形を呈する。壁高は確認、面から約25cmを測る。

両ピットとも詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ビッ ト 980

遺構(第182図)

本ピットは F90グリッドに位置する。規模は直径約0.42mの小円形であり、 20cm程の細長い

角礁が斜めに突き刺さる状態で出土している。壁高は確認面から約16cmを測る。

詳細な時期は不明である 。 ( 武 田 修)

ピット 981・981a

遺構(第182図)

両ピットは F89・G89グリッドにまたがって位置する。ピット 981の規模は長軸約0.70m、短

軸約0.60mの小楕円形を呈する。壁は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から約22cmを測る。

ピット 981aはピット 981に半分を切られる。規模は直径約0.40mの不整小円形を呈する。掘

り込みは浅く確認面から約 8cmを測る。

両ピットとも詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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ピット 982

遺構(第17図)

本ピットは E85グリッドに位置する。規模は長軸約0.70m、短軸約0.55mの小楕円形を呈す

る。壁高は確認面から約32叩で‘ある。

詳細 な時期は不明である。(武田 修)

ピット 983

遺構(第186図)

本ピットは D86グリッドに位置する。規模は長軸約2.40m、短軸約1.30mの細長い楕円形

を呈する。壁高は確認面から約20仰で、ある。床面のほぼ中央部付近に径 7~10cm、深さ 9 ~12 

cmの4個の柱穴をもっ。

遺 物(第180図一11~15) 

第180図一 11は床面出土。続縄文後北 C，・ D 式。 12~14は続縄文字津内1I b式。 15は同1Ia 

式。 ( 武田 修)

ピット 983a

遺構(第186図)

ピット 983の上面精査中に黒褐色砂の落ち込みを確認した。規模は直径約0.50mの円形を呈

し、ピット 983の床面を切り込んで構築されている。壁高は確認面から約30αnで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第180図一16)

第180図一16は続縄文土器の胴部片。 (武田 修)



常日川河口遺跡

ピット 984

遺構(第186図)

本ピットは D86，日86グリッドにまたがって位置する。ピット 984a、984b同様に表土を剥

土した段階で落ち込みを確認した。ピット 984aに北壁を切られるものの規模は長軸約1.70m、

短軸推定1.10mの楕円形を呈する。壁高は確認面から約50cmで、ある。

後北 C，・ D式のピット 984aより古い時期である。形態的に見て土壌墓と思われる。

遺物(第183図 1) 

第183図一 1は埋土出土である。続縄文字津内系の胴部片。 (武田 修)

ピット 984a

遺 構(第186図，図版34-1) 

本ピットは長軸約1.58m、短軸約1.10mの楕円形を呈する。壁は聞き気味に立ち上がり高さ

は確認面から約48叩である。各埋土層は比較的急斜な堆積状況をみせる。床面に層厚 2仰の茶

褐色土で粕性をもった遺存体がみられる。東壁に接して第183図 2に示す注口土器が正立の

状態で出土している。

遺 物(第183図 2，図版34-2) 

第183図 2は床面出土。口径約20cm、器高約22.5cmの注口土器。徴隆起帯と帯縄文の円弧

文が施される。注口部の一部は欠失する。続縄文後北 C，・ D式。

小括

続縄文後北 C，・ D式の土墳墓である。歯骨は検出できなかったが頭位は土器が副葬された、

東壁側と思われる。(武田 修)

ピット 984b

遺構(第186図)

本ピットはピット 984に南壁側の大半を切られている。規模は長軸約1.15mの楕円形を呈す

ると思われる。高さは確認面から約38cmを測る。

詳細な時期は不明で あ る 。 ( 武 田 修)
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第V章ピット

ピット 985

遺構(第186図)

本ピットは D87グリッドに位置する。ピット 985a・985b・985c・985dの各ピットを切り込

んで構築されているが、西壁上端部は149号竪穴に切られている。規模は長軸約1.80m、短軸

約1.40の楕円形を呈する。壁は垂直に立ち上がり、高さは確認面から約54叩を測る。

遺 物(第183図 3 ・ 4 ，第184図，第179図一 13~15，図版34- 3 ~ 6) 

第183図-3は床面出土。口径20cm、器高27cmの中型土器。口縁部に突癌文が施され、 4個

の小突起をもっ。 4は口径18cm、器高23cmの中型土器。埋土出土。口縁部に突癌文が施され、

山形突起をもっ。 2個単位とした複数の山形突起で、構成されていたと思われる。 3・4は続縄

文字津内na式。

第184図一 1~ 3は口縁部に突癌文をもち、 lは2条の縄線文が垂下する。 2は撚糸文を地

文とし、胴部は弧状を呈する。 3は縄線文が施される。 3点とも続縄文字津内na式である。

4~6 は沈線文が施される。 7 は縦横に縄端圧痕文が押捺される。 4~7 は続縄文初頭であろ

う。

石器は第179図-13は両面加工ナイフ。 14・15は削器。 3点とも黒曜石製。(武田 修)

ピット 985a・985b

遺構(第186図)

ピット 985aは西壁をピット 985に切られるものの、長軸約1.15m、短軸は0.75m程の楕円形

であろう。壁高は確認面から約20cmを測る。

ピット 985bの大半は149号竪穴とピット 985に切られており、検出できたのは東壁の一部だ

けである。形態は楕円形を呈すると思われるが詳細は不明である。壁高は確認面から約20cmで、

ある。

両ピットとも詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 985c・985d

遺構(第186図)

ピット 985cはピット 985とピット 985bに切られており、正確な形態は不明である。壁高は

確認面から約14倒を測る。

ピット 985dは東壁から南壁にかけてピット 985に切られている。残存部から判断して長軸約

1.00mの楕円形と思われる。壁高は確認面から約32cmで、ある。
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両ピットとも詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 986

遺 構(第186図，図版35-1) 

本ピットは D85，E85グリッドにまたがって位置する。表土を剥土した段階で、暗黒褐色砂の

落ち込みを確認した。規模は長軸約1.80m、短軸約1.35mの不整方形を呈する。壁は床面から

聞き気味に立ち上がり、暗黒褐色砂の堆積部分では有段化するように大きく開く。高さは確認

面から約64cmを測る。

床面には粘性をもった暗茶褐色土の遺存体がみられ、東壁側から破壊された土器とやや内側

に傾斜した状態で、完形土器が出土した。破壊された土器の北側約20cmに歯骨があり、完形土器

の下面に頭部の輪郭と歯骨を検出した。完形土器の中ほどには 7~8cmほどの白色粘土の塊が

納められてあった。

遺 物(第185図 1・2，第179図 16・17，図版35-2 ~ 5) 

第185図-1・2は遺体上から出土した。 1は補修口のある後側の一部は欠失するが、口径

約19側、器高約21.5cmの注口土器。 2個 1対の小突起をもっ。馬鞍状の文様を沈線文、帯縄文、

列点文で現わし、口縁部も縦位、斜位に短沈線文、列点文が施される。内部は煤が最も厚い箇

所で 2mmほど付着する。 2は破壊されていた土器で、ある。口径約20cm、器高約22cmの中型土器

で、口唇部に 2個 1対、 l個 l対の小突起をもち、刺突が加えられる。器面は帯縄文による円

弧文、弧線文が施される。 2点とも続縄文後北 C，・ D式である。

石器は第179図一16は無茎石銭。 17は削器。 2点とも黒曜石製。

小括

本ピットの時期は続縄文後北 C，・ D式期。東頭位の二体合葬の土壌墓である。

(武田 修)

ピット 986a

遺構(第186図)

本ピットはピット 986に大半が切られるものの、残存部から判断して楕円形を呈すると思わ

れる。短軸約O.60m、壁高は確認面から約32cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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ピット 987

遺構(第41図)

本ピットは148a号竪穴の床面精査中に検出した。酉壁側は明確に捉えることができなかっ

たものの、長軸O.93mの楕円形を呈する。床面から第185図-3・4に示す土器が 2点とも伏

せた状態で、出土している。壁高は148a号竪穴の床面から約 6cmで‘ある。

遺 物(第185図-3・4，図版35-6・7)

2点とも床面出土である。第185図 3は口径約11.5個、器高約 9cmo 4は口径約11側、器

高約9.5cmの注口土器。 3は徴隆起帯と帯縄文、 4は帯縄文を弧線状に施した続縄文後北 C，・

D式。 2点とも注口の一部が欠失する。

小括

本ピットは後北 C2・D式である。遺存体は検出されず、土器の配置からも土墳墓とは考え

られない。 148a号竪穴に伴う施設と思われる。(武田 修)

ピット 988

遺 構(第188図，図版36-1 ) 

本ピットは F87・88グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.30m、短軸約O.85mの

楕円形を呈する。ピット 988aの東壁端部を僅かに切り込んでいる。壁は南壁側がやや開き気

味であり、高さは確認面から約30cmで、ある。床面には茶褐色土の遺存体がみられ、東壁側から

歯骨が検出されている。土器は東壁の径20cm、深さ15cmの小ピット内に正立の状態で副葬され

ている。

本ピットと隣接するピット 989の上部には長軸1.OOm、短軸O.70mの焼土が被さっていたが

関連は不明である。

遺 物(第187図一 1，第179図一18，図版36-2) 

第187図 lは床面出土である。口径約26.5側、器高約29叩の大型土器。 2個 1対、 1個 1

対の小突起をもっ。徴隆起帯と帯縄文を放射状、菱形状に施した続縄文後北 C，・ D式。

第179図 18は南壁上部から出土した淡青色のガラス玉。

小括

本ピットは続縄文後北 C，・ D式であるが、同時期のピット 988aと僅かに重複し、本ピット

が新しい。東頭位である。(武田 修)
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ピット 988a

遺 構(第188図，図版36-4) 

本ピットはピット 988のやや西側に位置し、一部は重複する。規模は長軸約1.32m、短軸約O.76 

mの楕円形を呈する。壁は開き気味に立ち上がり、高さは確認面から約26cmを測る。床面には

暗茶褐色士の遺存体がみられ、頭部の膨らみや大腿部骨がかろうじて観察することができたも

のの、取り上げは不可能であった。

ピット 988同様に径約12側、深さ約 4cmの小ピットが東壁側にあり、第187図-2に示す土器

が置かれ、頭部と土器の聞に鉄製万子が副葬されていた。

遺 物(第187図 2 ，第179図 19~21，図版36- 3 ，図版37-1~3)

第187図 2は床面出土である。口径約19.5cm、器高約17cmの中型土器。浅い波状口縁部で

あり、一部は欠失する。帯縄文により円弧文を施した続縄文後北 C，・ D式。

第179図一19は長さ 14.7cm、幅2.5cmの鉄製万子。柄部には撚紐が巻き付けられている。石器

は20・21は無茎石銭。黒曜石製。

小括

本ピットは東頭位の続縄文後北 C2・D式の土壌墓である。 (武田 修)

ピット 989

遺 構(第188図)

本ピットは E87グリッドに位置する。規模は直径0.84mの円形を呈する。壁高は確認面から

10cmを測る。上部には焼土が被さっている。(武田 修)

ビッ ト 990

遺 構(第188図，図版37-4) 

本ピットは F87，G87グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.38m、短軸約0.75m

の楕円形を呈する。壁高は確認面から約20叩を測る。床面のほぼ全面に暗茶褐色土の遺存体が

みられ、大腿部と思われるやや固めの黄色部も残存している。頭部の輪郭や歯骨は検出できな

かったが、東壁端部に正立の状態で、土器が副葬されており、他のものと同様の東頭位と思われ

る。

遺 物(第187図 3 ，第179図 22~24，図版37-5~8)

第187図 3は床面出土である。口径約17cm、器高約16.5cmの中型土器。口縁部の一部は欠

失するが、 4個の小突起をもっ。帯縄文を直線、弧線状に施した続縄文後北 C2・D式。内部

-261ー



常呂川河口遺跡

に煤が付着する。

石器は第179図 22・23は小型の無茎石銭。 24は表裏面とも調整は粗いが、鈷先鍛と思われ

る。 3点とも黒曜石製。

小括

本ピットは続縄文後北 C，・ D式の土壌墓である。
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ピット 990a・990b・990c

遺構(第188図)

ピット 990aはピット 990に南壁と床面の一部、北壁をピット 990b、東壁をピット 990cVこ切

られているため遺存はわるいが、規模は直径0.70mの円形を呈する。 8cmほどの浅い皿状の掘

り込みである。南壁側の床面に径 1cmほどの樹枝状の炭化材が20αnの範囲にまとまっている。

ピット 990bは直径約0.80mの円形を呈し、ピット 993に北壁の上部を切られる。壁高は確認

面から約30仰を測る。

ピット 990cは直径約0.48mの円形を呈する。壁高は確認面から約16佃を測る。

3ピットとも遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピ ット 991

遺構(第188図)

本ピットは G87グリッドに位置する。上面に直径80cm、層厚約 1cmの焼土が認められる。

規模は長軸1.28m、短軸0.80mの楕円形を呈する。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約

20cmをt則る。

上部検出の焼土との新旧関係、詳細な時期は不明である。

遺物(第187図 4・5，第189図 1~ 4) 

第187図 4・5は同心円文を配する宇津内nb式。

第189図 1は宇津内nb式。 2は同 na式。 3は続縄文。 4は縄文晩期

(武田 修)

ピ ット 992

遺構(第188図)

本ピットは G87グリッドに位置する。規模は直径約0.62mの円形を呈する。壁は iVJ字状

に緩く立ち上がり、高さは確認、面から約22叩を測る。特に床面に堆積する暗褐色砂には 1cmほ

どの炭化粒が混入する。

詳細な時期は不明である。

遺物(第189図-5) 

第189図 5は埋土出土。円形文を施した縄文晩期。 (武田 修)
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ピット 993

遺構(第188図)

本ピットは F87，G87グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.20m、短軸約0.80m

の楕円形を呈する。ピット 990bの東壁上部を僅かに切り込んでいる。壁は緩く立ち上がり、

高さは確認面から約14cmを測る。遺存体はほぼ中央部にあり、東壁に接して第179図 25~30 

に示す石鎌が出土している。

続縄文期の土墳墓と思われるが詳細な時期は不明である。

遺 物(第179図 25~30，図版37- 9 ~14) 

第179図 6点ともピット 990と同ーの小型無茎石銭。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 994

遺構(第182図)

本ピットは F89グリッドに位置する。規模は長軸約1.25m、短軸約0.92mの楕円形を呈する。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認面から約35仰を測る。床面に暗茶褐色を呈した遺存体

が認められたが、その状況から屈葬と判断される。東方向の頭部から歯骨も検出された。ガラ

ス玉も頭部付近から集中して出土した。

遺物(第190図 1~1 7) 

第190図 1 ~17のガラス玉は径 3~4mmで、あり淡青色を呈する。

小括

東壁側に土器はみられないが頭位方向、ガラス玉の出土から続縄文後北 C，・ D式の土墳墓

と 思われる。(武田 修)

ピット 995

遺構(第182図)

本ピットは F89グリッドに位置する。規模は径約0.60mの小円形を呈する。壁高は確認面か

ら約30cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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ピット 996

遺構(第182図)

本ピットは F89グリッドに位置する。規模は直径0.50mの小円形を呈する。壁は iVJ字状

に立ち上がり、高さは確認面から32cmを測る。

遺物(第189図-6) 

第189図-6は埋土出土。器壁の薄い口縁部に内側から突癌文を施される。縄文晩期前葉。

(武田 修)

ピット 997

遺 構(第182図，図版38-1) 

本ピットは F90，G90グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約1.20m、短軸約0.70m

の長方形を呈する。掘り込みは浅く、壁高は確認面から約20cmで、ある。東壁端部がやや外側に

張り出し、第189図 7の小型土器が正立の状態で副葬されている。埋土の茶褐色砂層には 1

~1. 5mmほどの枝状の炭化物が多量に含まれている。遺存体は暗黄褐色土を呈し、取り上げは

出来なかったが骨部の箇所は周辺の土質より硬化している。頭部から歯骨も検出された。

石器は北壁側の床面近くや遺存体に接して出土したもので本ピットに伴うと判断される。

遺 物(第189図一 7 ，第190図一 18~21，図版38- 2 ~ 6) 

第189図一 7は床面出土。口径は17.8x 14cmの楕円形であり、擬縄隆帯が横走する。端部は

波状を呈するものの一つは破損する。器高は13.3cm。波状口縁の下部を含め 4個の縞縄文が楕

円形に配置され、その空間を上下に弧線状の縞縄文を施す。続縄文後北 C，・ D式。

第190図 18~20は細身の石銭。 21は先端部が折れて出土した大型の石銭。全て黒曜石製で

ある。

小括

本ピットは続縄文後北 C，・ D式の土墳墓である。長方形を呈し、東壁端部に袋状の小ピッ

トをもった東頭位の屈葬である。(武田 修)

ピット 998

遺構(第188図)

本ピットは F88グリッドに位置する。規模は直径約0.68mの円形を呈する。掘り込みは極め

て浅く約10cmである。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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ピット 999

遺構(第159図)

本ピットはc'82グリッドに位置する。規模は直径1.10mの円形を呈する。高さは確認面か

ら約50cmを測る。

遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 1000

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の床面精査中に竪穴の南壁から検出された。大部分が152号竪穴に切ら

れているため規模・形態は不明である。壁高は確認面から52cmを測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ピット 1001

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の南側にあり、北側を152号竪穴に切られ、西側は撹乱を受けているた

め規模・形態は不明である。壁高は確認面から50cmを測る。

床面から遣存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の下からはベンガラが

検出されている。遺存体の上から暁拍製の平玉 1点と飾り玉 1点、擦石が出土している。

遺 物(第189図-8 ，第190図 -22~24，図版38- 7) 

第189図-8は細い円形刺突文が施される。縄文晩期中葉。

第190図-22は軽石製の擦石。磨り面が浅い弧状を呈し、細長い使用痕が見られる。 23は暁

拍製の飾り玉。 24は暁拍製の平玉。

小括

本ピットは土墳墓であるが、規模・形態及び時期も不明である。 (佐々木覚)

ピット 1002

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の南東に位置し、規模は長軸約1.20m、短軸約1.OOmの楕円形を呈す

ると思われる。壁高は確認面から50cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の東側から歯骨が確認
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されている。

遺 物(第190図 25~28，図版38- 8 ~1 1) 

石器は遺存体の上から出土した第190図-25・26が石鎖。 27は石槍。 28は埋士出土の石槍。

いずれも黒曜石製。

小括

長軸は東 西方向で頭位は東であるが、時期は不明である。

ピット 1003

遺構(第193図)

(佐々木覚)

本ピットは152号竪穴の床面から検出されたピットである。規模は長軸約1.10m、短軸約O.80 

mの楕円形を呈し、壁高は152号竪穴床面から14cmを測る。埋土中からは黒曜石のフレークが

l点出土したのみである。 ( 佐 々 木 覚 )

ピット 1004

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の床面から検出された。規模は長軸約1.28m、短軸約1.OOmの楕円形

を呈し、壁高は確認、面から22cmを測る。(佐々木覚)

ビット 1005

遺 構(第193図)

本ピットは B92グリッドに位置し、規模は長軸約1.52m、短軸約1.38mの円形を呈する。壁

高は確認面から60cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。

遺物(第189図-9・10，第190図 29)

第189図 9は口径3.7cm、器高3.4cmのミニチュア土器。口縁部に 3条の横走沈線文が施さ

れるが、下段の沈線文は円形刺突文で分断される。 10の口唇部は内外から刻みが加えられ、口

縁部は 2条の横走沈線文が施される。縄文晩期後葉から続縄文初頭と思われる。

石器は第190図-29が黒曜石製の削器。 (佐々木覚)
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ピット 1006

遺構(第191図)

本ピットはピット 1002の南側に約30cm離れて検出された。東側をピット 896aに切られてい

るが規模は長軸約2.10m、短軸約1.84mの楕円形を呈すると思われる。壁高は確認面から50仰

を測り、垂直に立ち上がる。

床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められていることから土墳墓と考えら

れる。

時期は不明である。

遺 物(第189図 11~13，第190図 30~32，図版39- 1 ) 

第189図 11は口径10.3cm、器高9.8cmの続縄文初頭。口唇部に刻みと 1対の突起をもっ。口

縁部には 2 本 l 組の沈線文を 2 段に巡らし、聞に 2~3 本 1 組の斜めの沈線文を配す。 12は口

縁直下が無文帯となり、 2段の縄端圧痕文聞に 4条の縄線文が施される。興津式相当であろう。

13は頭部が無文の壷形土器。口縁部は 2条の横走沈線文と 2個の突起をもち、肩部も 2条の横

走沈線文が施される。

石器は第190図-30が無茎石銭。 31が掻器。 32は削器。いずれも黒曜石製。

(佐々木覚)

ピッ ト 1006a

遺構(第191図)

本ピットはピット 1006の南東側に検出された。北西側がピット 1006に切られているが規模は

長軸約0.96m、短軸約0.60mの楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から32cmを測る。

ピット床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が検出されていることから土墳墓と

考えられる。

時期は不明である。

遺 物(第189図 14，第190図 33~37，図版39-2~ 4)

第189図 14は口径約8.5cmの壷形土器。口縁部と胴央部の沈線文聞に 3本単位の山形沈線文

を施し、円形刺突文を加える。続縄文興津式相当であろう。

石器は第図190-33は玄武岩製のナイフ。 34は黒曜石製のナイフ。 35は黒曜石製の掻器。 36

は泥岩製の磨製石斧の刃先。 37は石質不明の装身具。(佐々木 覚)
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ピット 1006b

遺 構(第191図，図版39-5) 

本ピットはピット 1006aの東側から検出され、規模は長軸約0.85m、短軸約0.74mの楕円形

を呈する。壁高は確認面から46cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

床面には遣存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の上から第図 15の土

器と第192図-9の装身具が出土している。遺存体の中から第192図 2~8 の石器が出土して

いる。床面からは第192図一 1の装身具が出土している。遣存体の形態から頭位は西方向と考

えられる。

遺 物(第189図一 15~17，第192図，図版39-6 ~ 8，図版40-1 ~ 7) 

第189図一15は遺存体の上から出土した土器で、口径12.8cm、器高12.7cmの小型土器。口唇部

にl個の山形突起と口縁部に突癌文が施される。底部は意識的に破損されている。続縄文字津

内IIa式である。16は壷形のミニチュア土器。続縄文初頭であろう。17は縄文晩期中葉であろう。

石器は第192図 1 は床面出土の硬質頁岩製の装身具。中央に孔を穿つ。 2~6 は石嫉。 7

はナイフ。 8は泥岩製の片刃磨製石斧。 9は硬質頁岩製の装身具。 1と同様に中央に穴を穿つ。

1・8・9以外は黒曜石製。

小括

本ピットは墳墓である。長軸は東一西方向で、頭位は西である。

時期は続縄文字津内 IIa式期と考えられる。 (佐々木覚)

ピッ ト 1007

遺 構(第193図，図版40-8) 

本ピットは152号竪穴の南約90cmに位置し、規模は長軸約1.60m、短軸約1.26mの楕円形を

呈する。壁高は確認面から72cmを測り、垂直に立ち上がる。

床面には遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められた。遺存体の形態から頭位は東

方向と考えられる。遣存体の内部から削器、白色粘土、軽石が各 1点ずつ出土している。

遺 物(第195図一 1~ 4，第197図一 1・2，図版40-9・10)

第195図-1・2は縄文晩期中葉。 3・4は縄文晩期前葉。埋土出土。

石器は第197図一 1は遺存体の中から出土した黒曜石製の削器。埋土からは黒曜石製の両面

加工ナイフが出土している。

小括

本ピットは土墳墓である。長軸は東 西方向で頭位は遺存体の形態から東方向と考えられる。

時期は 不 明 で あ る。(佐々木覚)
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ピット 1008

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の東壁から検出されているが、規模・形態ともに不明である。壁高は

確認面から35cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1009

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の北壁から検出されている。規模は約2.00mの円形を呈する。壁高は

確認面から70cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1010

遺構(第193図)

本ピットは A92グリッドに位置し、長軸約1.18m、短軸約1.OOmの楕円形を呈する。壁高は

確認面から27cmを測る。埋土から第195図 5の土器が一括出土している。

床面の一部にはわずかに遺存体と思われる暗茶褐色砂が認められた。

遺 物(第195図-5~ 8，第197図 3，図版41-1 ) 

第195図-5は埋土から一括出土した口径15.5側、器高18.8cmの鉢形土器。口唇部に 2対の

突起をもち、胴部は縞縄文を縦横に配している。時期は続縄文後北 C，・ D式と考えられる。

6は一部のみであるので口径・器高ともに不明である。胴部に徴隆起線文と帯縄文・列点文を

もっ続縄文後北 C2・D式。 7・8は縄文晩期。

石器は第197図 3が黒曜石製の有茎石鍍。

小括

本ピットは土墳墓で時期は続縄文後北 C，・ D式期と考えられる。

(佐々木覚)

ピット 1011

遺構(第193図)

本ピットは152号竪穴の西側に約1.50m離れて検出された。規模は長軸約1.50m、短軸約1.30 

mの楕円形を呈する。壁高は確認面から25cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)
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ピット 1012

遺 構(第194図，図版41-3・4)

本ピットは156号竪穴の床面精査中に検出された。規模は長軸約0.80m、短軸約0.42mの楕

円形を呈し、壁高は156号竪穴の床面から12叩を測る。

床面には遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、南西側の遺存体上から第195

図-9の土器が出土している。粘性をもっ茶褐色砂の中から暁拍製の平玉98点とそれに繋がっ

た状態で、管玉 5点が出土している。土器の下から石鎌 9点と削器 1点が検出されている。

遺 物(第195図-9 ~13，第197図- 4 ~31，図版41- 2，図版42)

第195図-9は遣存体の上から出土した続縄文字津内 IIb式期である。口径8.8cm、器高9.7 

cmで、口縁部の上面観は菱形をしている。口唇部に大突起 1対と小突起 l対があり、大突起の下

には隆帯が垂下し、小突起の下には「ハj字状に隆帯が施される。口唇部内側に 1条、口縁部

に4条の縄線文が巡らされ、その下に縄端圧痕文が施されている。 10は埋土から出土した口径

12. 7cm、器高12.8cmの鉢形土器。口唇部に l個の小突起が向かい合わせに 2対あり、口縁部に

突癌文が施されている。胴部は地文の縦走する撚糸文のみである。続縄文字津内 IIa式である。

11は続縄文初頭。 12・13は縄文晩期。

第197図 4~8 は硬質頁岩製の管玉。 9 は瑛拍製の玉。 10は暁拍製の平玉。石器では遺存

体の上から第197図 11~19の無茎石銀、 20の頁岩製の削器が出土。埋土からは21~29が無茎

石銭。 30が石槍。 31は掻器。 20以外は黒曜石製。

小括

本ピットは土墳墓である。長軸は北東一南西方向であり、頭位は琉拍玉出土の形態と位置か

ら南西方向と考えられるが断定はできない。

時期は続縄文字津内 IIb式期と考えられる。 (佐々木覚)

ピット 1013

遺 構(第196図，図版43-1 ) 

本ピットは H92・192グリッドにかけて検出された。規模は直径約1.25mの円形を呈する

と思われる。壁高は確認面から39仰を測る。

床面には遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の上から第198図-1 

~3 の土器 3 点と原石を多用した暁拍製の装身具106点、石斧 I 点、白色粘土 2 点が出土して

いる。

遺 物(第198図 1~ 4 ，第197図 32~48，図版43- 2 ~ 4 ，図版44-1~ 4)

第198図 1は口径9.4cm、器高9.2cm。口縁部に突癌文をもち、胴部は地文の撚糸文のみで
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ある。 2は口径5.4crn、器高7.1cm、胴部6.4cmの壷型土器。口縁部から胴部にかけて縄線文を

7条巡らし、縄端圧痕文を施している。底部は丸みを帯びる。 3は口径8.6倒、器高10.6cm。

口唇部に突起が 1対あり、胴部は無文で、底部は平底である。 4は続縄文初頭。

石器は第197図 32は遺存体の上から出土した泥岩製の片刃磨製石斧。 33~44は暁拍製の装

身具。埋土からは45は無茎石鉱。 46~48は黒曜石製の削器。

小括

本ピットの頭位は暁王自の出土位置から南西方向ではないかと考えられるが断定はできない。

時期は出土土器から続縄文初頭と考えられる。(佐々木 覚)

十ー92 s 
管玉

一・a'

1012P 

守一 一号;s∞m

。
m
 茶褐色砂

(粘性を有する)

第194函 ピット 1012平面図

277ー



aa
・

門
川
川
川
川
け
ハ
ハ
M
川

唱""~1lI!〆'1Iff.押す穂、
引二M袖-":-，".，，，~ 角

Aι lJ 2 
o 5cm 

hh峨箆Z23z W 舗 が

;

t

i

t

i

-

J

 

ナ
ιト
ト
JJ

門
川
Mtflit--

ノ
r
J
J
い，れ川町一

⑦ 

， ， ， ， 
， 

J ， 
'-1 

、

418 
受注 ¥ 

禦轡轍当裁で謀議¥

11 

喝髄鰍議糊

ピット 1007埋土(1~4) 、 1010埋土 (5~8) 、 1012遺体上 (9) ・埋土(1O~13)出土土器

-278ー

第195図



第V章ピット

b."-._ 1013P 

叫
一.a' オ1::-92

a.-
¥・b'

撹乱

。
m
 

a • 
~， 

一一・5.200m

暗褐色砂

茶褐色砂
(粘性を有する)

b -E蜘 m

コ斗

第196図 ピット 1013平面図

279ー



ζ二二〉

=::. 
<:::0> 

髄7I鶴118

ζ 〉 = 

26 

ー043-⑥44
0 ① 

-=--

"'守司自

19 

u-_~~口6111i す①。(一OJ 9 10  。。 ロE

〈二〉 =・

高品12高3~14 議 5 轟 6

〈こ〉 c:> c> 〈二〉 〈ご二三〉

20 
==三:::>

〈二〉

蹴事 /¥  
。 3cm 

収βゆJ-2iEGP
。δ ヤヤヤ@⑥8GwU  A4142  

①∞ 

〈二二三::>46 
くごご三::，.47 

~三ユ 48

第197図 ピット 1007床面(1)・埋士 (2) 、 1010埋士 (3) 、 1012遺体内 (4~10)・遺体上(11~20) 
・埋土(21~31)、 1013遺体上 (32~44) ・埋土 (45~48) 出土石器・琉泊玉・管玉

280一



第V章ピット

ピッ ト 1014

遺構(第94図)

本ピットは153号竪穴の北側に検出されているが、洪水時の川岸崩落により大半が失われて

いるため規模・形態ともに不明である。壁高は確認面から60cmを測る。

床面に遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の北東側から歯骨が検出

された。

遺 物(第198図-5 ~7 ，第202図一 1 ・ 2 ) 

第198図-5は口縁部に突癌文の施された宇津内 IIa式。 6 • 7は縄文晩期。埋土出土。

石器は第202図 1が有茎石録。 2は削器。黒曜石製。埋士出土。

小括

本ピットは洪水のための崩落により規模・形態は不明であるが土墳墓と考えられる。長軸は

北東 南西にあると考えられ、歯骨の位置から頭位は東方向である。

時期は不明である。 (佐々木覚)

??m  

第198図 ピット 1013遺体上(l~3) ・埋土 (4) 、 1014埋土 (5~7) 出土土器
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常呂川河口遺跡

ピット 1015

遺構(第214図)

本ピットは157号竪穴の南壁に検出された。規模はピットの北側半分が157号竪穴に切られて

いるため短軸は不明であるが長軸約1.18mの楕円形を呈するものと思われ、壁高は確認面から

8叩を測る。ピット上面から第199図 1の土器が出土している。

遺 物(第199図一 1，図版44-6) 

第199図一 1は埋士出土。 4個の突起をもち、突起の下に同心円文を配する。同心円文の下

には「ハ」字状に隆帯を垂下させる。それぞれの同心円文は横走する隆帯で連結される。口径

28. 5cm、器高41.2cmの宇津内lIb式。(佐々木覚)

ピット 1016

遺 構(第200図，図版44-8) 

本ピットは F91グリッドに位置し、規模は長軸約1.23m、短軸約1.12mの隅丸三角形を呈す

る。壁高は確認面から26cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。ピット埋土中から 7点の喋と第199

図-5の土器が出土している。

遺 物(第199図-2 ~5 ，図版44- 7) 

第199図 2は宇津内1Ia式。 3は宇津内式の底部。 4は宇津内1Ib式の底部。 5は3分の

l を欠くが口径約12cm、器高約30cmのの壷型土器。口縁部に吊り耳をもち、縄線文を 5~6 条

横走させ、その下に縄線文を縦に施す。続縄文初頭。(佐々木 覚)

ピット 1017

遺構(第210図)

本ピットは F93グリッドに位置し、大半が撹乱を受けているため規模は不明であるが楕円形

を呈するものと考えられる。壁高は確認面から約40叩を測る。ピットの南側から大型の礁が 5

点検出されているが、このピットに伴うものかどうかは不明である。

床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、床面から黒曜石製のナイフが

出土されている。土墳墓と考えられる。

時期は不明である。

遺 物(第202図-3，図版45一1)

第202図 3は床面出土の黒曜石製ナイフ。 (佐々木覚)
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第199図 ピット 1015埋土(1)、 1016埋土 (2~5) 出土土器
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常呂川河口遺跡
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第V章ピット

ピット 1018

遺構(第210図)

本ピットは151号竪穴の南西角に接して検出された。規模は長軸約l.08m、短軸約0.94mの

楕円形を呈し、壁高は確認面から26cmを測る。床面には遺存体と思われる粘性をもった茶褐色

砂が認められていることから土壌墓と考えられる。

時期は不明である。

遺 物(第202図 4，図版45-2) 

第202図 4は埋土出土でメノウ製の有茎石銭。 (佐々木覚)

ピット 1019

遺 構(第201図，図版45-3) 

本ピットは F92グリッドに位置する。規模は径約l.10mの円形を呈し、壁高は確認面から62

cmを測る。床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の形態から頭

位は南方向と考えられる。遺存体の上と中から石鍍 7点とナイフ・掻器が各 1点出土している。

また、頭部の下から琉抽玉73点が検出された。

遺 物(第205図-1，第202図 5~20，図版45-4~15)

第205図-1は埋土出土で縄文の地文のみの口縁部。続縄文初頭と考えられる。

石器は第202図 5 ~17が遺存体の上と中から出土している。 5~1lは黒曜石製の無茎石簸。

12は頁岩製のナイフ。 13は頁岩製の掻器。 14~17は暁拍の原石を利用した装身具。埋土からは

18・19は黒曜石製の無茎石銭。 20は頁岩製の有茎石銭。

小括

本ピットは土壌墓である。頭位は遺存体の形態から南方向と考えられるが、時期は不明であ

る 。(佐々木覚)
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第V章ピット

ピット 1020

遺構(第210図)

本ピットは151号竪穴の南側から約40cm離れて検出され、規模は長軸約1.30m、短軸約O.86 

mの楕円形を呈する。壁高は確認、面から17仰を測 る。 (佐 々木 覚)

ピット 1021

遺構(第210図)

本ピットは E92グリッドにあり、規模は径約1.70mの不整円形を呈し、壁高は確認面から63

cmを測る。

遺物(第202図-21)

第202図 21は黒曜石製の削器。 (佐々木覚)

ピット 1022

遺構(第210図)

本ピットは151号竪穴の東壁に接して検出され、規模は径約1.OOmの不整円形を呈する。壁

高は確認面から22cmを測る。埋土上層から大型の礁が 1点検出された。

遺物(第205図-2) 

第205図-2は埋土出土。口唇部に刻みをもち、口縁部に突癌文を施す続縄文字津内lIa式。

(佐々木覚)
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第V章ピット

ピット 1023

遺 構(第203図，図版46-1) 

本ピットは H93，193グリッドに位置し、規模は長軸約1.15m、短軸約0.87mの楕円形を呈

する。壁高は確認面から53cmを測る。ピット上面から第205図-3の土器が出土している。

床面からは遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められ、遺存体の形態から頭位は西

方向と考えられる。南西側の遺存体の上面から石斧が l点、南壁際から白色粘土が出土してい

る。床面壁際に柱穴が 9本検出された。

遺 物(第205図 3・4，第202図 22・23，図版46-2 ~ 4) 

第205図 3はピットの上面から出土している。口径6.4cm、器高7.8叩の壷型土器。口縁部

は外反し、胴部は地文の縦走する縄文のみである。続縄文初頭興津式に相当される。 4は続縄

文初頭。

石器は第202図-22は緑色泥岩製の磨製石斧。 23は黒曜石製の削器。

小括

本ピットは土墳墓と考えられ、長軸は南西 北東方向で頭位は西と考えられる。時期は続縄

文初頭興津式相当であろう。(佐々木覚)

ピット 1024

遺構(第210図)

本ピットは E92・93，F92・93に位置する。規模は径約0.85mの円形を呈し、壁高は確認、面

から28cmを測る。

遺 物(第205図-5 ~11，図版46- 5) 

第205図-5は口径4.7cm、器高5.1叩の無文の小型土器。続縄文初頭。 6~9 ・ 11は続縄文。

10は続縄文初頭。埋土出土。(佐々木覚)

ピット 1025

遺 構(第204図，図版47-1 ) 

本ピットは F91グリッドに検出された。規模は長軸約1.58m、短軸約0.98mの楕円形を呈し、

壁高は確認面から56c加を測り、壁は垂直に立ち上がる。

床面からは遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められた。頭部と考えられる遺存体

の下から東側にかけて土器が一括出土しており、頭部の北側からは第202図 42~44の濃青色

のガラス玉が 3点出土している。北側の遺存体の中から第202図 24~41の小型の無茎石鍍カ"18
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第203図 ピット 1023平面図

点出土している。

遺 物(第205図 12~ 15，第202図 24~45，図版47- 3 ~21) 

第205図 12は床面から出土した土器。口径17.7倒、器高18.8cmで、口縁部に横方向の擬縄隆

帯を巡らし、胴部は帯縄文が施されている。続縄文後北 C2・D式の古手の土器と考えられる。

埋土から13・14は宇津内 na式。 15は縄文晩期。

石器は第202図 -24~41は床面の北側から出土した黒曜石製の無茎石鍛で、ある。 42~44は濃

青色のガラス玉。 45は埋土出土の黒曜石製の削器。

小括

本ピットは土墳墓である。長軸は北一南方向にあり、頭位は遺存体の形態から南方向と考え

られる。時期は床面出土の土器から続縄文後北 C，・ D式の古い時期のものと考えられる。

(佐々木覚)
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第V章ピット

ピット 1025a

遺構(第204図)

本ピットはピット 1025の南側に検出された。規模は長軸約0.70m、短軸は不明であるが、楕

円形を呈するものではないかと思われる。壁高は確認面から48cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。

床面からは遺存体と考えられる粘性をもった茶褐色砂が認められ、埋土中からは骨片が検出

されている。土壌墓と考えられる。

時期は不明である。 (佐々木覚)

ビット 1025b

遺構(第210図)

本ピットはピット 1025の南西側にあり、規模・形態ともに不明であるが、壁高は確認面から

12cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1025c

遺構(第210図)

本ピットはピット 1025の北西にある。東側の一部がピット 1025に切られている。規模は径約

1. 40mの円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から56cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。

埋土は 8層あり、床面には遺存体と考えられる粘性をもった茶褐色砂が認められ、一部には

ベンガラが散布され茶褐色砂が赤変していることから土境墓と考えられる。遺存体からは歯骨

は検出されなかった。遺存体の中から第207図 1~ 6の石錬が検出された。

遺 物(第206図一 1，第207図一 1~ 6，図版48一 1~ 6) 

第206図 1は埋土出土の続縄文初頭。

石器は第207図 1 ~ 6は遺存体の中から出土した石銭。 1は頁岩製。それ以外は黒曜石製。

(佐々木覚)
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常日川河口遺跡

ピット 1025d

遺構(第210図)

本ピットはピット 1025cの北側にある。南側をピット 1025cに北側を155号竪穴に切られて

いるが、径約1.40mの円形を呈するのではないかと思われる。壁高は確認面から40cmを測り、

垂直に立ち上がる。

埋土は 4層あり、床面には遺存体と考えられる粘性をもった暗茶褐色砂が認められているこ

とから士墳墓と考えられる。

時期は不明で、ある。

遺 物(第206図一 2) 

第206図 2は埋土出土の続縄文初頭。口縁部には縄端圧痕文が施される。(佐々木 覚)

ピット 1026

遺構(第210図)

本ピットはピット 1025aの南東側にあり、規模は長軸約1.44m、短軸約1.10mの楕円形を呈

する。壁高は確認面から28cmを測る。

埋土は 3層で床面からは遺存体と考えられる粘性をもった暗茶褐色砂が認められていること

から土墳墓と考えられる。

時期は不明である。

遺物(第206図 3) 

第206図 3は埋土出士の続縄文初頭。 (佐々木覚)

ピット 1027

遺構(第214図)

本ピットは151b号竪穴の床面精査中に検出された。規模は長軸約1.20m、短軸約0.98mの

楕円形を呈し、壁高は確認面から30cmを測る。

遺物(第206図-4)

第206図 4は埋土出土の続縄文初頭。 (佐々木覚)
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常呂ハl河口遺跡

ピット 1028

遺構(第214図)

本ピットは151a号竪穴の北西側から検出された。規模は長軸約1.28m、短軸約0.70mの楕

円形を呈し、壁高は確認面から60cmを測る。

遺物(第206図-5 ~ 9) 

第206図 -5~9 は続縄文初頭。埋土出土。

(佐々木覚)

ピ ット 1028a

遺構(第214図)

本ピットはピット 1028の北東側にあるが、ピット 1028に切られているため規模・形態は不明

である。壁高は確認面から30cmを測る。

遺物(第207図-7・8) 

埋土から第207図一 7は無茎石銭。 8は掻器。いずれも黒曜石製。 (佐々木覚)

ピ ット1028b

遺構(第214図)

本ピットはピット 1028aの北東側にあり、西側をピット 1028aに切られ、東側は撹乱を受け

ているため規模・形態ともに不明である。壁高は確認面から22cmを測る。

遺 物(第207図-9 ~12，図版48- 7 ~10) 

埋土から第207図 9は無茎石銭。 10は削器。 11は掻器。 12は青色泥岩製の石斧片。 12以外

は 黒曜石製。(佐々木覚)

ピット 1029

遺構(第214図)

本ピットは151b号竪穴の北西側に位置する。大半が撹乱を受けており規模・形態ともに不

明である。壁高は確認面から25cmを測る。埋土の暗茶褐色砂層には炭化粒が混入する。

遺 物(第206図一10，第207図一13)

第206図-10は続縄文の胴部片。

石器は第207図-13は黒曜石製のナイフ。 (佐々木覚)
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ピット 1030・1030a

遺構(第214図)

ピット 1030はH92グリッドから検出された。規模は東側が撹乱を受けているため長軸は不

明であるが短軸約0.54rnの楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から14cmを測る。

ピット 1030aはピット 1030の南側にあり、東側の大部分が撹乱を受けているため規模・形態

ともに不明である。壁高は確認面から22cmを測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ビット 1031

遺 構(第208図，図版48-11)

本ピットは161a号竪穴の床面精査中に黒色砂の落ち込みが確認された。規模は径約1.05rn 

の円形を呈し、壁高は確認面から27仰を測る。埋土は炭化物を多く含む黒色砂 1層のみである

が、その中から径約 5~20仰の礁が多量に出土している。礁は角礁が多く、火熱を受けている。

北壁際では長さ25叩、幅 8cmの板状の炭化物も検出されている。

遺 物(第206図一11・12)

埋土から第206図-11は続縄文後北 C2・D式。 12は続縄文初頭。 (佐々木覚)

ピッ ト 1032

遺構(第214図)

本ピットは 192グリッドに位置する。規模は長軸約0.98rn、短軸約0.92rnのほぼ円形を呈し、

壁高は確認面から19叩を測る。

物 遺(第206図一13)

第206図一13は続縄文字津内式。 (佐々木覚)

ピット 1033

遺構(第214図)

本ピットはピット 1032の北側にあり、規模は長軸約1.OOrn、短軸約0.92rnの不整円形を呈す

る。壁高は確認面から20cmを測る。埋土の黒褐色砂層には炭化粒が含まれている。

遺 物(第207図一14)

第207図一14は埋土中から出土した砂岩製のくぼみ石である。 (佐々木覚)
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ピット 1034

遺構(第214図)

本ピットは158号竪穴の張り出し部とピット 1023との聞に位置し、規模は長軸約1.02m、短

軸約0.96mのほぼ円形を呈する。壁高は確認面から23cmを測る。

遺物(第206図 14)

第206図一14は口唇部に小突起と縄線文が施されたかなり大きな続縄文。(佐々木 覚)

ピット 1035

遺構(第130図)

本ピットは156号竪穴の南側約50cm離れて検出された。規模は長軸約1.10m、短軸約0.98m

のほぼ円形を呈する。壁高は確認面から17仰を測る。埋土上層の黒色砂層には炭化粒が混入さ

れている。

遺 物(第207図一15・16)

第207図 15は黒曜石製の削器。 16は泥岩製の磨製石斧。 (佐々木覚)

ビット 1036

遺構(第130図)

本ピットは156号竪穴の南壁に検出された。規模は長軸約1.OOm、短軸は不明であるが楕円

形を呈するものと思われる。壁高は確認面から16cmを測る。埋土の黒褐色砂層には炭化粒が混

入されている。

遺物(第206図 15，第207図 17)

第206図 15は統縄文後北 C，・ D式。

石器は第207図 17は黒曜石製のナイフ。

ピット 1037

遺構(第159図)

(佐々木覚)

本ピットは 082，P82グリッドにかけて検出された。表土下層部から黒色土上層部にかけて

礁が多量に検出され、礁を除去した黒色土層の下から黒褐色砂の落ち込みが確認された。規模

は長軸約1.40m、短軸約1.32mのほぼ円形を呈する。壁高は確認面から10cmと浅い皿状を呈す

る 。(佐々木覚)



第V章ピット

ピット 1038

遺構(第130図)

本ピットは156号竪穴の北東側に1.60mはなれて検出された。規模は長軸約1.OOm、短軸約

0.80mの楕円形を呈する。壁高は確認面から17cmを測る。埋土から土器片と礁が出土している。

遺 物(第209図一 1・2) 

埋土から第209図 1は続縄文字津内式の底部。 2は続縄文初頭。 (佐々木覚)

ピット 1039

遺 構(第214図)

本ピットは158号竪穴とピット 1032との聞から検出された。規模は長軸約0.80m、短軸約O.70 

mの不整円形である、壁高は確認面から37cmを測る揺鉢状を呈する。埋土の黒褐色砂層には炭

化粒が多く含まれている。

遺物(第209図-3) 

第209図-3は縄文晩期中葉。 (佐々木覚)

ピット 1040

遺構(第159図)

本ピットは M82グリッドに検出された。南東側の一部が撹乱を受けているが径約0.84mの

不整円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から20仰と浅い。埋土上部からは礁が 1点出

土している。

遺物(第211図 1) 

第211図一 lは埋土から出士した無茎石銭。黒曜石製。 (佐々木覚)

ピッ ト 1041

遺 構(第159図)

本ピットは M82グリッドに位置する。北東側の半分以上が撹乱を受けているため規模・形

態は不明である。壁高は確認面から25cmを測る。(佐々木覚)
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ビット 1042

遺構(第220図)

本ピットは 187グリッドに位置する。規模は径約1.20mの円形で壁高は確認面から12c加を測

る浅い皿状を呈する。(佐々木覚)

ピット 1042a

遺構(第220図)

本ピットはピット 1042の西側lから検出された。規模は長軸約1.20m、短軸約1.10mのほぼ円

形を呈する。壁高は確認面から22cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。ピットの上面には礁が 7

点検出され、埋土には炭化物が混入する。

床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められていることから土墳墓と考えら

れる。また床面からは径10cm、深さ 7cmの柱穴が 2本検出された。

時期は不明である。

遺物(第211図-2・3) 

埋土から第211図一 2はナイフ。 3は削器。黒曜石製。 (佐々木覚)

ピット 1043

遺構(第210図)

本ピットは D91，E91グリッドに位置する。規模は長軸約1.32m、短軸約1.10mの惰円形を

呈する。壁高は確認、面から50cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。床面には遺存体と思われる粘

性をもった茶褐色砂が認められていることから土墳墓と考えられる。

時期は不明である。

遺物(第211図-4 ~ 8) 

埋土から第211図-4はナイフ。 5・6は削器。 7・8は掻器。 (佐々木覚)

ピット 1043a

遺構(第210図)

本ピットはピット 1043の北側に位置し、規模は長軸約1.24m、短軸は南側をピット 1043に切

られているため不明である。壁高は確認面から22cmを測り緩やかに立ち上がる。

遺物(第211図-9) 
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第211図-9は黒曜石製の掻器。 (佐々木覚)

ピット 1044

遺構(第220図)

本ピットは161号竪穴の床面精査中に検出された。規模は長軸の北西側が撹乱を受けている

ため不明であるが短軸約l.70mの楕円形を呈するものと思われる。壁高は161号竪穴床面から10

cmとごく浅い。埋土中から黒曜石のフレークが 2点出土したのみである。(佐々木 覚)

ピット 1045

遺構(第210図)

本ピットは E91グリッドに位置する。規模は径約0.60mの円形を呈する。壁高は確認、面から

10cmを測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ピット 1045a

遺 fl(第210図)

本ピットはピット 1045の東側に位置する。規模は長軸約l.10m、短軸約0.98mの不整円形を

呈する。壁高は確認面から20cmを測り、斜めに立ち上がる。

ピットの床面からはベンガラをかけた遺存体と思われる粘性をもった赤褐色砂が認められ、

その中から第211図 10~12の瑛拍製の装身具 3 点と第211図 13~17の石器が出土している。

土墳墓と考えられる。

時期は不明である。

物 遺(第211図一 10~17)

第211図 10~12は床面出土の麗拍製の装身具 3 点。石器は13~17は床面直上の遺存体の中

から出土。 13は石槍。 14・15は両面加工ナイフ。 16・17は削器。すべて黒曜石製。

(佐々木覚)
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ビット 1046

遺構(第210図)

本ピットはピット 1043aの北西側約50cmにあり、規模は径約1.55mの円形を呈する。壁高は

確認面から57cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットの床面から遺存体と思われる粘性

をもった暗茶褐色砂が検出されていることから土壌墓と考えられる。

時期は不明である。

遺物(第211図 18~22)

埋土から第211図 18は無茎石銭。 19・20は両面加工ナイフ。 21は掻器。 22は削器。いずれも

黒 曜石製。(佐々木覚)

ピット 1046a

遺 構(第212図，図版49-1・2) 

本ピットはピット 1046の北側に検出された。規模は長軸約1.18m、短軸約0.95mの楕円形を

呈する。壁高は確認面から約36cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

埋土土層にはベンガラを含む赤褐色砂が認められた。埋土の黒褐色砂から第209図-5の土

器が出土している。床面には遣存体と思われる粕性をもった茶褐色砂が認められている。遺存

体の上から第209図 4の土器が出土している。遺存体の上と遺存体の中から暁拍製の平玉と

飾り玉、石製装身具、石器が出土している。現E白は遺存体の上に散布されたような状態で検出

されており、暁拍の種類は小型の平玉107点、中型の肩平丸玉35点大型の肩平丸玉 3点、薬玉

1点、やや大型の玉 2点の合計148点である。

遺 物(第209図-4~ 7，第213図 1~13，図版49-3~5 ，図版50- 1 ~ 5) 

第209図-4の土器は遺存体の上から出土した口径7.5cm、胴部9.3cm、器高10.4cmの壷形土

器。口唇部に 1対の突起があり、口縁部には突癌文が見られる。口唇部と突癌文の聞に 1条、

突癌文の下に 5条の縄線文が巡らされている。胴部は縦走する縄文の地文のみであり、底部は

丸底である。 5は埋土中から出土した小型壷形土器。口径5.6cm、胴部6.4cm、器高6.8cmで、口

縁部が外反する。地文の縄文のみで丸底である。 6は口径9.3cm、器高9.2cm。胴部のところど

ころに縄文が見られるのみである。 3点とも宇津内na式にない文様、器形であり na式より

古手であろう。 7は続縄文初頭。

石器は第213図 1 ~ 7が遺体上から出土。 1~ 6は両面加工ナイフ。 7は硬質頁岩製の装

身具。図示はしていないがこの他に 2佃出土している。 8・9はやや大型の玉。 10は裏玉。 11

~13は平玉。 8 ~13は暁泊製。他は全て黒曜石製。
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小括

本ピットは楕円形を呈する土墳墓である。長軸は北東一南西方向にあるが、頭位は不明であ

る。時期は出土の完形土器から続縄文初頭から宇津内na式の古手と思われる。(佐々木 覚)
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ピット 1046b

遺構(第210図)

本ピットはピット 1046の東側にあり、規模は径約0.55mの円形を呈する。壁高は確認面から

15cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1047

遺構(第210図)

本ピットはピット 1046の南側にあり、規模は長軸約0.70m、短軸約0.56mの楕円形を呈する。

壁高は確認面から10cmを測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ピット 1048

遺構(第159図)

本ピットは Q80グリッドに検出された。規模は長軸約0.92m、短軸約0.84mのほぼ円形を

呈する。壁高は確認面から40cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1049

遺構(第210図)

本ピットは E92グリッドに検出された。規模は長軸約1.12m、短軸約1.OOmのほぼ円形を呈

する。壁高は確認面から22仰を測る。(佐々木覚)

ピット 1050

遺構(第214図)

本ピットは H91グリッドにあり、規模は径約1.04mの円形を呈する。壁高は確認面から22

cmを測る。

遺物(第209図 8) 

第209図-8は埋土出土の宇津内nb式。 (佐々木覚)
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ピット1050a

遺構(第214図)

本ピットはピット 1050の西側にあり、北側が撹乱を受けているが、規模は長軸約2.30m、短

軸約1.80mの楕円形を呈するものと思われる。床面から径18cm、深さ 12~14叩の柱穴が 2 本検

出されている。

遺物(第209図-9・10)

埋土から第209図-9は宇津内 IIa式。 10は縄文晩期。 (佐々木覚)

ピ ット 1051

遺構(第130図)

本ピットは157b号竪穴の北壁土に検出された。規模・形態は不明であるが、壁高は確認面

から53cmをt則る。

遺 物(第213図一14)

第213図一14は泥岩製のたたき石。 (佐々木覚)

ピット 1052・1052a

遺 構(第214図)

ピット 1052は157a号竪穴の南西壁上に検出された。規模・形態は不明である。壁高は確認、

面から23仰を測る。

ピット 1052aはピット 1052の東側に位置しているが、規模・形態は不明である。壁高は確認

面から21仰を測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ビ ット 1053

遺構(第214図)

本ピットは157a号竪穴の東壁上に検出された。規模は長軸約1.60m、短軸は不明であるが

楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認面から40αnを測る。

遺 物(第215図 1~ 4 ，第213図 15~18，図版50- 6 ~ 9) 

埋士から第215図一 1・2は宇津内 IIa式。 3・4は続縄文初頭。 3は縄線文と縄端圧痕文

を施す。 4は縄端圧痕文を 2段に施す。
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第V章ピット

石器は第213図 15~18は黒曜石製の削器。 (佐々木覚)

ピ ット 1053a

遺構(第214図)

本ピットは1053の南側に位置しているが、規模・形態は不明である。壁高は確認面から26cm

を測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ピット 1054

遺構(第130図)

本ピットは K92グリッドに位置し、規模は径約1.12mの不整円形を呈する。壁高は確認面か

ら17cmを測る。

遺物は出土していない。 (佐々木覚)

ピット 1055

遺構(第130図)

本ピットは157a号竪穴の西側に検出された。規模は長軸約0.64m、短軸0.50mの楕円形を

呈する。壁高は確認面から34仰を測る。埋土上層の黒褐色砂には炭化物が含まれており、礁が

2点出土している。床面には径14cm、深さ13cmの柱穴が 1本検出されている。

遺物(第213図 19・20)

第213図 19は黒曜石製の両面加工ナイフの先端部。 20は黒曜石製の棒状原石。

(佐々木覚)

ピット 1056

遺構(第214図)

本ピットは H91グリッドに位置し、規模・形態は北側半分が撹乱を受けているため不明で

ある。壁高は確認面から28cmを測る。ピットの床面から遺存体と思われる粘性をもった茶褐色

砂が認められている。南側の床面には径20側、深さ 8cmの柱穴が l本検出された。

遺物は出土していない。士墳墓と考えられるが、時期は不明である。(佐々木 覚)
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常呂川河口遺跡

ピット 1056a

遺構(第214図)

本ピットはピット 1056の南側に検出された。規模・形態は不明であるが、壁高は確認、面から

17叩を測る。

遺物(第215図-5) 

第215図-5は続縄文初頭。無文の口縁部に突癌文が施される。 (佐々木覚)

ピット 1057

遺構(第214図)

本ピットはピット 1056aの南西側に検出された。撹乱を受けているため規模・形態は不明で

ある。壁高は確認面から46cmを測る。

遺物(第215図-6) 

第215図 6は続縄文初頭。 (佐々木覚)

ピ ット 1058

遺構(第217図)

本ピットは H'91・92グリッドに検出されたピットである。西側に撹乱を受けているため長

軸は不明であるが、短軸約1.40mの楕円形を呈するものと思われる。壁高は確認、面から38叩を

測る。

遺 物(第215図 7，第213図 21，図版50-10)

第215図 7は続縄文の底部。

石器は第213図 21は黒曜石製の削器。 (佐々木覚)
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常昌川河口遺跡

ピット 1062

遺構(第217図)

本ピットはr92グリッドに位置する。規模は長軸約1.80m、短軸約1.66mの円形を呈し、

壁高は確認面から54cmを測る。ピット上面には礁が認められる。

遺 物(第215図-8 ~18，第218図 -1 ~ 5，図版50一11~ 15) 

埋土から第215図-8は縄文晩期後葉幣舞式。 9~16は縄文晩期中葉。 9 • 10は縄線文。 11

~13は刺突文。 14~16は沈線文を施す。 17は縄文晩期。 18は内側に斜めの方向から施された突

癌文をもっ縄文晩期前葉。

石器は第218図一 1・2は有茎石銭。 3・4は削器。 5は掻器。すべて黒曜石製。

(佐々木覚)
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第V章ピット

ピット 1062a

遺 構(第216図)

本ピットはピット 1062の南側に検出された。規模は長軸約1.34m、短軸は不明であるが楕円

形を呈するものと思われる。壁高は確認面から20cmを測り、壁は斜めに立ち上がる。床面には

遺存体と思われる粘性をもった茶褐色砂が認められた。遺存体の西側と北西側の 2箇所から歯

骨が検出されていることから二体合葬と考えられる。遺存体の中から石鍍と掻器が出土してい

る。

遺 物(第219図一 1，第218図-6 ~12，図版50一 16~22)

第219図 1は埋土出土の続縄文初頭。口縁部に突癌文と刺突文が施されている。

石器は第218図 6は遺存体の中から出土した有茎石鍍。 7は掻器。 8~12は埋土出土。 8

~10は無茎石鍍。 11 は有茎石銭。 12は削器。すべて黒曜石製。

小括

本ピットは楕円形を呈する土境墓である。長軸は東一西方向であり、頭位は西方位である。

時期は不明であるが二体合葬と考えられる。(佐々木 覚)
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常呂}I!河口遺跡

ピット 1062b

遺構(第217図)

本ピットはピット 1062aの南側に検出された。規模は長軸約1.10m、短軸約1.OOmの不整円

形を呈し、壁高は確認面から50cmを測る。埋土中から骨片が 1点検出されている。

遺物(第219図-2 ~ 5) 

第219図-2は宇津内na式。 3は縄文晩期中葉。 4は無文。続縄文初頭にみられる小型壷

型土器と思われる。 5は2本単位の沈線文を矢羽根状に施した縄文後期。(佐々木 覚)

ピット 1063

遺構(第217図)

本ピットはl'93グリッドに位置する。規模は径約O.60mの不整円形を呈し、壁高は確認面

から16cmを測る。(佐々木覚)

ピット 1064

遺構(第217図)

本ピットはピット 1063の西側約20cmに検出された。規模は長軸約0.60m、短軸約0.50mの楕

円形を呈し、壁高は確認面から10仰を測る。床面から第218図一13の石鎌が出土している。

遺物(第219図-6，第218図-13)

第219図 6は続縄文土器の胴部片。

石器は第218図-13は床面から出土した黒曜石製の有茎石銭。 (佐々木覚)

ピット 1065

遺構(第217図)

本ピットはピット 1064の西側に約50cm離れて検出された。規模は径約0.80mの円形を呈し、

壁高は確認面から20仰を測る。

遺 物(第218図一14)

第218図 14は埋士出土の有茎石鎌で黒曜石製。 (佐々木覚)
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第V章ピット

ピット 1066

遺構(第159図)

本ピットは161b号竪穴の東壁に検出された。規模・形態ともに不明であるが、壁高は確認

面から30cmを測る。

遺 物(第219図 7・8，第218図一15)

第219図一 7は内削ぎ状の口唇部に刻みをもち、内側に複数の細い沈線文が施される。 8も

内削ぎ状の口唇部であり、縄による刻みが施される。この 2点は続縄文初頭であろう。

石器は第218図 15は黒曜石製の削器。(佐々木覚)

ピット 1067

遺構(第94図)

本ピットは M'96グリッドに位置する。規模は長軸約0.47m、短軸約0.36mの楕円形を呈し、

壁高は確認面から15仰を測る。埋土中から第219図-9の土器が出土している。

遺 物(第219図 9，図版51-1)

第219図 9は埋土中から出土した口径15.3側、器高14.8cmの後北 C，・ D式である。口唇

部に刻みを入れ、口縁部直下に擬縄隆帯が横走する。縦走する縞縄文を割付け徴隆起体を三角

形状に施し、列点文が加わる。胴下半部には縞縄文が全周する。 (佐々木覚)

ビット 1068

遺構(第94図)

本ピットはピット 1067の西側に接して検出された。規模は長軸約1.54m、短軸約0.90mの楕

円形を呈する。壁高は確認面から15叩を測る。(佐々木覚)

ピット 1069

遺構(第94図)

本ピットはピット 1068の南側約25叩に位置する。規模は径約1.OOmの不整円形を呈し、壁高

は確認面から10cmを測る。浅い皿状である。

遺 物(第219図一 10~12) 

第219図一10は宇津内式又は続縄文初頭。 11・12は縄文晩期中葉。埋土出土。

(佐々木覚)

-321ー



常呂川河口遺跡

ピット 1070

遺構(第220図)

本ピットは H86グリッドに位置する。規模は径1.20mの不整円形を呈する。壁は丸みをも

って立ち上がり、高さは確認面から30叩を測る。

遺 物(第219図一13・14，第218図 16)

第219図一13は内側からの突癌文をもっ。半載状施文具による刺突文が縦列し、やや張り出

した胴部に縄端圧痕文が施される。続縄文字津内1Ia式よりやや古手に属するのであろう。 14

は表面の剥落が著しいが、上部に 2本単位の沈線文が山形状に施され、頂点部に円形刺突文が

加わる。縄文晩期中葉であろう。

石器は第218図一16は削器。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 1071

遺構(第220図)

本ピットは H86，I86グリッドにまたがって位置する。規模は東側が撹乱を受けているもの

の径1.30mの不整円形を呈すると思われる。高さは確認、面から28cmを測る。

遺 物(第219図一15)

第219図-15は続縄文字津内1Ib式。 (武田 修)

ピット 1072

遺構(第220図)

本ピットは H86グリッドに位置する。規模は長軸1.30m、短軸0.90mの楕円形を呈する。

高さは確認面から22cmを測る。

遺 物(第219図一16)

第219図一16は内側からの突癌文が施された続縄文字津内1Ia式。 (武田 修)
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ピ ツ ト 1073 

遺 構(第188図)

ト

本ピットは F87グリッドに位置する。規模は直径約O.72mの円形を呈する。壁は床面から緩

く立ち上がり、高さは確認面から約32cmを測る。

上部に黒曜石のフレーク・チッフ。集積が径60cmの範囲に集中しているが、 ピットとの関連は

不明である。

遺 物(第218図 17)

第218図一17は埋土出土の棒状原石。黒曜石製。図示していないが他に頁岩製の円形ナイフ

未製品が出土している。 (武田 修)
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常呂川河口遺跡

ピット 1074

遺 構(第186図)

本ピットは E87 グリッドに位置する。上部に約10~20cmほどの角礁 4 点がまとまって配置さ

れる。規模は長軸約1.25m、短軸約0.80mの楕円形を呈し、壁高は確認面から約30cmを測る。

床面の遺存体は暗茶褐色土を呈し、粘性を有する。東壁に接して注口部を内側に向けた注口

土器が正立で副葬されている。近接して検出された白色粘土は東壁にもぐり込んだ状態で出土

した。

西壁側の遺存体上から出土した無茎石鎌、石槍も本ピットに伴うと思われる。

遺 物(第221図一 1，第218図一 18~33，図版51-2~17)

第221図一 lは口径15cm、器高12.5仰の中型注口土器。注口下部と反対側を隆起帯と縞縄文

による円形文を施し、その聞を横位と弧線状の隆起帯と縞縄文をもち、相対して三角形の列点

文がみられる。続縄文後北 C，・ D式。

石器は第218図 18は遺存体上部から出土した淡青色のガラス玉。 19~33は埋土出土。 19~31

は細い鎌身の無茎石鍛。 32・33は丁寧に調整された石槍。 2点とも切断され、 33は20叩ほど離

れて出土した 2点が接合した。全て黒曜石製。

小括

本ピットは続縄文後北 C，・ D式の土墳墓である。東頭位の屈葬と思われる。淡青色のガラ

ス 玉とこの時期には珍しく石銀、 石槍を副葬する。(武田 修)

ピット 1074a

遺構(第186図)

本ピットはピット 1074に大半を切られている。規模は長軸約1.OOmの楕円形を呈する。壁高

は確認面から約20仰で、ある。

詳細な時期は不明である。(武田 修)
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ピット 1075

遺構(第220図)

本ピットは H88グリッドに位置する。規模は長軸0.84m、短軸0.68mの楕円形を呈する。

高さは確認面から22仰を測る。

遺物(第221図-2 ~5 ，第218図 -34~36)

第221図 -2~5 は埋土出土。 2 は山形突起をもっ続縄文後北 C ，・ D 式。 3 は同宇津内 E

b式。 4・5は同 IIa式。

石器は第218図 -34~36は埋土出土。 34は先鋭化した剥片の側縁部に刃こぼれ状の微細な使

用痕がみられる。 35は肩平な少円礁の端部に刃部を作出した磨製石斧。泥岩製。 36は上・下端

部とも破損するもので擦石と思われる。砂岩製。(武田 修)

ピット 1076

遺構(第108図)

本ピットは155a号竪穴の床面を切って構築されている。規模は直径約0.70mの円形を呈す

る。壁は緩く立ち上がり、高さは155a号竪穴の床面から約20仰を測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第221図 6，第223図 1~ 4) 

第221図 6は埋土から出土した続縄文後北 C，・ D式の大型土器。

石器は第223図 1 ~ 4は埋士出土の削器。 1・2は主要剥離面側にも粗い加工痕がみられ

る。全て黒曜石製。(武田 修)

ピット 1077

遺構(第186図)

本ピットは E86グリッドに位置する。規模は長軸0.68m、短軸0.42mの楕円形を呈する。壁

は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から22叩を測る。(武田 修)

ピット 1078

遺構(第186図)

本ピットは E86グリッドに位置する。規模は直径0.40mの小円形を呈し、壁は iVJ字状に

立ち上がり高さは確認面から32cmを測る。(武田 修)
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ピット 1079

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置する。 149号竪穴に南壁を切られるものの規模は直径0.80m

の円形を呈する。高さは確認面から32叩を測る。

遺 物(第221図一 7，第223図-5，図版51-18)

第221図一 7は口径 8cm、器高 9cmの小型土器。小突起下部の「口J状の擬縄隆帯を横位の

山形擬縄隆帯で連結する。続縄文字津内lIb式。

石器は第223図-5は埋土出土の円形掻器。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 1080

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置する。規模は直径約0.75mの円形を呈するが、浅い掘り込み

のため南壁は検出できなかった。壁高は確認面から約14叩で、ある。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピット 1081

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置する。規模は直径0.60mの円形を呈する。壁高は確認、面から

約30cmを測る。

詳細な時期は不明である。

ピット 1081a

遺構(第186図)

本ピットはピット 1081に西壁を切られるものの長軸0.60m、短軸0.40mの楕円形を呈すると

思われる。壁高は確認面から20cmを測る。

遺物(第221図-8) 

第221図-8は続縄文字津内1Ia式。 (武田 修)
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ピット 1082

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置し、半分は149号竪穴の北壁を切り込んでいる。規模は直径

約O.70mの小円形を呈する。壁は丸みをもって立ち上がり、壁高は確認面から約24cmである。

詳細な時期は不明で、ある。(武田 修)

ピット 1083

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置する。規模は南西壁がわずかに149号竪穴に切られるが直径

約1.32mの円形を呈すると思われる。掘り込みは浅いため東壁は検出できなかった。壁は丸み

をもって立ち上がり、壁高は確認面から約40cmで、ある。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ビット 1084

遺構(第186図)

本ピットは D86グリッドに位置する。規模は長軸1.10m、短軸O.80mの楕円形を呈し、壁

は皿状に浅く立ち上がり壁高は確認面から17仰を測る。

遺 物(第222図一 1・2，第223図-6) 

第222図一 lは床面出土で内側から円形刺突文が施される。縄文晩期前葉。 2は埋土出土の

浅鉢。縄文晩期中葉と思われる。

石器は第223図-6は先鋭化した縁辺部に比較的急斜な刃部をもっ削器。黒曜石製。

(武田 修)

ピット 1085

遺構(第186図)

本ピットは D86グリッドに位置する。規模は長軸約O.90m、短軸約O.70mの楕円形を呈す

る。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約20cmである。

詳細な時期は不明である。(武田 修)
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ピット 1086

遺 構(第17図)

本ピットは C85グリッドに位置する。規模は径約0.70mの円形を呈する。壁高は確認面から

北壁で、40cm、南壁で'20cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ビ ット 1087・1087a

遺構(第188図)

ピット 1087はF87グリッドに位置する。規模は直径約0.54mの円形を呈する。床面は小さく

IVJ字状の断面であり、壁高は確認面から約40cmを測る。

ピット 1087aはピット 1087に北側端部を削られる。長軸は不明であるが、短軸約0.58mの楕

円形を呈する。掘り込みは浅く約10叩を測る。

両ピットとも詳細な時期は不明である。

遺 物(第222図-3，第223図一7)

ピット 1087aから第222図-3は続縄文士器の胴部片。

石器は第223図-7は埋土出土の片刃磨製石斧の刃部。緑色泥岩製。

(武田 修)

ピッ ト 1088

遺 構(第186図)

本ピットは F87グリッドに位置する。規模は長軸約1.OOm、短軸約0.64mの楕円形を呈する。

掘り込みは浅く確認面から約18cmを測る。

遺物(第222図-4) 

第222図 4は埋士出土。胴部に浅い 3条の沈線文が施され、円形の列点文が加えられる。

縄文晩期中葉であろう 。 ( 武 田 修)
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ピット 1089

遺構(第186図)

本ピットは E87グリッドに位置する。規模は長軸約1.18m、短軸約0.95mの不整方形を呈す

る。壁高は確認面から約30cmである。

遺物(第222図 5) 

第222図-5は埋土出土。口径6.5cmの壷形土器。無文の頭部に 3条の縄線文をもち、胴部は

撚糸 文 が 施 される。続縄文初頭興津式相当と思われる。(武田 修)

ピ ット 1089a・1089b

遺 構(第186図)

ピット 1089aは北東壁側をピット 1089に切られるものの、直径約1.OOmの円形を呈する。壁

は丸みをもって立ち上がり、高さは確認面から約28cmで、ある。内部掘り下げ直後に西壁上部か

ら20cmの範囲に黒曜石主体のフレーク・チップ集積がみられた。床面に遺存体である粘性を有

した暗赤褐色土が薄く認められる。

埋士出土の石器の特徴から続縄文期宇津内 IIa式と思われる。

ピット 1089bはピット 1089aに北壁上部を切られる。規模は長軸約0.95m、短軸約0.70mの

円形を呈し、壁高は確認面から約20cmで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第223図 8~13，図版51-19-24)

ピット 1089aから第223図 8は無茎石鍍。 9・10は両面加工ナイフ。 11は表裏面とも粗い

剥離面がみられる。両面加工ナイフの未製品と思われる。 12は左側縁部が加工された削器。 13

は幅広の棒状原石。全て黒曜石製。埋土出土。(武田 修)

ピット 1090

遺 構(第17図)

本ピットは D85グリッドに位置する。 144号竪穴に北東側の約半分を削られている。規模は

長軸約1.30mを測る。壁は緩く立ち上がり、高さは確認、面から約28cmである。図示していない

が床面近くから直径20cmほどのくぼみ石が出土している。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)
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ピット 1091

遺構(第17図)

本ピットは C85グリッドに位置する。規模は長軸0.70m、短軸0.60mの楕円形を呈する。壁

高は確認面から約34侃を測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第223図一14)

第223図-14は先端部が欠失した無茎石銭。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 1092

遺構(第17図)

本ピットは E85グリッド杭の直下に位置する。規模は長軸約1.65m、短軸約1.34mの楕円形

を呈する。壁は聞き気味に立ち上がり、高さは確認面から約50cmで、ある。

詳細な時期は不明である。

遺物(第222図 6・7，第223図 15)

第222図 6は続縄文字津内 IIb式。 7は胴部に縄端圧痕文が等間隔に施される。続縄文初

頭であろう。

石器は第223図-15は埋土出土の両面加工ナイフの先端部。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 1093・1093a

遺構(第17図)

ピット 1093はD84，E84グリッドに位置する。規模は長軸約1.10m、短軸約0.65mの楕円形

を呈し、ピット 1093aの南壁を切り込んで構築されている。高さは確認面から44cmを測る。

ピット 1093aはピット 1093に南壁を切られるものの長軸約1.20m、短軸約0.85mの楕円形を

呈する。高さは確認面より 30仰を測る。

遺物(第222図 8) 

第222図 8はピット 1093a埋土出土。口縁部直下に浅い 6条の横走沈線文を施す。縄文晩

期中葉であろう。(武田 修)
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ピット 1094

遺構(第17図)

本ピットはD84グリッドに位置する。表土下に堆積した黒褐色砂を剥土した段階で、落ち込みを確

認した。規模は長軸約1.OOm、短軸約0.65mの楕円形を呈する。壁高は確認面から約40cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺 物(第223図一16)

第223図-16は表面に 3箇所、裏面に 4箇所の窪みをもっくぼみ石。砂岩製。(武田 修)

ピット 1095

遺構(第17図)

本ピットは E83・84グリッドにまたがって位置する。形態は北壁側がすぽまる卵形を呈し、規

模は長軸約1.05m、短軸約0.85mを測る。壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から約25cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第222図 9)

第222図-9は続縄文土器の底部。宇津内系と思われる。 (武田 修)

ピッ ト 1096

遺構(第17図)

本ピットは E83・84グリッドにまたがって位置する。規模は長軸約0.93m、短軸約0.50mの

楕円形を呈する。床は西壁に向かつてやや傾斜する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、高さは確認

面から東壁が約20畑、西壁が約26cmを測る。

詳細な時期は不明である。 (武田 修)

ピッ ト 1097

遺構(第15図)

本ピットは D83グリッドに位置する。規模は直径約1.20mの円形を呈する。壁は緩く立ち

上がり、高さは確認面から30cmを測る。

詳細な時期は不明である。

遺物(第222図 10~12)

第222図 10~12は埋土出士。 10 ・ 11は続縄文字津内 n b式。 12の口唇部は小波状を呈し、
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4条の縄線文を施す。縄文晩期中葉であろう。 (武田 修)

ピット 1098

遺構(第220図)

本ピットは H88グリッドに位置する。規模は長軸1.20m、短軸0.90mの楕円形を呈する。

壁は緩く立ち上がり、高さは確認面から20cmを測る。

詳細な時期は不明である。(武田 修)

ピット 1099

遺構(第15図)

本ピットは E81グリッドに位置する。規模は1.10mの不整円形を呈する。壁は丸みをもって

立ち上がり、高さは確認面から26cmを測る。

遺 物(第224図一 1~ 9，第225図 1) 

第224図 1~5 は床面出土。 1 は大きなボタン状の貼付けをもっ。 I ・ 2 は続縄文字津内

n b式。 3は同na式。口唇部に鋭い刻みが斜めに加えられる。 4は短い隆帯が垂下する。 5

は 2~3 本の横走沈線文聞に斜位の沈線文と刺突文が施される。 4 ・ 5 は続縄文初頭であろう。

6・7は続縄文字津内1Ib式。 8・9は続縄文の底部。

石器は第225図一 1は削器。黒曜石製。 (武田 修)

ピット 1100

遺構(第159図)

本ピットは F80グリッドに位置する。規模は1.60mの円形を呈する。壁は皿状に立ち上がり、

高さは確認面から38cmを測る。

遺 物(第224図一1O~12，第225図- 2 ~ 6，図版52-1 ~ 5) 

第224図一10は続縄文字津内1Ia式。 11は口唇部に山形小突起をもち、縦走縄文を地文に口

縁直下に 2条の縄線文と胴部に 2本の横走沈線文が施される。続縄文初頭であろう。 12は口唇

部に刺突文、ロ縁直下に iXJ字状の太い沈線文が施される。縄文晩期中葉であろう。

石器は第225図-2は両面加工ナイフ。 3は両面加工ナイフの未製品。 4は大型剥片に丸み

をもった急斜な刃部を作出した掻器。 5 は削器。 6 は磨製石斧。 2~5 は黒曜石製。 6 は緑色

泥岩製。(武田 修)
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第V章ピット
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第225図 ピット 1099埋土(1)、 1100埋土 (2~6) 出土石器

埋蜜 9

遺構(第60図)

148e号竪穴の埋土層である粒子の粗い明褐色砂層から掘り込まれ、焼土層、炭化物層と中

央部床面を約18cm切り込んでいる。上部径が約36叩、断面 iVJ字状のピットに第226図 l 

の土器が正立の状態ですっぽり納まって出土した。

遺 物(第226図，図版52-6) 

口径16明、器高判明で胴部が大きく張り出した壷形で、ある。底部は丸みをもち不安定であり、

正立の状態で置くことは難しい。口縁部の器壁は胴部に比して薄く、 「く」字状に外反し、直

下に縄線文の施されたボタン状の貼付文がみられる。続縄文初頭興津式相当である。

(武田 修)
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第V章ピット

集石 9

遺構(第54図)

148b号竪穴の床面を径約 1.00m、深さが10叩ほど皿状に浅く切り込んでおり、その内部に

径 5~20叩の大小の角礁がみられる。角磯下部の床面のほぼ全域から炭化材が検出された。

詳細な時期は不明であるが148b号竪穴より新しいことは確実である。(武田 修)

炭化材配列ピット

遺構(第124図)

本ピットは155g号竪穴の南西壁の一部と床面を約 5cm切り込んで構築している。北側は検

出できなかったものの形態は楕円形を呈すると思われる。規模は長軸推定1.OOm、短軸約O.75 

mで、ある。壁は聞き気味に立ち上がり、高さは確認面から約18叩である。中央部に径約17cm、

深さ約18cmの小ピットをもっ。

炭化材は第124図に示すとおり比較的大型の細長い材を長軸面に沿って並べた状態であり、

壁側から中央部に向かつて弧状に配置している。炭化材の上層は焼土や炭層が堆積する。

小括

時期は155g号竪穴より新しいことは確実であるが、用途・機能については不明である。

(武田 修)

石組遺構

遺構(第173図)

本ピットは 888・89グリッドの表土を剥土した段階で、角礁主体の石組を検出した。第173

図に示すとおり石組の長軸は東西方向にある。最大で長さ1.OOm程の角喋2点を並列させ、や

や小型の角礁を周辺に配置させ、内部は若干であるが空白部となる。縄文晩期幣舞式の土境墓

にみられた配石墓の可能性もあるため角礁除去後に精査したが落ち込みは確認できなかった。

図示していないが角磯上部から縄文晩期の土器が出土している。(武田 修)
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第VI章 まとめ

， .擦文文化期

本時期の竪穴は140号、 141号、 146号、 148号、 151号、 152号、 155号、 156号、 157号の 9軒

である。全竪穴とも宇田川編年後期に比定されるもので、カマドを東壁側にもつ。焼失竪穴は

140号、 141号、 148号、 151号の 4軒である。特に148号竪穴は床面のほぼ全面に炭化材が見ら

れ、小枝状の炭化材の上に茅材が載る状態で検出されている。

2.続縄文文化期

本時期の竪穴は続縄文初頭カ"142号、 148e号、 155g号の 3軒。宇津内 IIb式と思われるの

は148b号、 148c号、 149a号、 155b号、 155d号の 5軒。宇津内 IIb式もしくは後北 C，・ D

式と思われるのが144号。後北 Cl式もしくは後北 C，・ D式は148a号、 155a号。後北 C，・ D

式は149号である。

詳細な時期が不明な竪穴は143号、 145号、 147号、 148d号、 149b号、 151a号、 151b号、 153

号、 154号、 155c号、 155e号、 155f号、 158号の13軒である。

ピットでは続縄文初頭と思われるのは921号、 940b号、 941号、 957号、 958号、 1023号の 6

基であり、異形の琉泊玉が出土した941号は興津式相当と思われる。続縄文初頭から宇津内系

と思われるのが各種の石器と装身具が出土した907号、 979a号、 1001号、 1013号、 1019号の 5

基。確実なのは宇津内 IIa式が1006b号、 1046a号の 2基。宇津内 IIb式が1012号。後北 C，

・D式が900号、 901号、 902号、 908a号、 920号、 930a号、 934号、 940c号、 954号、 971号、 975

号、 984a号、 986号、 988号、 988a号、 990号、 994号、 997号、 1010号、 1025号、 1074号の21

基である。

続縄文初頭の958号墓は暁拍玉と管玉が連結して出土した。これまでの調査で暁拍玉と管玉

が連結した例は宇津内 IIb式の22a号墓、琉E白玉と管玉が共伴した122a号墓がある。管玉が

出土したのは宇津内 IIb式の24号墓、後北 C1式の46号墓がある。以前の宇津内 IIa式は琉王白

玉が主体となっているので、管玉は宇津内 IIb式・後北 Cl式の段階で加わった装身具とみら

れる。前回報告した884a号墓出土のメノウ製の管玉も同時期の可能性があろう。

上記の後北 C，・ D式のピットは土墳墓であり、今回の調査が最も多く発見された。複数の

墓域をもつようである。竪穴も存在するので竪穴との関連など、今後、詳細に検討したい。破

砕された土器をもっ954号墓以外は全て東壁側に接して、土器が正立の状態で副葬されている。

東頭位と考えられる。特筆される遺物は988a号墓の鉄製万子である。これまで後北 Cl式の157

号墓からサクラ樹皮を巻き付けた鉄製万子、 300号墓から平柄状鉄斧、万子が出土している。
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常呂川河口遺跡

また、 300号墓にみられた濃青色のガラス玉も後北 C2・D式の1025号墓から出土している。

後北 C2・D式の988号墓、 994号墓には淡青色のガラス玉がみられる。後北 C2・D式の934号

墓からは蛇紋岩製の平玉と練り玉が出土している。

埋護 9は続縄文初頭の竪穴中央部から出土したもので興津式に相当する。明らかに竪穴を切

り込んでおり、時期差がある。

道東部の続縄文初頭の土器編年は確立されていないが、本遺跡からはフシココタンチャシ下

層式、興津式相当、元町 2式、宇津内 IIa式など資料が増加している。中には型式聞の折衷を

思わせる資料カ'973号墓出土土器や157a号竪穴埋土出土土器(第137図 5 )もみられる。本

報告の148e号竪穴資料も含め最終報告書でまとめることとしたい。

3. 縄文晩期

この時期の竪穴は157a号、 157b号、 158a号の 3軒が相当する。ピットでは953号が晩期中

葉と思われる。

常日川河口遺跡発掘調査報告書は今回の上梓で 6巻目となる。発掘調査に15年間要し、その

後も報告書作成の整理作業を継続している。長期間の発掘調査と遺物整理には東京大学名誉教

授藤本強、東京大学大学院人文社会系研究科教授宇田川洋、北海道教育委員会種市幸生の各氏

をはじめ多くの方々からご指導、助言を賜りました。記して感謝の意を表するしだいです。

(武田 修)
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図版



図版 1

1. 140号竪穴

2. 140号竪穴煙道上部出土土器 3. 140号竪穴埋土出土土器

4. 140号竪穴埋土出土土器 5. 140号竪穴埋土出土土器



図版2

2. 141号竪穴

3. 141号竪穴埋土出土土器 4. 141号竪穴埋土出土土器



図版3

1. 142号竪穴

2. 144号竪穴



図版4

守EE 
育官

1. 144号竪穴埋土出土土器 2. 144号竪穴埋土出土土器 3. 144号竪穴埋土出土土器

4. 144号竪穴埋土出土土器 5. 144号竪穴埋土出土土器 6. 144号竪穴埋土出土土器

7. 144号竪穴埋土出土土器 8. 144号竪穴埋土出土土器 9. 144号竪穴埋土出土土器

10. 145号竪穴



図版5

1. 146号竪穴

2. 146号竪穴カマド検出状況

3. 146号竪穴埋土出土土器 4. 147号竪穴埋土出土土器



図版6

1. 148号竪穴遺物出土状況

2. 148号竪穴



2. 148a号竪穴埋土出土土器

5. 148a号竪穴埋土出土土器

7. 148a号竪穴埋土出土土穏

3. 148a号竪穴埋土出土土器

4 

1. 148a号竪穴

図版7

4. 148a号竪穴埋土出土土器

6. 148a号竪穴埋士出土土器

8. 148a号竪穴埋土出土土器 9. 148a号竪穴埋土出土土器



図版8

1. 148b号竪穴埋土出土土器 2. 148b号竪穴埋土出土土器

3. 148b号竪穴埋土出土土器 4. 148b号竪穴埋土出土土器

5. 148c号竪穴床面出土土器 6. 148e号竪穴床面出土土器



図版9

1. 149号竪穴

2. 149号竪穴床面出土土器 3. 149号竪穴埋土出土土器

4. 149号竪穴埋土出土土器 5. 149号竪穴埋土出土土器 6. 149号竪穴埋土出土土器



図版10

1. 149a号竪穴



図版11

1. 151号竪穴炭化材出土状況

2. 151号竪穴遺物出土状況



図版12

1. 151号竪穴

2. 151号竪穴埋土出土土器 3. 151号竪穴埋土出土土器

4. 151号竪穴埋土出土土器 5. 151号竪穴埋土出土土器



図版13

1. 151a号竪穴

2. 151a号竪穴埋土出土土器 3. 151a号竪穴埋土出土土器

4. 151b号竪穴



図版14

1. 152号竪穴

2. 153号竪穴

3. 153号竪穴埋土出土土器 4. 153号竪穴埋土出土土器



図版15

1. 154号竪穴

2. 154号竪穴埋土出土土器 3. 154号竪穴埋土出土土器

4. 154号竪穴埋土出土土器



図版16
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2. 155号竪穴床面直上出土土器

4. 155号竪穴埋土出土土器

1. 155号竪穴

3. 155号竪穴埋土出土土器

5. 155号竪穴埋土出土土器



図版17

1. 155a号竪穴

2. 155b号竪穴床面出土土器 3. 155b号竪穴埋土出土土器

4. 155f号竪穴埋土出土土器 5. 155g号竪穴床面出土土器



図版18

1. 156号竪穴

2. 156号竪穴床面出土土器 3. 157号竪穴カ 7 ド出土土器

4. 157号竪穴



図版19

1. 157a号竪穴

2. 157a号竪穴埋土出土土器 3. 157a号竪穴埋土出土土器

4. 157a号竪穴埋土出土土器 5. 157a号竪穴埋土出土土器



図版20

1. 157b号竪穴

2. 158号竪穴

3. 158号竪穴埋土出土土器



図版21

1. 158a号竪穴



図版22
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2. ピット 900床面出土土器 器 石器 5 ピット 902埋土上部出土土器
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6・7 ピット 902a埋土出土石器
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8 ~1 5. ピット 907遺体上出土石器 ・石製品 16・17 ピット 907a埋土出土石器
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図版23
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l ピット 908床面出土土器 2 ピット 908a床面出土土器 3~5. ピット 909埋土出土
石器

6. ピット 912a埋土出 7 ピット 919埋土出土土器 8. ピット 920埋土出土土器

土石器

9 ピット919
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1 ピット 921遺物出土状況
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2~45. ピット921埋土出土石器
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1 ~40 ピット 921埋土出土石器
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2 ピット 922a床面出土石器

5. ピット 925埋土出土土器

3. ピット 922a遺体上出土石器
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1. ピット 922a

4. ピット 922a埋土出
土石器



2 ピット926床面出土石器

9 ピット929埋土

出土石器 10. ピット930a床面出土土器

図版27

1 . ピット926

3 ~8. ピット 926埋土出土
石器

11. ピット934床面出土土器



図版28

1 ピット 940b

2. ピット940b床面出土土器 3. ピット 940c床面出土土器

4 ピット 940c



図版29

1. ピット 941

2. ピット 941遺物出土状況
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l ピット 941埋土出土土器 2 ピット 941埋土出土土器

3. ピット 941埋土出土土器 4. ピット 941埋土出土土器
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5 ~20. ピット 941埋土出土琉拍玉



l ピット954埋土出土土器

3 ピット957遺体上出土石器
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2 ピット955埋土出土土器
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4~7 . ピット957埋土出土石器
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24. ピット958埋土出土石器
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1. ピット 962埋士出土土器 2~4 . ピット 970埋土出土石器 5 ピット 970a埋土

出土石器

6. ピット 971

7 ピット 971埋土出土土器 8. ピット 972床面出土土器
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l ピット 973

2. ピット 973埋土出土土器 3・4 ピット 973埋土出土石器

5. ピット 975埋土出土土器 6~8. ピット 979a塚土出土石器
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1 ピット 984a

2 ピット 984a床面出土土器 3. ピット 985床面出土土器

5 

4 ピット 985床面出土石器 5・6 ピット 985埋土出土石器



2 ピット 986床面出土土器

6. ピット987床面出土土器

3 ピット986床面出土土器
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1. ピット986

4・5.ピット986埋土出
土石器

7. ピット987床面出土土器
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1. ピット 988

2. ピット 988床面出土土器 3. ピット 988a床面出土土器

4. ピット 988a



1 . ピット 988a床面出土鉄製品
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3 

2・3. ピット 988a埋土出

土石器

6・7 ピット 990遺体上出土石器

8. ピット 990埋土出土石器

5. ピット 990床面出土土器
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2 ピット 997床面出土土器

l ピット 997

3~6 ピット 997埋土出土石器
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7 ピット 1001埋土出土石器
8~1 0 ピット 1002床面出土石器

11. ピット 1002埋土出土石器
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1. ピット 1006埋土出土土器

2~4 ピット 1006a埋土出土石器

5. ピット 1006b

.....~ 

6 ピット 1006b埋土出土土器 7 ピット 1006b床面出土石製品 8 ピット 1006b埋土出土石製品
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9. ピット 1007床面出土石器
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1 ~ 7. ピット 1006b狸土出土石器
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1. ピット 1010埋土出土土器 2 ピット 1012遺体上出土土器

3 ピット 1012

4 ピット 1012遺物出土状況
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1. ピット 1012遺体上出土土器

3. ピット 1012遺体上出土琉拍玉 ・管玉
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2. ピット 1012埋土出土土器
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4 ~13. ピット 1012遺体上出土石器
14~24 ピット 1012埋土出土石器
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l ピット 1013

2. ピット 1013遺体上出土土器 3. ピット1013遺体上出土土器 4. ピッ ト1013遺体上出土土器

5 ピット 1013琉泊玉出土状況
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1 .ピット 1013遺体上出土
石器

6. ピット 1015埋土出土土器

2~5. ピット 1013埋土出土石器

7. ピット 1016埋土出土土器

8 ピット 1016



2. ピット1018
埋土出土
石器

1. ピット 1017床面出土石器
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4 ~12 ピット 1019床面出土石器
13~15 ピット 1019埋土出土石器
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3. ピット1019
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1. ピット 1023

2 ピット 1023埋土出土土器

3. ピット 1023埋土出土石器
4 ピット 1023遺体上出土石器

5. ピット 1024埋土出土土器
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2 4 

1 ~ 6 ピット 1025c床面出土石器

7 ~10 ピット 1028b埋土出土石器

11. ピット 1031
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1. ピット 1046a

2. ピット 1046a遺物出土状況

3. ピット 1046a遺体上出土土器 4 ピット 1046a埋土出土土器 5 ピット 1046a埋土出土土器
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10. ピット 1058埋土
出土石器

18 19 

1 ~ 5. ピット 1046a埋土出土石器

8 

6~ 9. ピット 1053埋土出土石器

15 

11~1 5. ピット 1062埋土出土石器

21 

16・17 ピット 1062a床面出土石器
18~22 ピット 1062a埋土出土石器



1 ピット 1067埋土出土土器
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3 ~17. ピット 1074埋土出土石器
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23 

2. ピット 1074床面出土土器

18. ピッ ト1079埋土出土土器

19~24. ピット 1089a遺体上出土石器
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5 

1 ~ 5 ピッ ト1100埋土出土石器

6.埋懇9
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